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解析論考

戸田城外著 『推理式指導読方』

川 島 清

〈序〉

いかなる指導 ・学習上の参考書も部分的に秀でたところはある。 しかし全てが全て他に勝る

ものと出会 う機会はそ うない。もし、そのような 「書」が存在 し、それが世に埋 もれ 日の目を

見ぬとなったら、発掘 して充分に検証するのは後人の責務 と言わねばならない。また、そのよ

うな 「書」に出会 う幸運は、それを社会に顕し、真に社会を変革したとき、初めて 「幸運」と

しての意味を持っ。『推理式指導読方』との出会いは、以上のような衝撃と使命を識者に与える。

昭和13(1938)年 日本小学館より、戸 田城外著 『推理式指導読方』は世に出た。これは山田

高正との共著 『推理式読方指導』(1)が 戸田城外の単著 となり、名称も 『推理式指導読方』(2)

と改め、刊行 されたものである。

本書は、教科書準拠版の小学生向け国語参考書である。にもかかわらず、他に類を見ないく

項 目秩序の体系性〉〈解説の合理的明解 さ〉〈本文と項 目相互の関連性〉を備えている。古今

を通じて群を抜くこれ らの方法 と教育哲学は、大学受験国語参考書をも凌駕す るまでに秀逸 し、

「解 りづらい」「使い物にならない」等の国語参考書の壁を見事に打ち破る。

その上、単にく解 り易さ〉のみを優先 させることにとどまらず、国語に科学的な〈文章観 〉

を導入している。

旧弊で非科学的な国語教育の横行 していた昭和初期に、本書が著 されたこと自体、ひとつの

驚異といってよい。それを裏付けるかのように、初版から数えて6年 後の昭和14年2月 までで

既に、「改版24版 」を重ね当時のベス トセラー となった。

しかし、時が経ち、絶大な支持を受けながらも、この書は世に埋 もれた。よって、今ここに

本書を発掘す る。

本論では 『推理式指導読方』巻十一、六年生前期用をテキス トとし、本書の核 ともなる 「項

目秩序の体系性」と、それを成立させているく文章観〉にっいて論 じてみたい。

KiyoshiKawashima(育 英 短 期 大 学 講 師)
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1.推 理式指'導読方 項 目概説

《項目一覧表①》

a

新
出
文
字

b

読
替
文
字

c

単
語
の
解
釈

d

文
章
の
解
釈

e

文
段
の
研
究

f

語
'法

杉式深斗 三

鑑
賞

j

挿
絵
の

研
究

k

内
容推

理
問
題

1

詑
憶
問
題

毒考文および参考文に相当する項目

備

考

9

類
語

h

反
対
語

m

歴
史

n

地
理

O

人
物

P

宗
教

q

そ
の
他
の
説
明

1.吉 野山 0 O 0 O 0 0 0 ○ ○ O ○ 1 ○ ○ ○
i

田

2.見 渡せば 0 亀 ○
茄
O
歌

・ ○ ○ 辱 ○ ・ ○ 0
o

q
0 0 0

古今和歌集 本文が和歌であるため文段は成立しない。
よって文段の研究なし。

3.京 都 0 0 ○ 0 ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ nq O npq O

桃山御陵
西陣織りと友禅染め
京都御所・二篠離宮

4.源 氏物語 0 0 ○ ○ ○ ○ O ○ 0 ○ Q 0 oq ○ ○ 曹

源氏物語

5.法 隆寺 ○ 0 ○ ○ O 0 ○ O 0 ○ ○ ○ iop O ○ 0

動植物

6.玉 月の太陽 0 O ○ 詩
○
o 0 O Q ○ 馳 0

,

0 ・ 臨 , 凸

初皇の自然と太陽を題材にした詩であるため
歴史・地理・人物・宗教に関しての説明なし。

7.姉 ○ 0 ○ ○ ○ O ○ ○ O ¶ ○ 0 9 胃 噸 一

8.電 話の発明 O 0 ○ ○ ○ ○ O ○
一 ○ ○ 0 o Q O o

聾唖学筏科学

9,瀬 戸内海 ○ ○ ○ ○ o O O ○ ○ ○ ○ 0 n O n n

10.日 本海海戦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O ○ ○ ○ ○ O o o n

《項目一覧表②》

a b C d e f 杉式探芽 i 」 k 1 参考文および参考文に相当する項目
9 h q

新
出
読
替
単
語
文
章
文
段
語
法 類 反

鑑
賞
挿
絵
内
容
記
億 m n o P そ

.備

文 文 の の の 語 対 の 推 問 の
字 字 解
釈
解
釈
研
究

語 研
究
理
問
題 歴
史
地
理
人
物
宗
教

他
の

考

題 説邑

明

日本の古名

1L皇 國の姿 曹 0 ○
詩
O
i ○ Q Q ○ 甲 O ○ O m P O

古事記

12.古 事記の話 O O ○ ○ ○ O ○ Q ○ 傅 0 0 oq 0 O ,

■

文学

13.松 坂の一夜 0 ○ Q ○ ○ O O ○ Q ○ O 0 q 0 ○
曹

動植物

14.北 海道 0 0 ○ Q ○ O O O ○ ○ 0 O nq O O ○
その他

氷山 *文 章の研究

15.我 は海の子 O O ○
詩
O
O Q ○ ○ ○ ・ ○ ○ 雪 鱒 8 , 竜巻 詩の内容そのものについての解釈を目的として

いるため歴史・人物・宗教の説明なし。

16.間 宮林蔵 ○ 0 ○ O ○ ○ O ○
一 O ○ ○ nO O O ,

本文が事異関係を客観的に追う形のものなので鑑賞はなし
.内容が樺太探検に終始するので宗

教的説明はなし.

動植物

17.樺 太の旅 0 0 0 0 ○ ○ O O O ○ ○ O i ○
, i

18.雲 のさまざま O 0 ○ O ○ 0 O ○ ○ O ○ ○
嘗 " 曹 甲

蜜 補足的な説明なしに内容が了解できる説明文
の代表としてあげられており、内容も雲の様子
についてであるので歴史・人物・宗教の説明な

高山植物 釦 の概 の粥 なので搬 人伽鰍 の

19.燕 岳に登る 0 O O 0 0 O 0 ○ O ○ ○ O
會 ○ n

曹 説明なし.

俳
20,虫 の声 , 一 ○ O 甲 響 ○ 0 0 一 0 ○ 0 0 ○ 0

句
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《項目一覧表③》

a b c d e f 彩式探球 i j k 1 参考文および参考文に相当する項目

9 h
新 読 単 文 文 語 鑑 挿 内 記 q

出
文
替
文
語
の
章
の
段
の
法 類
語
反
対

賞 絵
の
容
推
億
問 m n 0 P そ

備

字 字 解
釈
解
釈
研
究

語 研
究
理
問
題

題
歴
史
地
理
人
物
宗
教

の

1也
の 考

説
明

植物 描写的紀行文であるため人物・宗教の説明なし。

2L十 和田紀行 O O O ○ ○ O O ○ 一 ○ ○ ○ n ○ 胃 甲

気候

22.欧 州航路 b 0 0 0 ○ 0 ○ 0 ○ Q ○ O in ○ n in 動植物

月光の曲

23.月 光の曲 0 0 0 0 ○ O ○ O O ○ ○ ○ q 0 0 畠

24.月 の世界 O ○ O O O ○ 0 ○
一 ○ ○ ○ i i 臨 一

鑑賞のなかに1解釈する場合は…」という説明あり。

25,秋 曾 弓 0
詩
0
正

9 , 「 0 , 0 0 ¶ 9 脚 一 記臆問題中に各節を解釈する問題がついている。秋
の風景を題材としているので歴史・地理・人物・
宗教の説明なし.

26.鉄 眼の一切経 ○ 0 ○ ○ 0 ○ O ○ 一 ○

,

0 0 no O ○ O

軍用機

27.空 中戦 0 ○ 0 0 ○ ○ O O O ○ o ○ ` 一 哨 幽 動極物

日本刀

28.日 本刀 ○ O O O ○ O 0 ○ 0 噛 0 0 q q q
一 髭切の太刀波
およぎ兼光

合計
25 25 28 28 26 26 27 26 23 19 28 28 21 22 19 12 18

〔/28)

注:○→内容が相当するもの(項目名は相違する場合あり)

abc-・相 当する項 目に説明が含 まれる

《項目一覧表表記説明》
℃「
○」 独立項 目(一 覧表a～qの 項 目名あるいはそれに相当する項目名があり

そこにその項 目内容が説明されているもの)

枠 内にある

rabc… 」

混合項 目(項 目内容が独立しておらず他項 目に含まれるもの)

例:歴 史事項が宗教説明に含まれていたり、歴史 ・地理等の事項が挿絵

の背景をなすため、挿絵研究の項目に含まれていた り等。

「備考 」 各課の項目上の特徴を説明。特に欠如項 目の理由を示す。

項 目1,m問 の

「たて二重線 」・

a～1ま では本文解釈の項目であ り、m～qま では背景 ・資料説明

の項 目となるため、二重線によって一応区別した。ただし二者に相関性

がない とい う意味ではない。

◇ 文法項 目は省 く。著者の真髄がこの項 目にかくされているため重要であ り、

として論 じたい。

後に「文法研究」
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

i項 目一覧表概説 く項目記載状況〉

① 項 目記載状況(本 文解釈)

項 目a～jま での記載状況を明 らかにする。(項 目一覧表、合計参照)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

項目名

項目a「 新出文字」

項目b「 読替文字」

項目c「 単語の解釈」

項目d「 文章の解釈」

項目e「 文段の研究」

項目fr語 法」

項目gr形 式探求(類 語)」

項目h「 形式探求(反 対語)」

項目ir鑑 賞」

項目1「 挿絵の研究」

全28課 中

記 載 課 数

25課

25課

28課

28課

26課

26課

27課

26課

23課

19課

%

89.2%

89.20/0

1000/0

1000/0

92.80/0

92.8%

96.4%

92.8%

82.10/0

67.80/o

a～j10項 目の平均記載数、28課 中25,3課 、90.3%。

「5,e文 段 の研 究」の混合項 目2課 を除いて も、平均記載数28課 中25.1課 、89,6%と な る。

実際 、以上の2課(項 目一覧表参照)は 、各課 の 「鑑賞」の中で 〈文段の説明 〉が されてい る

ので実質的 には両課 とも 「文段研究」は存在す る。(以 下の②欠損項 目の理由参照)ゆ えに、デ

ー タ として は先述 の平均記載数28課 中、25,3課 、90,3%が 正 しい。

さて、この平均値を下げているのは 「9,i鑑 賞 」(23/28)と 「10,j挿 絵 の研 究」(19/28)

で あ る。 「9.i鑑 賞 」は以 下の 「欠損項 目の理 由」で詳説 す るが、鑑賞説明する必要のない5

課 が省 かれ ただけである。よって、必要性 がある課 にはほ とん ど解説 を施 してい る。また、「10.

」 挿 絵 の研究」において も挿絵 のない ところや説 明す る必 要性 のない ものは当然省かれ ている。

これ も各課 の需要 に応 じて説明 されてい る。

以上 のこ とか ら、平均記載数28課 中25,3課 、90.3%と い うデー タも単な る数値の範疇を こえ

て、その必要度 か らみれ ば限 りな く100%に 近 い といえ よ う。

② 欠損項 目の理由

「5・,e文 段の研究」は 「2課 見渡せば」 と 「20課 虫の声」の2課 に欠損がみ られる。

前者は歌の解説、後者は俳句の解説、よって二者 とも文段は存在しないので、文段解釈は不要。

また 「11課 皇國の姿」「25課 秋(詩)」 の両者は 「文段の研究」が独立 した項目としては存在

しないが、「i鑑賞」のなかに含まれてお り、文段解説は明らかに記載 されている。

「6,f語 法」は、「20課 虫の声(俳 句)」 と 「25課 秋(詩)」 の2課 に欠損がみられ る(56

頁一57頁 「項目一覧表」参照)。 この2課 には 「語法」の項目もなければ、それに相 当する解説

もない。 しかし二者 とも短詩型文学のため本文が短 く、テーマ と関連する語法機能をもった重

要な語が見あたらない。本参考書において、語法は、テーマ と密接な関連をもっ語から抽出さ

れている。(『育英短大紀要』20号 参照)よ って必要性がないと判断 され、解説は不要となる。

「7,g形 式探求(類 語)」 は 「25課 秋(詩)」 の1課 のみに欠損がみられる。欠損理由は
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先述の 「語法」 と同様。

「8.h形 式探求(反 対語)」 は 「2課 見渡せば(歌)」 と 「25課 秋(詩)」 の2課 に欠損

がみ られる。欠損理由は先述の 「語法」と同様。

但 し、ここで誤解をさけるために特に注記しておきたいことは、先に説明したf、g、hの

項 目の欠損理由は、課内容が短詩型文学だからと言 うのではなく、あくまでも 「本文が短 く、

解説対象 となる重要語が見当たらないためである」 とい うことである。当然、そのような重要

語が短詩型文学の課にあれば、それに応 じたf、g、hの 項 目は設けられ解説はされている。

「9,i鑑 賞」は 「8課 電話の発明」「16課 間宮林蔵」「21課 十和田紀行」「24課 月

の世界」「26課 鉄眼の一切経」の5課 に欠損がみられる。

8課 、24課 は、その題名からもわかるように科学的エ ッセイに類するもので、鑑賞を施す必

要性はない といってよい。「18課 雲のさまざま」もこのジャンルのひとつ として認識 され るが、

内容的に文学性が強く、鑑賞の余地は充分にあるので鑑賞項 目は存在している。

また、16課 は、人物評伝であ り、事実関係の客観的描写に終始 しているため芸術性は低 く深

みはない。よってあえて鑑賞をする必然性は認められない。

21課 、26課 も以前に鑑賞の仕方が示され自習を期待するものであった り、または、歴史的経

緯を主眼 とするものなので鑑賞説明は不適 と考えられる。

「10,j挿 絵の研究」は9課 に欠損がみ られるが、挿絵のない課や本文との関係から説明の

必要性のない ものは省かれている。

③ 項 目記載状況(参考文)

項目名
全28課 中

記載課数

%

1

9
ム

3

4

↓
■
謬

4
1
ー

イ
ー
5

イ
ー
5

歴史説明(m)

地理説明(n)

入物説明(o)

宗教説明(p)

11～13の 説 明が全てある課

11～14の 説 明が全てある課

11～14が1項 目に融合 している課

11～14の 説 明が1も しくは2の 課

11～14が 全 く説明されていない課

21課

22課

19課

12課

75.0%

78.5%

67.80/0

42.80/o

[
0

農
∪

7

8

0
σ

課

課

課

課

課

8

1

2

3

6

1上

-■

64.20/0

39.Oo/,

7.lo/0

10。7%

21.4%

11,(m)～14.(p)は 独立項 目 ・融合項 目 ・無項 目と多岐にわたるため、項 目名 を避け、

全てまとめて 「説明」とした。だからといってm～pま での項 目枠そのものが存在 しないので

はなく、課内容に応 じて独立項 目になったり、融合項 目になったり、あるいは項 目名 を表記せ

ずに説明した りしている。

別の言い方をすれば、ある課はその必要性にあわせてm～pの4項 目全てを取 り上げ、また、

ある課はその内容の狭 さから4項 目中2項 目のみを取 り上げ、ある課は理解のしやす さをはか

るために、とりあげた項 目をすべてまとめている。っま り、m～pの 項 目を基軸 として、そこ

から選択 ・抽出されている。 このことはほとんどの課 に4項 目のいずれかの説明が、それも複
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数入っていることからも、 うかがい知ることができる。また上の表に示 されていない項目qは

m～pが 要素として含まれる参考文だが、混乱を避けるためにあえて上記項 目のみに焦点を絞

った。

時 として、課内容の特色から、全く別の視点の参考資料が記されているように思えても、実

は4項 目の大半は説明される。(56頁 一57頁 「項 目一覧表」参照)

さて次に、15～19の 項 目の説 明 に移 りたい。

15.歴 史 ・地理 ・人物、三者の説明は全体の64%だ が、説明すると不自然になる詩並びに説

明不要な科学的エッセイを全体からひくと82%に までのぼる。このことから本文が不要 としな

い限り、ほ とんどの参考文は、歴史 ・地理 ・人物の視点を備えるとい うことがわかる。さらに

項 目qの 大半も、この三者の関連派生した内容 といってよい。もっ とも三者には空間軸 と時間

軸があるのだか ら、当然 といえばいえるのだが。

16.こ このパーセンテージを下げているのは 「宗教説明」である。15、16の 二者を比較 して

もらえれば解る。 しか し、いかに戦前 とはいえ、公立小学校教科書で宗教説明を必要 とする課

が70%も80%も あるほうが不思議で、この数値は妥当と言えるだろう。だが、本参考書に現象

や歴史 と共に、ある一定の宗教性を意識する姿勢がみ られることは確かである。それを裏付け

るものとして、第1課 「吉野山」、第3課 「京都」、第5課 「法隆寺」等における膨大な宗教説

明があがる。これは単なる補足説明の域を脱 した、単なるパーセンテージの数値を越えた重要

な意味をもっ といえよう。世界の本質に関わる宗教の荘重 さを意識 させる説明 となっている。

17,該 当課名は、9課 「瀬戸内海」、20課 「虫の声」以上2課 。当然両者 とも参考資料 とし

ての不足はない。以上の二者は、ゲシュタル ト的理解が必要 とされるため、分析的な手法は用

いず、融合化 して説明 されている。

18,該 当課名は、19課 「燕岳に登る」、21課 「十和 田紀行」、24課 「月の世界」(科 学的エ ッ

セイ)以 上3課 。m～pの 項 目が各課の要請に応 じて抽出、結合される。

19,純 粋な意味での該当課名は、6課 「五月の太陽」(詩)、7課 「姉」、25課 「秋」(詩)以

上3課 。6課 は初夏の自然 と太陽、25課 は秋の風物をテーマとした詩で、参考内容をあま り必

要とするものではない。7課 も特別、補足的な説明なしに理解できる内容。他15、18、27課 は

m～pが 要素 として含まれる項 目qに 説明があり、完全に説明無記載 とは言い難い。

最後に〈本文解釈>1～10項 目と〈参考文>11～14項 目との関連性並びに特色をみたい。以

上の二者には混在化や一体化はほとんど見られない。表内で二重線を引いたのもそこに理由が

ある。後者のく参考文 〉は本文の内容に適応するため11～14項 目全て揃 う必要性 もなく、また

各々切 り離 して独立化するとかえって不 自然になるものもある。

しかし、1～10項 目のく本文解釈〉は 「挿絵の研究」「鑑賞」以外一っ として欠 くことのでき

ぬ内容である。また、項 目が混在化や一体化す ると、整理 して理解できず漠然 とした不明瞭な

イメージをもちやすい。且つ、段階的把握が困難になる。 これを学ぶ側から考えると、いった

い どの段階が理解できていて、どこが不足しているのか解 りづらくなる。

さらにどの点に力を入れて学ぶべきかも解 らない。 ゆえに、1～10項 目は本参考書のような

段階性 と明瞭性を持たねばならない。 もしそれを怠ったなら、「国語は解 りづ らい」「何 を学ん

だらいいのか」等の疑問が生まれて来る。しかし逆に、〈参考文〉に以上のような項 目の独立

一60一



創価教育研究第2号

性 と段階性がはっきり導入 されすぎると本文が生きたものにならず、コマ割 りした映像を見る

ような不自然さが感得 されることになる。だが反面、独立性が全 くなくなった場合、分析的な

理解ができなくなり、漠 とした、とりとめもない感を受けることもまた事実である。

よって、〈本文解釈 〉は段階的に説明されることが適性で、〈参考文 〉はある種、項 目の独

立性を保ちながらも他 と混合す る流動性を持つことが適当であろう。

以上の条件に 『推理式』は充分適応す ると言 うより、む しろ 『推理式』がこの条件を備えて

いると言える。

ii.項 目秩序(文 章観)概 説

ここでは項 目全体の秩序とその特色を論 じてみたい。

〈a.新 出文字、b.読 替文字、c,単 語の解釈 〉この三項目は本文を構成する最小限の単

位である"語"に 焦点をあて解説 している。最小限の単位 を対象 としているのでくミクロの視

点による解釈 〉がここに発生する。次に、〈d,文 章の解釈〉の項 目では、語から文へ と視点

が拡大され、〈e.文 段(各 段落並びに全体)の 研究〉において、それは部分から全体像にま

で至 り〈マクロの視点の解釈〉が成立する。

さらに〈f.語 法、g,類 語、h,反 対語〉の項 目では、文段を構1成する語や文の種類、形

式、活用法(語 法例)、発想法(類 似発想、対立発想)等 が記され、〈マクロの視点の充実〉が

図られている。a～hま での項 目秩序をここにまとめると、〈ミクPか らマクロへ、マクロか

らその充実へ〉となる。

視点移行の図式

本文

♂ 、

本文
(骨格) 読者〕一

へ

○・レ →

藷

塞 一

も

鴇

) 》

、

作者
㌧一_ノ

蓉 文段 語去・形式探究

■『r

ミクロか らマクロへ の移行
7＼ ∠＼

↑
平面解釈から立体解釈への移行

一一

立体解釈から重層解釈への移行
}一 一 罰

次に、〈i.鑑 賞〉の項目は、本文を媒介 として、作者 と読者をっなぐ 「鑑賞」が単なる平

面 としての本文に立体感を与える。本文の奥に隠れた作者 の意図 と本文の前面に位置す る読者

の解釈 この二者の総体を説明する鑑賞には、自ずと立体的視点や解釈が備わる。

また、次の〈j.挿 絵の研究〉においても、視点は文字を追 う平面的な動きから、遠近法を

取 り入れた絵画の立体的な視野に発展する。三次元的要素を持っ絵画を解釈するのだか ら、当
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然 「視点の立体化」は生まれる。

よって、以上のことからここにく平面解釈から立体解釈への移行〉をみることができる(視

点移行の図式参照)。ここまでの項 目で必然的な理由がない限 り、項 目の欠損 ・混在 ・混乱はな

く、整然 とし段階性を保っている。

最後に〈m.歴 史、n.地 理、o,人 物、p,宗 教〉の参考項目にっいて述べたい。これら

の参考文は、本文の背後に流れる 「縦軸としての歴史」と 「横軸 としての地理」、この両者の接

点の上に位置する 「人物」、さらにはそれ らの奥底に存在する 「基軸 としての宗教」を捉え、多

層化 し、重層化 して、三層とも四層とも五層とも思われる構造を形成 している(歴 史と地理を

別次元とすれば四層 と考えることもできるし、また、本文 と切 り離 された参考文などあ り得ぬ

訳だから、二者の結合性を考慮 し、解説 されている本文の部分をも数に入れ ると五層と捉える

ことが可能である)。

いずれにしても、参考文はそのもの自体が多重構造を持ち、秩序化 された一っの世界観を有

している。そ して、全課中の7割 近くを、〈i.鑑 賞〉によって本文開示 し、この内奥に止ま

らず、〈参考文〉でその背後までより深く追求 し、「背景」自体の深部をも次々と多層にわたっ

て解説 してゆく。このことは、多角的視点や重層性に乏 しい他の参考書と較べると、荘厳 とい

ってもいい くらいの迫力をもっ。

しかし、この多重構造 も、時には各層が結合 して一層型に変容すると思われるものもある。

が、それは項 目として独立していないだけで、各層の必要な視点はその層の中に集中している

(56頁一57頁 「項 目一覧表」9課 、20課、、59頁 「③項 目記載状況」、参照)。 二層、三層に集中

した場合も同様。

また時には、ある層が省かれ単層 ・少層型になる場合もあるが、それは課の需要に応 じて不

必要な参考内容を除き、合理化 した結果である。

よって一層を省 く一 と言 うよりも、むしろ 「多層の抽斗」から必要な資料だけを選択 して取

り出したとい うほうが正確であろう。例えば、宗教性や人物 とは無関係な科学的エ ッセイが記

されている課に、それ らの説明を施すのは無意味とい うより、むしろ、嫌みになる。(項 目一覧

表24「 月の世界」参照)ゆ えに、「多層の抽斗」から 「科学的エッセイ」に必要な文献のみが自

動的に引き出され参考資料 として記載 される(56頁 一57頁 「項 目一覧表」一もしくは二層の少

層型は19、21、24の3課 、59頁 「③項 目記載状況」、参照)。 また、表現美に重点を置く詩、補

足的な説明なしに内容が理解出来る散文(文 言)等 は、あえて文献資料を取 り出す必要はない。

よって、それ らの課は無記載 となる。項 目一覧表、項目記載状況③参照、参考説明無記載の課

は6課 ・25課(詩)、7課(補 足のいらない文)以 上3課 、!5課 ・18課 ・27課は項 目qに 説明が

ある。

総論すると一もしくは二層の少層型は全体の1割 弱、参考文(m～p)が 無記載の課は約2

割に止まっている。確かに小学校の教材であるため、宗教的説明を要する課は少なく、これが

あるのは全体の4割 である。しかし、m～pの いずれかで三層以上の重層説明をしている課は、

7割 に及び、参考内容の形態をほぼ決定 しているといってよい。

以上のことからm～pの 参考項 目は、本参考書の背後、いやむしろ内部に重層的構造をもっ

て潜み、各課の本文の特色、特質に適応 して様々に取 り出され、融合 し表出する。それは、ま

るで精緻に組織化された肉体の中に存在し、千変万化す る重層構造をもった生命 のように。

よって、ここに く立体解釈から重層解釈への移行〉を捉えることができる。(視点移行の図

式参照)
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以上述べてきた項 目の全体像を明らかにす る。

〈ミクロからマクロへ、平面(マ クロ)か ら立体へ、立体から重層へ〉、言い換えると〈点

的理解から線的理解、線的理解から面的理解、面的理解から立体的理解、立体的理解から多重

層の理解へ〉という秩序になり、ここには、〈一次元 → 二次元→ 三次元 → 多次元〉とい う

数学的世界観が構築 されている。

名著 『推理式指導算術』を世に著 し、数学者として名声の高かった著者ならではの秩序世界

である。

さらに、この秩序は、単に項 目を羅列するだけに止まる他の国語参考書にはみられない特徴

であ り、以上述べたようなひとっの明確な世界観(文 章観)が 確立されている。そして、この

世界観 こそ、著者が自序に示 した 「文章観」であり、この参考書の他に秀でた独 自な特徴のひ

とっなのである。視点と解釈が拡大され重層化する世界観は、グローバル化 された言語解釈 と

言えよう。

資料1推 理式指導読方 「自序」

世間に流布されてゐる小學國語讃本参考書の敷は枚墨の邊もない程實に多種多様であるが、眞

に國語教育の本質に根ざし、確固たる文章観の上に立脚して、しかも見童の號達過程に適慮 し

たる参考書は皆無 と稔 してもよい程である。

余が昭和八年四月微力を顧みず本書第一版を公刊せる動機も此庭に存したのであるが、爾來

以外に多くの判を重ね、大方の要求を恭 うしたのであつたが、今 日又教科書の改訂と共に董

の訣黒占を改め推敲を加へて、本書を世に贈るに當り、とくに本書編纂上留意せる黒占を記 して序

にかへたいと思ふ。

、 参考書の債値を教師の代用の位置に迄引上げんとする意圖のもとに、軍語 ・文章・文

段研究 ・語法 ・鑑賞 ・参考文 ・問題等各般に亙り十分なる説明と検討を加へた。

、 殊に見童の推理的方面を考慮 し、文章組立上の理解 と文章観の確立に力をそ ㌧ぎ、そ

の文段研究に一新生命を開拓 した。(別 記 「文段の研究にっいて」参照)

、 軍語の解繹をあらゆる場合に精通せ しめんが爲に特に各課に語法の一項を設けた。

、 参考文は文章理解の深化 とその補助的役割を果すために、や 墨專門的に又出來る限 り

其の文の原糠をも示 してある。

、 問題の取扱ひは之を内容推理問題と、記憶問題に分ち、前者は見童の推理力養成を主

とし、後者は純然たる形式的記憶力の酒養に重黒占を置いた。

、 猶本書に小學國語讃本を中心とせる平易なる國文法を記述したのは、一般見童の作文

に際し、假名文字使用の不正確なるを痛感 し、これが現在國語教育の大なる鉄陥である。

假名遣ひの習慣的使用による習得法を根本的に矯正せんとしたものである。また各説明

の後に、入試問題との連絡の一項を設けたのは、最近の傾向として、國文法を取 り扱っ

た問題が多くなったため、實例を墨げて説明 したのであるから、殊にそこは注意して護

んで欲 しい。

、 形式探求の類語及び反封語は、出來るだけ重要なものをや ㌻廣範園に亙って選んでお

いた。「反封謡 は、いはゆる「封語」なるものと匪別すべきであるが、こyで はそれも「反

封語」として取 り上げておいた。

一63一



解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

希 くば本書使用者諸彦の叱正を得て、將來盆々本書の完壁を期 したいと、念願 して止まぬもの

である。

昭和十三年四月

著 者 識

1,〈 比 較 表 〉

※ 『推理式指導読方』を略して 『推理式』 と表記する。

この章では、『推理式』と他の参考書との比較表を作成 し、それをもとに論考する。

比較表は、以下の四点を基準 とした。

表1〈 全体比較表>

65頁 一67頁参照。

表III〈数値比較表>

68頁参照。表Hは 、表1〈 全体比較表 〉における数値比較の箇所のみを抜き出し、

再編集 した表である。項 目a～hは 語数、項 目m～qは 説明している項 目数。

表皿 〈数値外比較表>

68-69頁 参照。表皿は、表1〈 全体比較表〉の中の文字比較の箇所(項 目dej)を

取 り出し、再編成 した表。 ここでい う 「文字比較」とは当該項 目の特徴を説明し、参

考書同士を文字説明によって比較す ることを意味する。

表IV〈 独立項目比較表>

70頁参照。表IVは 、当該参考書に<a～q>の 項 目(同 一内容で項 目名が異なるも

のも含む)が 独立して存在するか否か、あるいは他項目に含まれているかを一覧する

表である。

①枠内に 「○」とあるものは、「独立項 目が存在する」ことを意味する。

②枠内に 「なし」 と記 されているものは、独立項 目はなく、本文の行の横に注釈と

して記 されていた り、頭 ・脚注として付 されているか、又は、全 く説明のないこ

とを示す。

③枠内に 「なし、abc… 」等が記 されているものは、独立項 目は無 く、その記号

のついた項 目内に含まれることを示す。

④枠内に 「○、abc… 」等が記 されているものは、大半の課に独立項目が存在す

るが、仮 りになくとも記号を記 した別項 目に含まれた形で解説があることを示す。

⑤枠内に 「○、1、2、3… 」等が記 されているものは、全10課 中に独立項 目のあ

る課数 を示す。

〈表〉作成上の凡例
一、表内の数値

項 目abの 数値は掲載語数。項 目cfghの 数値は、説明されている語の総数。項 目

mnopqの 数値は、全説明項 目数。(表IV〈 独立項目比較表〉はこれに該当しない)
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一、表内の説明文

項 目別に各参考書の解説特徴を記す。

一、〈a～q>の 項 目基準
一般的な参考書で各々部分的に解説する項 目のほぼ総体であ り

、popularizeさ れた

<a～q>を 基準 とした。

但 し、i「 挿絵の説明」 と参考文p「 宗教」は戦前の参考書の項 目特徴である。

本章では、第二次世界大戦前の参考書を比較対象 としているものが多数あるため、あ

えてこの項 目を取 り入れた。結果的に項 目<a～q>は 『推理式』のそれ とほぼ一致す

る。

一、データ採取課数

公平を期すため、最も課数が少ない参考書(「授業のための教科書研究新国語6」)の10

課を基準 とした。10課 のデータでも圧倒的な数値差が発生する。(表1の 数値参照)

一、独立項目の有無

<a～q>の 独立項目が無くとも、その内容に相当する説明や、付随項 目があれば逐

次カウントした。
一
、比較参考書説明

国立国会図書館に所蔵 されている書籍並びに市販の書籍を用いた。『推理式』以前、

同年 ・近年 ・現代の代表的参考書をその対象 とした。(参 考文献記載)尚 、指導書系参

考書と学習系参考書の各々からデータを採 った。

表1《 全体比較表①》
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34 34 613

◎観明が見開きペー
ジか2ページ以内で納
まるように書かれてい
るのでまとまって理解
される。 ◎本
文と対応するように解
説されていて秩序だっ
ているのですぐ理解で
▼ 曽

各文の流れ、段落の
流れ等が同じページ
に並列して書かれて
いるので、ひとめで
全体の流れが理解
できる。

245 331 157

かなり詳しくわかりやすく

書かれていて、作品の奥

行きや広がりまで理解で
きるよう説明してある。特
に語りロ調になっている

ものが多いので鑑賞文
の硬さがやわらげられ親

しみが持てる。子供たち
が読むのに抵抗がなくど
んμん侮鼎慢黒に月1宍

あ
り
27 44

　

23 27 29

小

象藁
授蘂

36 36 393

説明自体は詳しく量も
多いが、一 文を部分
的にしか説明しておら
ず、まとまった理解が

得にくい。

大ざっぱであり、また本文
との対応が不明なので全

体像を一括して捉えること
ができない。段落のテーマ
に反する内容が入っている
こともある。しかし一段ごと
'に時
・場所・人物・主題・節

という項目を叢げて詳しく

10 7 0

全体的に量が少なく鑑
賞としての広がりや深
みに欠ける。本文の構
造を見極めるような視
点は与えられておら
ず、読み深めるための
参考にはならない。

あ
り
12 16 7 8 30

小

馨婁

要墾
の

0 0 23

項目数がたいへん多
く、一文についての説
明も酵しい。しかし文
が全て書かれていない
ので本文との対応を見

るとき不便である。

項目自体が設けられて
いない課が半数。書か

れてあったとしても極め
て簡単で、段落同士の
つながりが解りにくい。 0 0 0

純粋に本文自体の鑑
賞だといえるところは
少ない。本文の構造に
ついて踏み込んだ説

明をしていない。 あ
り
12 16 7 8 6

一 一 一一一
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《全体比較表②》

a

新
出

漠
享

b

読

替
漢
字

o

語
意
説
明

d
文
章
の

説
明

e

れ本
の文

説の
明流

f

語
法

gh i

鑑
賞

」
挿
絵
の

説
明

参考文 q

文
法

類
義
籍

対
義
言吾

m

歴
史

n

地
理

o

人

物

P

宗
教

糞
34 34 6灌3

鋭明が見開きページか2ペー
ジ以内で納まるように書かれ
ているのでまとまって理解さ
れる。また本文と対応するよ
うに解説されていて秩序だっ
ているのですぐ理解できる。

各文の流れ、段落の流
れ等が同じページに並
列して書かれているの
でひとめで全体の流れ
が理解できる。

245 331 157

かなり詳しくわかりやすく書かれ
ていて、作品の奥行きや広がり
まで理解できるよう脱明してあ
る。特に晒り口測になっているも
のが多いので甦賞文の硬さがや
わらげられ親しみが持てる。子躾
たちが読むのに抵抗がなく.
どんどん作晶世界に引き込まれ
「,「

あ
り
27 44 23 27 29

攣
91 58 13

本文自体が説明を必要
とするものについては
項目を多く設け詳しく言
及している。そうでない
ものについては全く説
ロ員《ξ十,h

形式段落・意味段落の両方
でまとめられ説明が詳しいも
のが一課,意 味段薄のみに
簡単な題がついているもの
が一螺、項目はないが文中
で触れているものが二謀。そ
の椒 ナ贈H日か1.

43

,

0 0

鑑賞を必要とするもの
については詳しい説明
がなされている。その他
のものは言及なし。

な
し 0 1 4 0 2

書墓

馨
79 9 17

本文と対応させて書い
てある。ほとんどの文
の解釈をしている。詳
細な説明になってい
る。

本文と対応しているが説明
が数ページにわたるため、ひ
とめで全体の流れを氾握で
きない。各行の内容もまとめ
られていないので文どうしの
つながりが解りづらく、脈絡も
け【去日1ナrl、

3 44 20

鑑賞としてまとめられて
いるところはない。文章
の説明の中で部分的
にある程度。まとまりが
ない。

な
し 3 3 4 0 1

教光
イ科村
ド書図
ガ書

137 58 295 なし

説明がおおまかであ
り、また本文との対応も
不明確である。 73 34 22

内容を簡略化しすぎて
いて鑑賞としての深み
や広がりに乏しい。

な
し
o 0 0 0 0

教
科東
書京
ガ書
イ籍
ド

1

89 9 84

本文との対応はある
が、説明がまとめて書
かれていない。そのた

め一文の表現を即座に
理解できない。

本文説明が細かすぎ理
解しにくいうえ、全体の
流れが別紙に書かれて
いるので、すべてを一

括して理解できない。

120 49 20

鑑賞としてまとめられ
ているところはない。文
章の説明の中で部分
的にある程度。まとまり
がない。

な
し
0 0 0 0 0

《全体比較表③》

噴
目

書
名

8

新
出
漢
字

b

読
替
漢
字

o

語
意
説
明

d

文
章
の

説
明

e

本
の文

鋭の
明流
れ

f

言吾

法

gh i

鑑
賞

」

挿絵

の

説
明

参考文 q

文
法

類
義
語

対
義
語

Irn

歴

史

n

地
理

o

人
物

P

宗
教

本小
常指学
科導国
用書語
尋訪

54

「

21 138

ほとんどが和歌の解釈。

それ以外のものについて
はないに等しい。

形式が統一されておらずバラバ
ラ。文にまで説明が及ぶが、詳し
いものや簡単なもの等かなりば
らっきがある。特徴としては、段
薦の内審が登場人物ごとにまと
められるなど、テーマを設けて脱
明しているものがいくっかある。

0 0 0

文の主題が示されるの
み。内容を深く掘り下

げているようなところは
ない。鑑賞としては不
十分。

あ
り
フ 4 15 24 0

奎撃

磯
計179 21

ほとんど無いといってよ
い。あるのは和歌の解
釈のみ。

一段にっき中心となる諾を1
～3躇あげているのみ。それ
すらない段落もいくっかあ
る。よって段落ごとの関係な
どがまったくわからず、本文
の流れを説明しているとは書
1.、あくナρ1.、.

0 o 0

鑑震はないと書ってよい。教
材に対する筆者の個人的な
見解の中に鑑賞の要素が多
少含まれているものの、本文
への理解を深める働きはは

なはだ不十分であるといって
H、

あ
り
9 28 5 39 0

嚢
薙

34 51 43

藷意説明と同じ項目に混在
しているため、まとめて理解
することができない。しかも
『椎理式』が補足説明を入
れつつも,本文に対応した
形で解釈しているのに対し、
本書ではこうした対応が守
られないため、本分をその
まま理解するには向いてい
ないと書える.

同一人物が書いているにもかか
わらず、形式に一貫性がなく、細
かいものから簡酪化されているも
のまで幅がある。詳網なものに
ついては、文が羅列されている
だけなので非常に児づらい。また
文段と鑑賞を兼ねたようなものが

脇識誘潔麟欝宏
には十分だとは言えない。

0 0 21

鑑賞としての独立項目
はない。「教材観」のな
かでかで軽くふれられ
ているのみ。

) あ.
り
15 13 13 33 0

国岩
言吾波
教講
育座

o 0 29

縛粋な文章の解釈ではなく.鑑
賞を兼ねたものとなっているた
め、判然としない印象をうける。
また『推理式」が網足脱明を入
れつつも本文に対応した形で解
釈を施しているのに対し、本婁で
はそうした対応が守られていな
いため、本文をそのまま理解す
るには向いていないと欝える。

肥述があるものは全体の半
分以下。各文の説明はなさ
れているが、段落の説明が
一切ない。また各文ごとに余
分な脱明があり、すっきりと
明快に全体の流れを把握す
ることが難しい。よって一目で
全体像を理解するのが困難
マ零鉱ス

0 0 o

部分に対する鑑賞が、全
体の鑑賞と別々に書かれ
ているので、ある部分が

全体の中でどういう位置
にあるかが分 りずらく、ま
とめて理解することがむ

ずかしい。1

あ
り
6 0 15 0 0

一 皿
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《全体比較表④》
一一

着 b C d e f gh i j 参考文 q

文
法

新
出
漢
字

読
替
漢
宇

裕
意
説
明

文
章
の
説
明

文
の章
説の
明流
れ

言吾
法

類
義
言吾

対
義
言吾

鑑
賞

挿
絵
の
研
究

m

歴
史

n

地
理

o

人
物

P

宗
教

馨1

隷
##
畠

0
些
190

語意説明と文章の説明
が混合合併された形で
説明されていて見づら
い。

段落を「要点」の項農で説明して
いる。文字通りr要点」のみで本
文全体の流れの微妙さや、段落

相互の関遣性を十分に理解する
ことは難しい。これ以外に脱明は
ほとんどなく、まれに禰足がある
がr璽 点」と分断されるのでまとま

りがない。本文把握に充実度を
1盆ぐ月,hで.と1.、.

0 0 0

2課 のみ。簡単な表現

法や文調、韻文、リズ
ムなどの説明しかな
い。鑑賞としては不十

分。

な
し
3 0 0 1 0

国岩
語波
教講
育座

0 0 29

純粋な文章の解釈ではなく、鑑
賞を兼ねたものとなっているた
め、判然としない印象をうける。
また9推理弍』が補足脱明を入
れつつも本文に対応した形で解
釈を施しているのに対し、本書で
はそうした対応が守られていな
いため、本文をそのまま理解す
るに怯向いていないと言える。

記述があるものは全体の半分以
下。各文の説明はなされている
が、段落の説明が一切ない。ま
た各文ごとに余分な説明があり、
すっきりと明快に全体の流れを担
握することが難しい。よって一目
で全体像を理解するのが囲簸で
ある。

0 0 0

部分に対する鑑賞が、全

体の鑑賞と別々に書かれ
ているので、ある部分が

全体の中でどういう位置
にあるかが分りずらく、ま

とめて理解することがむ
ずかしい。1

あ
り
6 0 15 0 0

ll
書盟

## 0 190

語意説明と文章の説明
が混合合併された形で

説明されていて見づら
い。

段落を「要点」の項目で脱明して
いる。文宇通り「要点」のみで本

文全体の流れの微妙さや、段落
相互の関連性を十分に理解する
ことは難しい。これ以外に説明は
ほとん薯なく、まれに補足がある

が「要点」と分断されるのでまとま
りがない。本文把握に充実度を
霧ぐ月.、【マ'士1,、

0 0 0

2課 のみ。簡単な表現
法や文調、韻文、リズ
ムなどの説明しかな
い。鑑賞としては不十
分。

な
し
3 0 0 1 0

語尋
の読常
真本小
髄取学
扱国
　

0 0 3 なし

記述があるものは3課のみ。各
段落ごとに1,2語で要旨が記さ
れているものと.文ごとに要旨を
記し、それを段落ごとにまとめて
いるものの2種顛。各段落で改行
刷るなどのビジュァル化がなされ
ていないので見づらい。

0 0 0

2,3行 簡単なコメントがあるの
み6真瑳な姿塾でこの鑑賞を畳
け止めようとするとき、その内審
はあまりにも無責任なものに感
じられる。本文とはまったく関係
ない筆者の語りかけなどは、か
えって嫌味になってしまってい曹

あ
り
2 2 2 0 0

.一

《全体比較表⑤》
}一 皿 一一回皿}

℃ b C d e f gh i j 参考文 q

文
法

新
出
漢
字

就
替
漢
字

語
意
説
明

文
章
の

説
明

文
の章
説の
明流
れ

語
法

類
麟
膳

対
義
籍

鑑
賞

挿
絵
の
研
究

m

歴
史

n

地
理

o

人
物

P

宗
教

西

漿,
ク馨

0 0 0 なし

1課 のみ場面割をしている
が,まとめなどはしていない.
ほぼ本文の流れについての
脱明はないと暫ってよい。

0 0 0

非常に詳しく量も多い。鑑賓
が本書のメインとなっている
からであろう。文学作品では
はいけいとなる作者の基本
的思想にまで言及している。
内容はほぼ場面ごとに分け
られ、流れもつかみやすい。
しかし説明が長すぎて読者
のぼうで再度まとめ直さなけ
ればならないという欠点があ

な
し
2 0 3 0 o

新授
国業
研躇の
究教た
科め
書の

0 0 0 なし

教材が説明文の場合は必
ず記されているが、文学
的文章で段落説明がある

ものは一つ。全体を通じて
君えることだが、課によっ
て執箪者が異なるため、

形式に一貫性がない。説
明の群細さにも幅がある.

0 0 0

説明文は意味段落ごとに
詳しく言及している。段落
間の関係性が明熊されて

踊麟 錘綴畢宅・
は意味段落ごとにテーマ

を設け(描写から内面をさ
ぐ'るかノノ、子・あ.lr沿うτ

な
し 0 0 0 0 0

国
驕
・

腕
み
の
授
粟

0 0 0 なし

半数の2螺 のみ存在。ひと
つは意味段落ごとに分け

ら翫 、その要旨がまとめら

れている。もうひとつは時
間の流れのみを追ってい
て、まとめはない。あまり

にも簡略化されすぎてい
て、文から形式段落、形式

段落から意味段落への関
蓮性がまったくわがらな

0 0 0

場面ごとに細かくまとめら
れていて、それぞれに見

出しが付けられているの
で流れがつかみやすい。

内容は群しいが、量が多
い。

な
し
0 0 0 0 0

… ㎜… … … } 一 皿 一 一..醐 一 一 一 一.一 一
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表1《 数値比較表》

弘惨 扉
名 一一劃劃壷郵 法憾証議謹劃劃劃 劃 剥

1.・翻 講 諭 一_..、L鯉 」漣 」』 」些 」1・31二 逆 」』]1一一翼一L璽L』]「JL-21i
・小学齢 渤 骸

、」 副 逼]」 圃 一δr-7Lユ 旺6コ[二 鉗〔 璽 一r;
3小 軸 語淋 の飴 磯i」 」 一 …ユ]「'マ『6-i-一"d一こ亟][至][コ 「第]〔 亙{

4)徽 書 轄 儲 ぎ 一一… 二二91.jiLs8]一19『 ⊂ 動 二二i正 二吐 」L」L』 一i

・棘 講 轄 鱒 書一一一一…T9-一 一1 _動=幽 こ 迦」lsr二Lr」r-4'[」 」一;
・ 輝 図葦.墾 葦準套.._.一...L則 」到__劉L魁 週 幽 」 」」lb-`こ コ ー1』ゲ「
あすとろ出版 教waガイドLL89]1・ 二二 蜜 二塑」・4・ 一 」」L」L」L到 廻i

lgr』小軸 謙 本指轄 尋常翻 巻・・[4--L璽 」--t-『'動一一:'T・-r-…一σ二二到 」L」L型L」L』}
疹 ワ」軸 驕鉢 と鞭 巻11→ 「-一"tii二麺]:こ二 二劉 「6TL至]ユ1"竃[塑]L至 」L壷 」,一-δ-i

/i6'一亙活學暑〔>j、軸 言麟 ∂5手ts--一一',一一]iり4V[二二至]F"W…'一『H'-43[コΣ][二二二亘」L二二二二二lt][二=玉…][=二≡ζ豆][二亘1「311[〕]1

⊥ 碧麟 座臨 薮腎一幽 一一r-一"L空][Ili[]「一一酬即　6冒1　σ一L』[〕]rL型r-一!ll]E[ILII[SIIIIIi
・2尋常・j・軸 語読本縮 参籍-『⊥ 垣」二 互]「'""""'i25-「6-一 一}'.'計 」[」]⊂ ユ 」こ二司

・3尋常小輻 吾読本取痴 熱4」 」 」 一 」]し 二 亘一1二 司Eコ[二 君一 二』一 一'..L」 一
_」 一」 二 」1・一一…一一一…・L」L」 一 二]「i

・西鋤 彦tW書ハン睦 グ 」 」 一 ・、測 」 ⊥」 二」:[lllli]」 二 鉦 」 こII:Q]…"
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表皿 《数値外比較①》

d

文章の説明

e

本文の流れの説明

i

鑑賞

推理式
指導読方

説明が見開きページか2ページ以内で納
まるように書かれているためまとまって
理解される。本文と対応するように解説
されていて秩序だっているのですぐ理解

各文の流れ、段落の流れ等が同じページ
に並列して書かれているのでひとめで全

体の流れが理解できる。

かなり詳しくわかりやすく書かれていて、作品の奥
行きや広がりまで理解できるよう臨明してある。特
に語り口調になうているものが多いので、鑑賞文
の硬さがやわらげられ親しみが待てるG子供たち
が読むのに挺抗がなく、どんどん作品世界に引き
,9..9

'、

小学国語

読本の教授

説明自体は詳しく量も多いが、一文を部
分的にしか取り上げておらず、まとまった
理解が得にくい。

大ざっぱであり、また本文との対応が不明なので
全体像を一揺して捉えることができない。段落の
テーマに反する内容が入っていることもある。しか
し一段ごとに時・場所・人物・主題・節といった項目
をあげて群しく説明している場合もある。

量が少なく、鑑賞としての奥行きや深み
に欠ける。本文の構造を見極めるような
視点は与えられておらず、読み深めるた
めの参考にはならない。

小学国語
読本綜合
研究

項 屋数がたいへん多く、一文についての説明
も詳しい。しかしぶんがすべて書かれていな
いので本文との対応を見るときに不便であ

項目自体が設けられていない誤が半
数。あったとしても極めて簡単で、段落同
士のっながりがわかりにくい。

純粋に本文自体の鑑賞だといえるところ
は少ない。本文の構造について踏み込
んだ説明をしていない。

光村図書
学習指導書

本文自体が説明を必要とするものについ
ては項目を多く設け詳しく言及している。
そうでないものはまったく説明がない。

形式段落・意味段落でそれぞれまとめられ詳
しい説明がなされているものが一課、意味段
落のみで分けられ簡単な題がついているもの
が一齋」……がは鱒田司なL

鑑賞を必要とするものについては詳しく
述べられている。そのほかのものは言及
なし。

東京書籍
学習指導書
猫灘撫懸舗鹸ど
なっている。

本文と対応させて書いてある。が、数ページに

わたって説明しているため、ひとめで全体の流
れを把握できない。各行の内容もまとめられて
いないため文同士のつながりが解りづらく、

よって文賑もはっきし∫しない.

鑑賞としてまとめられているところはな
い。文章の説明の中に部分的に含まれる

程度。まとまりがない。

光村図書
教科書ガイド

なし 説明が大まかで、本文との対応も不明
で話る.

内容を簡略化しすぎていて、鑑賞として
の深みや広がりに乏しい。

東京書籍
教科ガイド

本文との対応はあるが。説明がまとめて
書かれていない。そのため一分の表現を
まとめて理解できない。

本文説明が細かすぎて理解しにくいうえ、
全体の流れが別紙に書かれているので
すべてを一括して理解できない。

鑑賞としてまとめられているところはな
い。文章の説明の中に部分的に含まれる
程度。まとまりがない。
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《数値外比較②》
一 一一.一一一 一..一.一

d

文章 の説明

e

本文の流れの説明

j

鑑賞

小学国語
読本指導書
尋常課用

ほとんどが和歌の解釈。それ以外のものにつ
いてはないに等しい。

形式が統一されておらずバラバラ。文にまで説
明が及ぶが、詳しいものや簡単なもの等かなり
ばらつきがある。特徴としては、段落の内容が
登場人物ごとにまとめられるなど、テーマを設け
τ鱒B日Lでいる≠1のゐ{いぐつがある.

文の主題が示されるのみ。内容を深く掘
り下げているようなところはない。鑑賞と
しては不十分。

小学国語 』

読本と教壇

ほとんど無いといってよい。あるのは和歌
の解釈のみ。

一段につき中心となる語を1～3語あげているの

み。それすらない段落もいくつかある。よって段落
ごとの関係などがまったくわからず、本文の流れ
寄説明しているとは言いがたい.

鑑賞1まないと言ってよい。教材に対する筆者の個
人的な見解の中に鑑賞の要素が多少含まれてい
るものの、本文への理解を深める働きははなは
が不十4÷で瓶る月,、っで上い.

6

生活学習小
学国語読本
の授業

語意説明と同じ項目に混在しているため、まとめ
て理解することができない。しかも『推理式』が補
足説明を入れつつも、本文に対応した形で解釈し
ているのに対し、本書ではこうした対応が守られな
いため、本分をそのまま理解するには向いていな

同一人物が書いているにもかかわらず、形式に
一貫性がなく、細かいものから簡略化されてい
るものまで幅がある。詳細なものについてrま、文
が羅列されているだけなので非常に見づらい。
また文段と鑑賞を兼ねたようなものがいくっかあ
るが、一目で理解できないので全体の流れを説
日日「串るlrI士十4¥ナ聲月士言テかい.

鑑賞としての独立項 目はない。r教材観」の
なかでかで軽くふれられているのみ。

岩波請座国
語教育

純粋な文章の解釈ではなく、鑑賞を兼ねたものと
なっているため、判然としない印象をうける。また
『推理式』が補足説明を入れつつも本文に対応し
た形で解釈を旛しているのに対し、本書ではそう
した対応が守られていないため、本文をそのまま
理解するには向いていないと言える。

記述があるものは全体の半分以下。各文の説明
はなされているが、段落の説明が一切ない。また
各文ごとに余分な説明があり、すっきりと明快に
全体の流れを}9握することが難しい。よって一目
で全体像穿理鯉ずるのが閑郵で急る.

部分に対する鑑賞が、全体の鑑 賞と別々に
書かれているので、ある部分が全体の中で
どういう位置にあるかが分りずらく、まとめて
琿鯉するこキが♂}ずかLい.1

尋常小学国
語読本補習
参考書

籍意説明と文章の説明が混合合併された
形で説明されていて見づらい。

段落を「要点」の項目で説明している。文字通り「
要点」のみで本文全体の流れの徴妙さや、段落
相互の関運性を十分に理解することは難しい。
これ以外に説明はほとんどなく、まれに補足があ
るが、「要点」と分断されるのでまとまりがない。
本文枳.繹に充実庶を婁くといってよい.

2課 のみ。簡単な表現法や文調、韻

文、リズムなどの説明しかない。鑑賞と
しては不十分。

《数値外比較③》

d e j

文章の説明 本文の流れの説明 鑑賞

記述があるものは3課 のみ。各段落ごとに 2,3行 簡単なコメントがあるのみ。真摯な姿

尋常小学国

語読本取扱
の真髄

なし

1,2諾 で要旨が記されているものと、文ごと
に要旨を紀し、それを段落ごとにまとめてい

るものの2種 類。各段落で改行刷るなどのビ
ジュアル化がなされていないので見づらい。

勢でこの鑑賞を受け止めようとするとき、その
内容はあまりにも無責任なものに感じられ
る。本文とはまったく関係ない筆者の語りか
けむメけ 六、聖【ア協1劇一力}㍗ア1重 【てい

1課 のみ場面割をしているが、まとめなどは 非常に詳しく量も多い。鑑賞が本書のメイン
西郷竹彦教 していない。ほぼ本文の流れについての説 となっているからであろう。文学作品ではは

科書ハンド
ブツク なし

明はないと言ってよい。 いけいとなる作者の基本的思想にまで言及
している。内容はほぼ場面ごとに分けられ、

流れもつかみやすい。しかし醗明が長すぎて
識者のほうで頁澄まキめ虞ホなけれぽならな

教材が説明文の場合は必ず記されている 説明文は意味段落ごとに詳しい区言及して

授業のため
の新国語教
科書研究

なし

が、文学的文章で段落説明があるものは一
っ。全体を通じて言えることだが、課によっ

て執筆者が異なるため、形式に一貫性がな
い一鱒,鴫の誰細六に≠1膓が為る.

いる。段落間の関係性が明記されていて、
全体の流れがつかみやすい。文学的文章で
は意味段落ごとにテーマを設け(描写から内

面をさぐる、など)それに沿って解脱されてい

■1

半数の2課 のみ存在。ひとっは意味段落ご 場面ごとに細かくまとめられていて、それぞれ

とに分けられ.そ の要旨がまとめられてい に見出しが付けられているので流れがつか
国語・読み
の授業 なし る。もうひとつは時間の流れのみを追ってい

て、まとめはない。あまりにも簡略化されす
みやすい。内容は詳しいが、量が多い。

ぎていて、文から形式段落、形式段落から
意味段落への関蓮性がまったくわからない.

一…n.一 固闇"..一一一一 一

一69一



解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

表N《 独立項 目比較表①》
…一..一..

a
新
出
漢
字

b
読
替
漢
字

C

悦語
凋意

d

悦文
埆章

e

鍍鑛

f

語
法

9

類
義
語

h

対
義
語

i

鑑

賞

j

蝶

肴文

備考
m

歴
史

n

地

理

o

人

物

P

宗
教

q

科
学

推理式
指導読方

0 O 、○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ 、魚n 黛
o
冑鳳 ○

a～jまでは全てまとめられて秩序
だっている。が、k～oは他項目に
含まれているものが多い。

鬼

小学国語読
本の教授 なし

○ O
なし

e
なし
d

0
1
0
5
0
3 なし O

なし なし なし なし なし

1～oの独立項目はないが教材観や
教材研究の項目に混じって記されて
いる。また歴史は歴史どうし、地理は
地理どうしというようにまとめて脱明
されておらず、項目内で混在レてい

小学国讃読本
の綜合研究 なし なし

なし
d
O ○ なし なし なし O o

O
dnp

O
C

O
mA
P

o
mn ○

d文章の解釈のなかに単語や歴
史事項の説明が混在している。

光村図書
学習指導書

なし なし
0
3 O o

0
1 なし なし ○

0
2
なし なし
c
○ なし なし

c単梧の解釈のなかで地理的要繁が
挙げられられ説明がなされている。

東京書籍
学習指導書

O O なし なし なし 0 O O なし なし なし なし O なし なし
独立項目f「語法」・g「類語」・h「対

義語」は全課にあるわけではな
く、全体で1～2箇 所程度。

光村図書
教科書ガイド

○ ○ ○ なし 0
なし

C
○ ○ ○ なし なし なし なし なし なし

c単語の解釈のなかで語法の説
明がなされている。類語・反対語
の項目もこの中にある。

あすとろ出版
教科書ガイド

O ○ ○ なし O
なし

ac

なし

C
なし
o
なし なし なし なし なし なし なし

なしの項目は他項目に含まれて
いたり、本文の上下に注のような
形であるものが 多い。

小学国語饒本指
導書尋常科用 O O O ○ O なし なし なし o ○ ○

なし

j
O ○

なし
m
a・b漢字とc諾 句が混在 。M～qはc

に含まれることが 多い。

小学国語読
本と教壇

○ ○ ○ なし O なし なし なし O o ○ 0 ○ ○ なし
m～pは すべて独立している。

《独立項 目比較表②》

a

新
出
漢
字

b

読
替
漢
字

o

悦語
現意

d

悦文
現章

e

。妻

鑛
れ

f

語
法

9

類
義
語

h

対
義
語

i

鑑

賞

」

曙

参考文

備考
m

歴
史

n

地

理

o

人

物

P

宗
教

q

科
学

生活学習小学国

誘訣本の指導
O ○ O o o なし なし なし ○ O o O O ○ なし

e流れの説明は全課にあるわけでは
ない。J鑑賞はd文章に含まれること
が名い.

岩波講座国
語教育

なし なし O o O なし なし なし 0 ○ O
な

と
O なし O

m・o・qはj・dに 含まれ る。

尋常小学国語読
本補習参考書 O なし O O ○ なし なし なし o なし ○ なし なし o なし

c・dは同項目内に混在。

尋常小学国語読
本取扱の真髄 なし なし なし O O なし なし なし O ○ o ○ なし なし ○

一

西郷竹彦教科書
ハンドブック なし なし なし なし o なし なし なし ○ なし ○

な
し
旨
○
な
し
叢
○
m～qはi鑑 賞中に含まれること

が多い。

授薬のための新
国語教科書研究 なし なし なし なし O

ド

なし なし なし ○ なし ○ なし o なし なし
mは 艦 賞に含まれることが多
い。

国語・読みの
授業 なし なし なし なし O なし なし なし ○ なし

なし

i
なし なし なし なし 1
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創価教育研究第2号

〈数 値 比 較 〉概説

※ 『推理式指導読方』を略して 『推理式』 と記す。

※表H〈 数値比較表〉(68頁)参 照

表Hは 表1(全 体比較表)の 中で数値で比較できるものを掲げた。

ここで着目してほしい項 目は、c「 語意説明」f「 語法」g「 類義語」h「 対義語」である。

他 もそ うであるが、特にこの点について、『推理式』と 「他の参考書」とでは格段の差があるこ

とがわかる。

c「 語意説明」でみると1,『 推理式』613語 に対して2,「 小学国語読本の教授」393語 。説

明語数の差は220語 。f「 語法」では前者245語 に対 し後者10語 、説明語数差235語 。g「 類義語」

では前者331語 に対 し後者7語。説明語数差324語 。h「 対義語」では前者157語 に対 し後者0。

説明語数差157語 。たかだか10課 程度でこれだけの差が発生する。

その うえ後者は、他の参考書の中でも最 も数値が高いものの一つである。 とすれば、それ以

外は言 うに及ばないであろ う。そこには、500、600語 等の説明語数の差を確認できる。

次に 「他の参考書」の数値に対して 『推理式』の数値の倍率を見てみたい。「他の参考書の中

で数値が高い項目」と 『推理式』との比較(倍 率)を 以下に記す。

表Ia《 他参考書の数値の高い項目に対する 『推理式』の倍率》

〈項 目c,語 意説 明〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1,推 理式指導読方

2,小 学国語読本の教授

6,光 村図書教科書ガイ ド

8,小 学国語読本指導書尋常科用巻11

12.尋 常小学国語読本補習参考書

7.あ すとろ出版教科書ガイ ド

10.生 活学習小学国語読本の指導

613

393

295

138

125

84

43

1.5

2.0

4.4

4.9

7.2

14.2

〈項 目f.語 法 〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1.推 理式指導読方

7.あ すとろ出版教科書ガイ ド

6,光 村図書教科書ガイ ド

4,光 村図書学習指導書

245

120

73

43

2,0

3,3

5,6
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

〈項 目g、 類義語〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1.推 理式指導読方

7,あ すとろ出版教科書ガイ ド

5,東 京書籍学習指導書

6.光 村図書教科書ガイ ド

331

49

44

34

6.7

7.5

9.7

〈項 目h.対 義語 〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1,推 理式指導読方

6,光 村図書教科書ガイ ド

7,あ すとろ出版教科書ガイ ド

5,東 京書籍学習指導書

157

22

20

20

7.1

7.8

7.8

以 上 の表 を見 る と 『推理式』 は、 「当該 の参考書」 と較べ、 「2,小 学国語読本の教授 」の語

意説 明を除 いて、全て2倍 以上 となっている。 ただ し、2倍 といって もほ とん どが 百単位 での

倍数 であるか ら桁 が違 う。 ひ どい ものでは、c,語 意説 明の 「10,生 活 学習小学国語読本 の指

導」に対す る14,2倍 。 当然 、 これ も二者 の差 は570語 にまで のぼる。

その他 の 「数 値の低い項 目」 となる と言葉 を失 う。600倍 、300倍 等 が軒並 み表 われ る。 表H

a、 並びに以下の表IIb(倍 率)を 参照 していただ きたい。

表Ib《 他参考書の数値の低い項 目に対す る 『推理式』 の倍率》

※ 比較参考書の説明語数が 「0」である揚合、倍率は算定不可能であるが、あえて 「0」 とし、「推

理式」との倍率を想定した。当該参考書の説明欠如の状況を数値で明らかにするため、以上の措

置をとった。

〈項 目c.語 意 説明〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1,推 理式指導読方

3,小 学国語読本の綜合研究

9,小 学国語読本 と教壇巻11

5,東 京書籍学習指導書

4.光 村図書学習指導書

13,尋 常小学国語読本取扱の真髄

15.授 業のための新国語教科書研究

他15と 同様説明語数0計3冊

613

23

21

17

13

3

0(1)

0(1)

26.6

29.1

36.0

47.1

204,3

613.0

613.0
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〈項 目f.語 法〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1.推 理式指導読方

2.小 学国語読本の教授

5.東 京書籍学習指導書

3,小 学国語読本の綜合研究

他3と 同じく説明語数0計8冊

245

10

3

0(1)

0(1)

24.5

81.6

245.0

245.0

〈項 目g.類 義 語〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1、 推理式指導読方

2,小 学国語読本の教授

12.尋 常小学国語読本補習参考書

他12と 同じく説明語数0計10冊

331

7

0(1)

0(1)

47.2

331.0

331.0

〈項 目h.対 義語 〉

参考書名 説明語数
当該参考書に対する

「推理式」の倍率

1,推 理式指導読方

2,小 学国語読本の教授

他2と 同じく説明語数0計11冊

157

0(1)

0(1)

157.0

157.0

「数 値 の低い項 目」 につ いては、特別説明す るこ ともない だろ う。デー タが全てを もの語 っ

てい る。 この表 にお ける数値差 と倍 率は壮観 といってもよい。

最後 に、c.f.g.hの トー タル で比較 し倍 率を捉 えてみる と以 下のことが言え る。

先 ほ ど別の角度 か らふれ たが 、『推理式』 は、2,「 小学 国語読 本の教授」に対 し語意説 明の

点でL5倍 と最 も倍率が低い(71頁 表IIaの 項 目c参 照)。 しか し、他の項 目では語 法24.5倍 、類

義語47.2倍 、 対義語 に至っては、157倍 と なってい る。また、 「光村 図書教科書ガイ ド」 をみて

も、語意説 明において2,0倍 と倍率 は低いが、語法は3.3倍 、対義語 は7,1倍 、類義語 に至 っては

9,7倍 となってい る。 これ も先述 したが百単位で の倍数 なので、語数差は、語意説明が318語 、

語法は172語 、対義語 は135語 、類義語は297語 となる。10課 における 『推理式』 との説明語数 の

差が ここまで顕在化す る。 以上はc,f,g.hの 項 目のみのデータであるか らm-・qま での

「参考項 目」を入れて倍率 を算定す る と、『推理式』の優位 性は確 実 となる と言 わざるを得 ない。

以上の よ うに、た とえ局部的に率の低い項 目があった として も、c,f.g。hの みな らず

c～qの トー タルでみた場 合、ほ とん ど他 を寄せ付けぬほ どの倍率 を『推理 式』は誇 っている。
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

実際の資料をとお して、『推に の っ と り、

本文を読み解 く上で欠かせない要素である。

較〕

るこ とは、

.り上げている語数が非常に少な

っているものでも、「尋常小学国

 

取

扱

語意をまったく説明していなかったり、らず 、

参考書が3分 の2を 占める。比較的多数の語を

 

比

す

わ

る

〔語意説明

語を理解

にもかか

かったりす

「小学国語(資料A一 ②)、

 

り

O
　

へ

③

で

(資料A

れているの

それぞれのに 、

 

る

ら

逆

いたりす

りに並べ

 

て

お

語読本補習参考書」のように語意説明に文章説明が混 じっていた

読本指導書尋常科用」のように語意 ・文章 ・漢字の説明が混在 し

このような説明の長所 として、語句・文章などが本文に出てくると

そのためし か し 、げ られるだろ う。

子 ども自らが作文をするなどの応用の場面につなが
へ

 

挙

ず

順 を追って理解 していけるという点が

要素に対する理解が本文の範疇 を超え

入

え

に

言

「推理式」(資料A一 ①)の ように、語句は語句だけで説明したほうが整理 された形で頭

学習で得た知識を発展 させるにはよりよいとこち らのほ うが、後 々応用 がき く。る の で 、

るだろ う。

資料A①

推理式 ・指導読方
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創価教育研究第2号

資料A一 ②

尋常小学国語読本補習参考書

資料A一 ③

小学国語読本指導書尋常科用

囲
、
内
澤
上
の
最
色
。

五
、
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盈

冨
澹
と
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の
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逸
。
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潟
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憩
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「
古
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山
か
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み
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知
ら
ね
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も
見
ゆ
る
限
り
は
櫃
な
駐
け
参
」

こ
の
欧
は
、
八
磁
知
紀

(冤
政
十
一
年
九
月
鹿

見
島
に
生
れ
、
明
治
六
年
九
月
東
京
に
政
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。
歌
人
)
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「
し
01
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草
」
か
ら
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る
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奥
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」
は
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「
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見
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の
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ど
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」
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意
。

「
ま
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見
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目
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徽
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。
目
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眼
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光
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b
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つ
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、
撒
王
堂
で
悪
死
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セ
入
。
*
基
侮
懇
七

〔文章説明比較〕

文章説明は、前出の 〔語意説明〕で記 したように、語意や漢字 と混在 していることが しばし

ばある。整理 されていないので、とても見にくく、文章の説明だけをまとめて読みたい ときに

は不便である。その他問題点は 〔語意説明〕で述べた とお り。

他のケースとして、「岩波講座国語教育」のように、文章説明自体に参考文の要素が混入 して

いるものもある。(資料B一 ②)文 章そのものを理解 したい ときに、これほど都合の悪いものは

ない。『推理式』が、補足説明を入れっっも、本文に対応 した形で解釈をまとめているのに対し

(資料B一 ①)、同書でぼそうした対応が守られていないため、本文をそのまま理解す るには不

適切であるといえる。

また近年の参考書では、本文に脚注を付ける形で説明しているものもあるが、一文全体では

なく、部分でしか説明されていない。(資料B一 ③)

その他、文章説明自体がされていない参考書も多く、本文理解に重要な要素を欠いていると

言えよう。
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資料B一 ①

推理式 ・指導読方
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一
,.女

撃

0
解

"

.

,

曾

.

ナ

キ
そ

め

て

與
の
火
丁で
な
い
"鱒
の
は
ゐ
p
毫

せ
ん
皆
極

の
木
で
ず
.

喚
ぎ
は
じ

め
て
o

碧
年
、
さ
く
ね
ん
o

.案
内
を
し
つ
て
ゐ
る
近
o

し
を
り
m
校
折

(
し
を
,
)o

脅
奨
凱
に
入
る
人
は
破
を
噸
6

て
道

り
し
る
べ
と
し
た
9

●

働

書
野
山
に
登
つ
西

方
セ
見
観
†
と
一応
に
か
ず
み
に
つ
美

れ
て
ぽ

ロ

ヘ

ー
つ
と
か
ナ
ん
で
↓
そ
の
麟
の
異
に
陰
な
に
が
あ
る
か
見
え
な
く
て
お
か

・ウ
ま
せ
ん
ボ
識
た
P
目
に
凧
え
る
匹
ガ
噌
団
は
糧
【の
花
ば
か
ψ
で
あ
蛎
忠

ヲタク
レつノコ

ナ
。
.

(
八
田
知
紀
の
作
)

こ
の
敏
で
山
全
値
が
玄
る
で
鍵
の
た
な
び
い
て
ゐ
る
聖
う
な
堅
の
花
で

い
つ
ば
い
に
つ
⊥
室
江
た
宙
野
幽
の
あ
ウ
さ
ま
が
声
目
の
葡
に
見
え
る
や

～
で
ち
塑
富
究

働
の
霜
膿
誰
潔
礒

嘘
馴
灘
鶏

椛
燃
嚇
駅
緊
触
畷
齢

幾
も
な
く
な
ん
と
も
糞
ひ
や
う
が
あ
り
霊
せ
ん
・
(安
原
堪
軍
の
俸
Y

,

と
踪
ん
だ
暫
の
人
の
俳
句
の
旗
脈
偉
騒
訣
し
て
私
建
を
だ
ま
し
て
に
を
ウ
・

豊9せ
ん
o

.

.

.

,

國

・.・

.
そ
の
疲
O
で
あ
り
雲
†
℃

,働
一
,古
昌即
の
町
に
入
勿
室
占丁
と
卿
照王
φ
勘が
占めり
索
輌十
当
ζ
り
彊
明0
曲
…に
朗
木

の
構
…の
あ
る
灰
は
、
山く
痔
樹
韻
良
糾
王
が
h胃
野
を
銚
れ
救循
に
†
時
に
、
唱奪

れ
の
さ
か
も
り
一を
お
慨冊
ご
惜趾
ば
し
た
鉢
だ
と
い
ふ
ー」
と
で
ののり
ま
す
,
,

帥

こ
・
喜

の
行
盗

,
た
荏

ん
の
し
ば
必
く
零

ξ

窪

せ
の
玄

・

ひ
で
あ
る
か
払
、
寮
輝
の
窃
般
む
ち
が
ひ
典
し
い
も
り
な
ど
仕
何
;

な

9
い
と
こ
ろ
だ
ど
斯
つ
て
ゐ
た
の
に
」
h
う
の
間
に
か
邪
に
な
つ
た
ら
,
.」

L
で
も
や
ぼ
殉
京
割
の
御
蝦
と
翻
τ
や
差

襲
し
い
催
の
花
が
喫
い
た
よ
、

(そ
れ
に
づ
け
て
噸
京
都
の
琵

が
な
つ
か
し
い
.
い
.つ
に
な
つ
た
ら
御

匹
に
O
れ
る
か
し
ら
,
皐
く
厨
り
た
い
も
の
で
あ
る
.)

㈲

櫻
町
花
の
奨
し
く
喫
,
融
れ
て
ゐ
る
こ
の
花
の
屯
の
齋
鐸
の
古
水
脇
で
9

・支
ね
む
ウ
に
つ
け
縦
す
ぐ
室
く
ら
も
と
を
谷
川
の
姐
圏
な
流
喰
る
永
の
噌

が
智
い
て
來
る
、
か
～
し
た
に
か
た
い
身
の
上
も
今
値
艶
饗
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。
.

.

.

:

●

`
'・

.
(舞
肱
宮
巾
の
災
梨
く
あ
ら
せ
給
ふ
像
き
鵠へ益
の
御
舜
を
以
て
詰
濤
㍑
胆膜

花
夷
し
き
盲
評
と
ほ
暑
へ
、
行
窩
で
枕
も
と
†
ぐ
に
艀
川
け
せ
」
晦
窟
を

邸
く
身
に
な
塚
協
と
は
琵
罪
も
な
い
、
な
さ
け
な
い
こ
と
覧
あ
ち
わ
艶
σ

轡の輪
雑
鶴
跡
熱
穀
嘉
羅

誌
慶

り
、・そ
し
て
と
5
～
Y

(霧
へ
御
q
り
幾
冨
才
ζ
と
が
謝
楽
ず
醸
纂
の
乎
ぞ

・辮
黎
糖
繍
器
驕
麓
慾
痛
鐸
慧鵬
藩
鞭

一

れ
懲
ば
さ
れ
た
。(
そ
の
盟
念
な
)
御
心
の
与
ち
を
餌
跳
し
中
雷
吉

懐
け

蓋
(恐
れ
多
託

36
気
の
灘
で
)
た
潔
照

顎

凶
幡
蔵
塗

覗
κ
凄

め
よ
～
と
無
窟
て
も
と
め
る
こ
と
が
川
察
壊
賭
ん
3
,

左

ー
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小
墨
H
疏
駅
木
鍾
含
研
駕

①
九

の
中
に
,
長
い
冬
滴
か
ら
解

放
ざ
れ
比
人
の
心
の
明
か
る
い
暖

い
n
然

へ
の
希
張
壇

嶺

榛

と
い
ふ
も
の
の
誰
に
代
表
墾
巾
さ

せ
ら
れ
て
ゐ
る
心
持
が
孟界
は
無
る
り
「…化
の
喚
く
頃

は
、
何
一時

も
か
・75
」
て
鼠
モ
も
む
群
が
多
い
,し
折
角
於
'し
く
喚
い
た
花

に
尉
†
る
愛
糀
の
櫨
が
,
爾
孫
に
風
醤
に
人
オ
の
心
を
打
っ
.

「
陵
の
吻
に
絶
え
て
柵
の
な
か

ーー
せ
ば
詐
の
心
ー1
の
ど
け
か
ら

ま
し
」
ハ實
亦
3

と
叢
那
が
詠
教
「し
た
心
隊
。
い
つ
の
11
に
も

範
ら
ぬ
人
の
心
で
あ
る
.

〔
そ
れ
に
」
て
も
.
毎
聯
務
は
必
ず
晩
く
も

の
で
あ
る
。
…

.し

1

存
の
快
楽
抵
換
に
逝
き

う
と
い
つ
て
よ
い
健
。
櫻
の
詑

に
よ
4
て
騨
と
い
ふ
も
99
が
ど
の
位
繋
し
く
簿
し
く
団
∵り
か
に

彩
ら
勲
る
那
か
,
飼
ホ
の
聯

は
侵
な
く
し
て
は
到
晦
鷲

へ
ら
れ

な

い
◎
棒
に
そ
の
花
期
が
蝋
べ
肺
散
1ー
厭
の
湖
…
い
も

の
だ
け

に
,
泌
に
人

の
心
陵
拠
花
に
尚
か
つ
て
高
揚
ナ
る
。
「花
を
鯨

ね
」
「
花
に
浮
か
孔
」
の
や
う

仁
,
花
と
い
へ
ば
爆
を
鷺
操
す

る
位
、
聯
の
人
の
心
は
悉
く
墨
に
注
が
餌
る
。

…
年
の
中
鍛
も

駅
や
か
に
胤
卿ら
か
な
奪
の
感

発
は
こ
の
睡
W
に
よ
つ
て
齎

さ
れ

る
.

と
す
る
街
然

の
見
爪色
が
、
巧

み
に
腐
さ
ル
て
ゐ
る
。
携
山暦
の
胸

が
淡
い
悠
傷
を
そ
」
る
、
か
く
て
餌
月
怯
撮
ぎ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
り

こ
の
一
課
を
襯
ん
で
、
凶
月
と
い
ふ
も
の
43
肖
鶴
を
麺
し
て
の

感
個
を
縫
の
か
に
で
も
掴
ま
せ
る
こ
と
が
出
來
れ
ぽ
モ
れ
で
足
り

指

竃

の
髪

、
(
じ

坐

の
巻
頭

「孝

;

イ
ク

芸

ラ

ガ

サ
イ

ク
偏
か
ら
○
「
ト
マ
レ
}
V
レ
ナ

ノ

ハ
ナ

の一」
「
ビ
イ
チ
ク

ビ
イ
チ
ク

ヒ
バ
リ

ガ

7
ガ
ル
」
,

纐
判二
「
ツ
ク
シ
」
,
憩
}二
触
春

が

來
た
し
「と
び
」
,
血超
六

「
驚
吟

雨
し,
轄
七

覇
」
・
巻
八
軍

芒

と
鷲
に
塑

乙

歌
材
の
犠

も翻
で
あ
る
.

(ご
)
そ
海
ら
藏
蝕
に
廼
大
滅

せ
ら
犯
て
.
賞
に
牲
然
左
る
緕
獅

を
う
ち
に
胸
す
る
本
文
に
摺
成

せ
ら
れ
た
。
知
的
に
飛
照
し
太
新

し
い
母
蹴
り
見
潅
に
,
そ
り
錆
彬
を
取
斑
畜
せ
叉
は
取
出
し
て
見

節

}

四

月

一
(

〔幸
に
し
て
"
匡
畳
い
"
-・…

)
-

・あ

凶
は
夜
が
煙
く
ロ
が

長
い
、
ま
こ
と
に
「
幸
に
し
て
」
で
あ
る
。
「人
相
の
籟

り
ぴ

び
食
を
捌
い
て
も
う
な
ほ
畏
堤
の
提
は
,
夕
"
に
映
じ
て
は
な

や
か
に
啖
糠
い
て
ゐ
る
己

輪
鍵
的
の
美
し
さ
が
浮
き
幽
し
て

ゐ
る
.
新
厩
今
集
能
瞬
法
師
の

「幽
爆
の
櫛
の
夕
辞
奈
て
見
わ

ば
人
報
の
鍍
に
花
ぞ
散
り
け
る
」
の
齢
し
い
構
麗
さ
が
し
、
に

姓
か
烏
よ
う
と
し
か
ヤ
う
で
あ
る
ロ

〔花
が
散
つ
て
、
始
め
て
人
の
心
が
票

く
。
騨
の
の
ど
け
さ
が
,

ほ
ん
た
う
に
畷
は
丸
る
り
…
…
U
ー

花
に
酔
η
た
こ
覧
う
が

離
忠
り
か
と
な
.
ほ
ん
た
・コ
の
痛
…の
の
ど
け
さ
が
映
…は
丸
、
小

さ
い
野
來
の
堰
憐
な
霧
に
、
聯
の
串
掘
を
し
み
ぐ

と
感
ナ

る
,
二
の
心
も
も
怯
、
肥
蚤
の
多
く
に
は
少
し
理
鰭
が
む
つ
か

し
い
か
畜
1。
れ
な
い
が
,
あ
る
羅
度
の
理
脅
に
止
め
て
よ
い
で

あ
ら
う
。
モ
薪
ら
の
も
い
章
な
聯
の
軍
花
だ
け
を
到
象
と
し
て

の
喜
4
だ
け
取
ら
,
無
強
、
+
砂
に
愉
し
く
繍
じ
得
ら
軸
る
筈

で
あ
心
.

〔し
か
し
,
白
然
ほ
し
ば
ら
く
も
と
冥
ま

つ
て
ゐ
な
い
.
.,三
、〕

-

晩
葎
に
紅
い
,
花
か
ら
繰
へ
界
か
ら
夏

へ
穐
し
移
ら
弓

る
。

・

旨ゐ

一
籍
は
拝
坊
的
な
散
文
と
み
て
よ
い
で
あ
ら
う
が
、
郵

つ

て
モ
"
に
覇
さ
れ
て
か
,
醗
々
に
古
槻

の
蹴
交
的
表
現
が
緬
入
寅

れ
て
ゐ
為
の
は
,
こ
の
一
課
の
薪
叩酵
一さ
を
個

い
で
ゐ
る
檀
胃
か
幽9ー

る
。

武

内

好

藩

る
こ
浅
は
そ
の
ス
ク
ー
ト
の
日
の
黛
一確
〃で
あ
る
.

も
も
へ

各
節
の
殆
又
は
繕
が
そ
の
節
の
こ
、
る
で
あ
る
。
中
朋
は
勲
の

　
制
の
展
槻
で
あ
リ
、
モ
の
む
す
び
が
絡

の
一
和
で
あ
る
、
モ
れ

が
脚田
ゐ
鰹
鋼
夕
な
し
、
な
ほ
そ
の
慨
,
箇
Wを
師
て
て
相
97
摩
1
ー

附
…癌
叩し
て
ゐ
る
の
が
本
漁又
の
形
態
で
小の
緯つ
o
と
の
晶郡
催
…を
取
帆
門し

て
次
の
抑
き
…【炎
に
十
・る
こ
と
は
,

も
も
も
ぬ

①
史
の
勲
解
に
た
し
か
さ
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、

②
!
ー
ト
の
龍
方
の
指
導
で
あ
り
.

暢
繍
方
の
修
純
に
贅
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九

一76一
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轄
講

0

を
人
れ
か
え
る
表
貌
方
法
.

「
こ
の
沢
鳴
り

の
音
は

ど

{蓼

2轟

墾
{

・
、音
は
」
「水
音
は
」
叢
『

と
く
り
退
し
、

ー

リ
ズ
ム
を
と
と

の
え
、
強
頓
し
て
い
る
.

璽

逗

す
套

じ
い
騨

り
の
音

0

沢
の
責

(初
め
～
52
べ
ー
ジ
6
行
}

①

沢
鳴
り
の
膏
が
表
す
、
春
の
お
匠
ず
れ
を
と
ら
え
る
。ξ

⑦

沢
鴨
り
の
音
を
聞
い
て
い
る
作
者
の
気
持
ち
を

続
み
と
ろ
。

・
憲
・の
養
ど
け
水
が
、
勢
皿い
よ
く
谷
鰐
を
流
れ

る
情
景
。

・
春
が
き
た
こ
と
を
知
っ
た
作
者
の
唇
ぴ
。

一
こ ご 山 こ ど
の 魅
す ごさ う
つ・々 の
の 沢
雪 鳴

う
だ
ろ

ま と を り う
じ 谷 あ の 一

い に
水iあ
つ 音i
め は1

音iふ
はiれ
て

て
流
れ
く

だ
る

「ユ 9P

惰 春 水 作
景 の の 者・飴 は の

ゐ げ お
の し ど
生 さ ろ
き じ き

生 と
き 惑
し 効
た 。
、,

勅
き
の
お一

渓
晦
り
の
膏
ぽ
聞
い
て
、
鐸
君
陪

「

何
を
知
,
た
の
小
な
?

回

⑧
馨
面

O
篤
二
連
の
蔚
半
は
、
.目
で

見
た
も
の
、
実
際
に
近
く

で
見
た
も
の
を
表
現
し
て

い
ま
す
6

奮
が
と
け
て
、
春
が
や
っ
て
き
た
二
と
.

●
た
と
え
の
表
現
。
…
・;

!
ー
…

部

・
技
を
む
ち
に
た
と
え
、
技
の

し
な
や
か
さ
、
力
強
さ
を
表

現
し
て
い
ろ
。

O
第
二
連
の
後
半
は
.
還
く
に

見
え
る
惰
景
を
想
像
し
た
も

の
で
す
。

・
「だ
ろ
う
」
の
く
り
返
し
,

・
縁
と
白
の
対
比
.

第
二
運

は
ね
起
き
る
枝
.
や
が
て
来
る
響

口D

林
の
場
面

軌
寳雫
奮
飯
齢
騒
賛
籍
蟄
.婦藷

鍵
嚢

ジ鵜

勅賢

⑦

は
ね
起
薯

枝
襲

し
て
い
薯

の
叢

み
と
吃

…

出
て

人
の
額
に
ぶ
つ
か
る
・

ゆる織み
か
け
た
欝
の
下
か
ら

・
木
々
の
強
い
生
命
力
◎

一
つ
一
つ
木
の
技
が
は
ね
起
き
る

凸

そ
れ
ら
は
固
い
芽
の
た
ま
を
つ
け

不警
麟
留

人
の
額
を
打
つ

③

春
の
情
景
を
慧
像
す
る
作
者
の
気
持
ち
を
読
み
と
る
。

や
が
て

山
す
そ
の
林
は
う
っ
す
ら
と

嫉
門W
写

に
色
付
く
だ
ろ
う

そ
の
中
に

早
く
も

こ
ぶ
し
の
白
い
花
も
ひ
ら
く
だ
ろ
う

0
第
三
連
は
、
人
物
の
こ
と

ば
で
詩
の
結
び
と
す
る
表

現
で
す
。

そ
れ
ら
肺
木
の
技
。

固
い
芽
の
た
ま
腿
き
び
し
い
冬
を
た
え
て
き

た
*
の
芽
。

零

・
山
す
そ
の
林
を
い
う
ど
る
、
呉
し
い
春
を
待

ち
望
む
気
持
ち
.

緑
i
木
の
葉

{
白
1
こ
ぶ
し
の
花

・
「1

」
を
つ
け
て
、
会
括

文
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
い
ろ
。

璽
嵯
↓繍
團
闘

圏

回
第
三
運

つ
ぼ
め
が
き
た

〔黛

ー
ジ
9
行
～
終
わ
り
〕

0

つ
ば
め
が
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
女
の
子
の
気

持
ち
を
読
み
と
る
。

り

朝
早
く

投
業
の
始
め
に

一
人
の
☆
の
子
が
尋
を
撃
げ
ゐ

蕩
一

耳壬LP寝心
、 ●, φ

の
ど最
ん抜 ψ
写の錦
こ
讐 と53∫

ゐζか

i
先
生

分 ら
か 、 つ
る北 ぱ
が凹 め
7の?人 が

き
まγ し

④

捜
議

・の
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〔本文の流れの説明比較〕

〔本文の流れの説明〕は各参考書によって最も差のでる項目であった。

『推理式』(資料C一 ①)に っいて見てみると、本項目は、詩や俳句や和歌など説明のしようが

ない課を除いて全課に存在 している。形式は統一されていて、一文 ごとに内容がまとめられ、

それをさらに段落の要旨としてまとめている。説明に過不足なく、各々の段落の関係 も明確で

ある。表記も、適度な間隔があり、秩序 を持 って構成されているためたいぺん見やす く、一度

に本文の全体像を掴

囲の指定もしているので、本文 との対応を確認するのが容易である。以上のように、『推理式』

では本文の流れを理解するのにベス トな説明がされている。

このことを踏まえたうえで、その他の参考書の「本文の流れの説明」が どのようになっている

かを見ていくことにしよう。

まず、比較対象 として取 り上げた参考書のなかには、説明自体が全 くないものや(西 郷竹彦

教科書ハンドブック)、全課の半分以下にしかないものが数冊あった(「岩波講座国語教育」「小

学国語読本 と教壇」「授業のための新国語教科書研究」「国語 ・読みの授業」「尋常小学国語読本

取扱の真髄」)。流れの説明は本文の全体像を掴

書物は、参考書として機能 していない といっても過言ではないだろう。

記述があるものの中でも、問題点は多い。

圧倒的に多いのが、資料C一 ②、C一 ③のように簡略化 しすぎている参考書である。各段落

の要旨をごく短 くまとめているが、これでは段落相互の関係を理解するのは難 しい。また、中

には資料C一 ④のように段落ごとの改行をおこなわず ビジュアライズされていない参考書もあ
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り、より一層本文の全体像が見えにくくなっている。それでは単純に見やすければいいのか と

いうと、一概にそ うとも言えず、資料C一 ⑤のように段落のキーワー ドを抜き出しただけでは、

ほとんど参考にもならない。資料C一 ⑥ もこれに似ていて、筆者の心情の移 り変わりが示 され

ているものの、本文のまとめがキーワー ドを挙げるだけになっているので、段落間の関係はも

ちろん筆者の心情 と本文の関連性も不明確である。

これに比べて 『推理式』は、簡潔でありながらも中心内容がもれなく盛 り込まれるよう細心

の注意が払われ、的確な表現によってまとめられ、子供が自ら学ぶ際のよりよい手本 となって

いる。

以上のような過度に簡略化されている参考書があれば、逆にまとまりがなく、理解の妨げと

なっているものもある。資料C一 ⑦のように、文にまで説明が及んでいて内容も比較的詳細で

あっても、段落と文の説明が 『推理式』のように上下段に分けられてお らず、同列に並んでい

てビジュアライズされていないため、一目で全体像を把握することが難 しい。(この点にっいて、

先に述べた資料C一 ④もあわせて比較すると、『推理式』がいかに視覚的な工夫を凝らすことに

よって学習効果を上げようとしているかが明確になるだろう。)そのうえ、この説明の中には鑑

賞の要素が含まれているので、余計に煩雑な印象をうける。また同書は同じ項 目内で段落ごと

のまとめを図式化 しているが、内容のま とめではなくキーワー ドを羅列しているだけなので、

本文理解に役立っ とは言い難い。それ どころか、説明が二段階に分かれているため、全てを包

括 して理解することが困難である。(注:同 書は段落を節 と呼んでいる)。

その他、資料C一 ⑧なども一見みやす く、わかりやす くまとめているようであるが、各文の

内容がまとめられているだけで、段落のまとめが一切なく、また到底要旨とは言えない余分な

説明が多々あって、すっきりと明快に全体の流れを把握することが難しい。

また、これは複数の参考書にっいて言えることであるが、説明の形式が課によってバラバラ

で統一 されておらず、簡略化されすぎていたり、まとまりがないほどに詳細であった りする。

このように形式に一貫性がない と、本文に対するアプローチの仕方の原則が身にっかず、応用

ではなく基礎を固める段階においては、読者に十分な学習効果を提供することが不可能になっ

てしまう。

そんななかで、光村図書の学習指導書は(資 料C一 ⑨)は 、段落が適切にまとめられ、相互

の関係性も明確であり、見た目もすっきりと整理 されていて比較的よい説明となっている。 し

かし、これも文の説明まではしておらず、段落中の構成は明らかではない。

以上見てきたとお り、「本文の流れの説明」は文章の全体像を掴

かかわらず、比較対象 とした全ての参考書において何 らかの問題があり、本文理解の十分な補

助 とはなり得ていないことが明らかになった。これ らと比較すれば 『推理式』がいかに本文の

正確な理解に重点を置き、その 目的に適 うよう緻密な計算のもとに構成されているか一目瞭然

として理解されるであろう。また、本文の全体像、っまり骨格をしっか り理解するとい うこと

は子 ども自身の文章作成の際大いに役立っ。このように、『推理式』は常に基本を正確 にっかむ

ことと、それを応用 ・発展させることを同時に満たすような参考書なのである。

一78一



創価教育研究第2号

資料c一 ①

推理式 ・指導読方

、
節

一

亡

野

四

,

七

、

よ
.し
野
山

み
さ

、
ぎ
近

く
な
b

ね
ち

ん
散
ち

く

毛
花

も

}
ち
し

め
b
乖

る

、
'

八
,
」吉
野
酔
こ
ぞ
の
し
を
り

の
進
か

へ
て
ま
だ
見
沿
方
の

花
を
窪
つ
ね
ん

・文

段

の

研

究

第

一
段

.

.
第
一
節

害
野
紳
宮
騒
か
ら
坂
遺
ヒ
の
ぼ
る
。

鰯
二
殴

・

第
四
舗
7
算
五
晦

下
の
千
本
の
眺
望
o

.

六

,

①

よ
し
"
山
の
琶
匝
国
天
匿
の
凋
瑳

《
な
つ
た
の
で
ご
ざ
い
玄
せ
5
,

ち
ら
ぐ

と
倣
つ
て
案
る
艮
の
色
も
涙
に
し
め
つ
て
ゐ
る
や
㌦
な
題
し
い

届
じ
が
数
し
ま
す
G

(
み
さ
L
ぎ
近
く
の
樫
の
色
に
,
細
の
御
む
事
を
蝦
し
て
い
っ
鴇
頑
で
ん
.

め
つ
ぼ
く
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
せ
5
か
ら
.)

.

.

紛

・吉
野
山
の
屡
を
去
年
見
駒
し
た
そ
⑩
齢
し
る
し
て
髭
え
た
癒
を
か
へ
て

今
年
は
ま
だ
今
コ
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
方
の
花
を
た
つ
ね
て
見
ま
せ

5
.
(西
行
広
師
の
作
)

全
山
侵
の
花
に
包
坐
れ
海
吉
野
由
の
光
景
を
よ
ん
だ
却
歌
と
感
じ
。

臼

O
蝕
ー

ヨ

ロ
適

一

丁
量

ー

ー

ー

礁

魏ー

聾
藏
玉
窒
と
璽
そ
の
附
近
に
あ
る
金
輪
王
寺
と
吉
水
稗
耽
と
に
つ
い
て
後

醍
醐
天
皇
の
御
製
を
偲
び
食
つ
る
こ
と
9

(
二
置
罵
行
i

舅
貰
二
行
)

郎 露 』館 第 第八
.七 六 五 四段 ・ 取 破 段・ 双

一 一 』一'r-{
・ 筆 藝 蟹 筆 笹 茎

』
.』 、 餌.而 面 茜'面 邸

,

顛
娠
嬢
寺

の
位
置
。

楠
木
正
行
と
幽

O
寺
に
り
い
て
。9.

後
醍
開
天
憂
の
み
さ
」
ぎ
の
位
砒
。

天
皇
の
郡
心
審
セ
療
し
奉
る
.ζ
と
。

昭
慧
盛
太
后
御
嶺
邦

の
折
の
掬
歌
。

御
陵
附
近
の
協
…の
さ
ま
o

、琶

両
{薪

鋳

鉾

楚

.
ひ
証

塁

れ
。
上
。
、

糊晦
難

難
蠣
、警
ず

ー

ー

ー
ー
ー

…簸
総
羅
鷺鱒晒…》

簿

瀧鯵

胡競
墓

.

}
楠
木
正
行
と
如
鴬
ね
寺
に
つ
い
て
.

(三
翼
唱昌
冊
ー

七
穏
)

一
後
醍
醐
天
坐
柳
磯
に
天
豊
の
釦
心
事
セ
藁
し
奉
る
ζ
と
o

、

、

.

.

(・糞

・
占

誉

v

ガ

千
憲

の
垂

轟

(署

行
↓

琶

資料C一 ②資料C一 ③

国語 ・読みの授業尋常小学国語読本補習参考書
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の
風
潮

弐

掌

孕

カ

ロ
乳
を
吸
う
子
犬

り

O

ユヒン

けド
ノでヨ

ハゐしりう

D
厳
し

い
武
道
の
練

習

○

,

,

一80一



創価教育研究第2号

資料C一 ⑦資料C一 ⑧

活学習 ・小学国語読本の指導岩波講座国語教育

3

文

竃

第
一
勧
噛
吉
野
の
花
、
全
胆
的
印
敢
o

「吉
野
肉
か
す
み
の
奥
は
」
の
ハ
剛
知
紀
の
歌
に
て
.
全
山
花
の
舞
に
包
ま
れ
た
る
吉
野
山
を
金
照
的
直
槻
的
に

描
く
。
第
二
節
、
吉
野
騨
宮
廓
よ
り
下
の
千
本
ま
で
、

(
イ
)

煽
W樹
多
き
坂
趙
O

櫻
の
最
初
O

O
㈹

(二)

(
胴
)

吉
野
紳
盲
に
廟
づ
〇

一

(
ハ
)

村
上
義
光

の
鉱
㎝を
乏
ぷ
ら
ふ
り

演
菟

(
,
)
・識
の
千
本
。

花
の
吉
野
幽
「
見
渡
す
限
り
す
べ
て
花
な
り
」
古
人
の
句
。

第
三
節

吉
野
町
の
中
の
史
蹟
o

(
イ
)

藏
王
堂

「堂
前
四
本
の
極
」
に
、
村
上
義
光
,
大
塔
宮
の
追
懐
の
情
が
湧
く
。

(
ロ
)

金
輪
王
寺
跡

蔵
王
堂
よ
り
少
し
低
い
と
こ
ろ
、
谷
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
與
樹
の
中
に
,「
吉
野
行

宮
趾
」
の
碑
門演
立
つ
て
ゐ
る
O

よ
しも
り

(
ハ
)

吉
水
疎
齢
開

や
、
古
び
た
紳
吐
乃

以
上
何
れ
も
盲
叩朝
の
悲
弛
な
輿
蹟
で
あ
る
O
し
か
し
既
の
申
忙
も
「
堂
前
四
本
の
櫻
」
「
震
跡
の
櫻
」
「
花
に
寝
て
」

第
一

古

野

山

小
母
四
旛
綬
*
綜
合
班
究

巻
九

1

円
"

と

い

へ
ば

、

轟

は
も

う

な

か
ば

ゼ

あ

O
。

"
O
鞍

冷
與

い
廻

陣

O
井
の
謹

一

研
々
遡
簡
O
η
ぶ

雄

の
霜

}
働

伴

た
軸

る

も

の
11

拠

で

あ

石
。

一

尽
い
巾

二
臨
o
粛

桝
ー-
磐

く
駒

一
撫
羅
野

一
⑰
詫

に
し
て
曳

裡
架
花
は
必
叢

《
柘
鐸

あ
る
。

酸
酸
郡
の
口
禦
一n
か
∴
"
{
顛
《ム

"
π

睡
と
ん
ど

砺

」　一1

瞬
ら

出
`

鰯
`

縣
幡
亀

厩
0
6

^
健
の
覇

4

馳
鈍
`
や
臓

の
町
肖
`

一
97
臨

か

う

な

つ
て

11
、

と

て
も

う

㌻

に
じ

q
し%
し

て
為

ら

鎚

な

い
。(
り
亀
為
も
り
乙

溺
"

貢
嚇

考
人
"

予
償
噸

小
均
唾

露
`

顛
`

セ
ら
ゆ

一
郁
に
二
醒
」
琵
h
か
伊
蓼

亀

舞

個

。
し
,
っ
と
,
"
か
.
や
う
に

[

嘉
㈲

 

)
,
三
¢
(

八
胃
「

二
〇附

 

な
11
丑
堤
の
楓
は
タ
ロ
に
映
じ
て
杖
な
や
か
に
咲
績
一

e

花

淋
般

つ
て

、

始

め
て

人

の
心

が
躍

蔚

く
6

0

0
の
ど
廿
8
"
汝

す
み
医

・
血
〃
ぼ

」
・
琶
ル

ぽ
6
ぴ

履

一
属

勢

釘
花

し
み
ぐ

と
羅
の
鰍
戴
ヰ.感
f
る
璽

し

か

し
、

白

飴

は

し
ば

83
《
も

と

虻
ま

つ
て

ゐ
な

い
。

ホ
身
0
吊
咲

盈

艶
ら
亦
乎
恥
鯉
「

醗
組
ら

「
.

●

ユ荊

毎
が
{
」
海

「
}
擢
の
腕
藤
0
勉

閉

紙

穐

澱

ロ
ら

の
あ

4
ろ
(
川
"
4
嗣
、
措
て
て

庁
く
暴
を
慌
し
む
心
が
、
そ
ろ
く

尉

に

せ
ま

つ
て

挙

る
◎

L「

(三
)
全
山又
六
{四
に
更
に
一一ヱ
八
段
に
分
か
れ
し
そ
の
巾
・心
を
赴
す

も
の
ー

二
三
四
五
笛
、
五
箇
底
鹸
顧
ー

が
梗
で
あ
る
剛
こ
」

資料C一 ⑨

教員用指導書光村図書

1

「
砂
漠
に
桃
む
」
の
構
成
と
要
旨

こ
の
L文
章
の
書
き
だ
し
に
は
、
統
者
の

「砂
漠
」

へ
の
概
含
を
崩
す
効
果

が
あ
る
◎
筆
考
の
著
作

「汐
漢
を
縁
に
」
で
は
.
さ
ま
ざ
ま
な
砂
漠

の
分
頑

の
し
か
た
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
.
例
え
ば
、
「用
量
に
よ
る
分
け
方
」

「成
因

.
に
よ
る
分
け
方
」
「土
畏
に
よ
る
分
け
方
」
「気
候
に
よ
る
分
け
方
」
が
あ
る
。

率
文
で
は
砂
砂
漠

・
土
砂
漠
・
岩
石
砂
漢

。熱
暑
砂
湊

.寒
冷
砂
漠
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
砂
湊
に
つ
い
て
の
話
愚
提
示
を
し
て
か
ら
問
題

提
起
の
乱ほ落
…に
つ
な

い
で
い
る
o
そ
の
絡
【の
段
瀧凹で
事
例
を
挙
ぼ
↓,
結
詮
を

述
べ
た
後
、
続
者
に
呼
び
か
け
る
文
が
纏
く
彬
成
と
な
っ
て
い
る
。
筆
考
は
、

砂
漢
に
ど
の
よ
う
な
考
え
で
桃
ん
だ
の
か
を
は
っ
き
ゆ
と
述
べ
て
い
る
ゆ

文
掌
は
、
は
じ
め
-
な
か

・ま
と
め
・
む
す
び
の
説
明
文
の
差
本
型
で
寅

か
れ
で
い
る
。
叙
述
に
基
づ
い
て
そ
の
掃
成
を
述
べ
る
と
後
の
表
の
よ
う
に

る
告
ま
た
、
敦
科
書
P
46
「学
暫
の
窓
」
に
あ
る
よ
う
に
、
各
形
式
段
苗
で
は

最
初
の
甲
文
に

「大
事
な
こ
と
」
が
提
示
さ
れ
.
そ
の
後
内
容
が
鋭
明
さ
れ

て
い
る
と
い
う
分
か
り
や
す
い
書
き
方
に
な
q
で
い
る
。

.

.

ば 1

じ
め

○

窪
の 養
話 蕗
題
提一
示

①
乾 が 砂

lll

嚢1

髪
段蕊

とそ

の
要
点

「

「

一

⑩係

水
剤を

鍵
う
こ
と
に
ょ
り,

,

水
を鉱
《κ

ろ
回
数
を減

ら+

㌔

なか

3

O工

夫点

1
・
2
を

⑪
エ
ジプ

ト
の
サ
ハ
ラ砂

漢
で実

利用

した

、
エ
ジ

蕨を

行
っ
た。

プ
トの

サ
ハ
ラ
砂

⑫強

い
風対

饒
が
優
先躁

屈と

考

■

湊で

の
実験

。

え、

防
風
樹
を
植え

た。

直射

脚

日光

や気

温
低
下
に
爾え

てビ

甲

ニ
ル
ハ
ウ
ス
を
作
り、

作物

の

¶

栽培

をし

た。

,

⑬太

殴
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

豊
富だ

と、

植物

の
生
長
が
早
い
。

順

嗣に

生長

し
た。

⑭収

穫さ

れ
た
メ
ロ
ン
は,

全郭

ド
甘
い
物ば

か
り
だ
っ
た
。

まと

め

○砂

漢砿

決し

て
不

⑮伝

続的

な
農
法
の
知恵

に
現代

毛な

土地

では

な

の
技術

を
生
か
し、

適切

な管

い
。

理さ

えす

れ
ば,

野
莱や

果物

結論

が
でき

る◎

むす

び

○
現代

の媒

琿

⑮砂

漠
で
鳥童

物
を
作

る
こ
と

は、

負橿

不
足
と
い
う現

代
の

課
題に

つ
な
が
る。

関心

を持

つ
てほ

し
い¢

,
O
闘
題
提
起

②
工夫

さ
えす

れ
ば、

砂
漢を

縁

豊か

な
鳥
地
に
で
き
る
の
では

な
い
か亭

⑤
砂
湊の

農
地と

し
て
の
利点

。

強
い
区
差
し
と,

乾燥

し
た熱

風
対
簗
さ
えで

きれ

ば、

作
樹

を青

て
る
こと

が
でき

る。

なか

ヨ

O工

夷す

る点

1

④
砂
湊
に
住
な
人
々
の伝

貌的

な

俵続

的な

衰法

の

艮
法
に
隠
さ
れ
た知

葱.

知悪

を見

習う

。

⑤
オ
ア
シ
ス
の
轟団

では
、

士塀

に
よ
る
熱風

対策

と植

物
の
葉

に
よ
る
強烈

な日

光対

紫。

⑥あ

ぜ
で
仕切

り、

オ
ア
シ
スか

ら永

を引

い
で与

えて

い
る。

なか

2

○
工
夫す

為点

2

⑦
現
代の

技帝

を取

り入

れ.

よ

現代

の
按術

を
取

り効

果的

なも

の
にす

る。

り入

れ
る。

⑥
目
の
粗
い
ネ
ッ
トや

色
の
つ
い

た
ビ
ニ
ル
で置

う。

⑨舌

桜颯

かん

が
い
法
で、

阪
ら
れ

た
水を

擢物

の
筏元

に
む
だ
な

く与

える
。.

9

「

説
明
文
は
、
筆
考
が
最
も
伝
え
た
い
一
つ
の
こ
と
を
読
者
に
説
明
す
る
た

め
に
書
か
れ
て
い
る
。
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
筋
道
を
立
て
て
文
章

に
し
て
い
る
,
要
冒
と
は
、
鯵
者
が
最
も
伝
え
た
い
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
説

明
文
の
要
旨
は
、
「砂
浜
に
住
む
人
た
ち
の
伝
統
的
な
農
法
の
ち
え
に
現
代

の
妓
術
を
生
か
し
、
適
切
な
管
理
さ
え
す
れ
ば
、
砂
漢
は
決
し
て
不
毛
な
土

均
で
な
く
、
お
い
し
い
野
菜
や
崇
物
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
砂

湊
で
作
物
を
作
る
こ
と
は
現
代
の
課
豚
で
あ
る
。」

こ
れ
は
要
旨
の
一例
で
あ
る
。
享
敗
を
少
な
く
闘
隈
す
れ
ば
、
畏
旨
が
よ

り
ま
と
ま
つ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

2

叙
述
の
分
析
と
表
現
上
の
特
色

教
漏料
書
P
妬
「孕
習
の
懲
」
の

「鮭
去
一の
裏
現
の
工
夫
を
と
ら
え
る
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
段
蘂
の
始
め
に
穴
事
な
こ
と
を
述
べ
、
後
で
、
そ

の
内
寄
を
脱
朋
す
る
.
と
い
う
表
現
上
の
工
夫
に
つ
い
て
,
本
文
の
叙
述
に

沿
づ
て
確
か
め
て
み
る
.

砂
地
の
砂
漠
に
関
し
て
い
う
と
、
通
気
が
よ
い
、
水
は
け
が
よ
い
、
耕
し
や

す
い
な
ど
,
農
地
と
し
て
の
利
点
が
い
く
つ
か
あ
る
!

P
3
9

③
段
凸爵
日
頭
の
工
X
で
あ
る
ワ
本
段
落
で
は
,
こ
の
後
に
、
三
つ
の
利

点
の
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
◎

例
え
ば
、
目
の
あ
ら
い
ネ
ッ
ト
を
作
初
の
上
に
か
ぶ
せ
た
り
.
色
の
つ
い
た

ビ
ニ
ル
で
お
お
う
こ
と
で
あ
苓
ー

P
4
2

ま
た
、
少
な
い
水
を
有
効
に
僅
う
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
に
、
「点
濱
か

ん
が
い
法
」
が
あ
る
ー

P
4
2

さ
ら
に
、
貴
璽
な
水
が
で
き
る
だ
け
作
物
の
根
の
周
11
か
ら
に
げ
な
い
よ
う

に
、
保
水
剤
を
使
う
こ
と
で
あ
る
ー

P
4
3

③
◎
M⑬
段
落
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。
⑤
②
⑩
段
覆
は
、
現
代
技
術
に
つ

い
て
説
明
し
て
お
り
、
右
の
一
文
の
&
に
、
そ
れ
ぞ
れ
各
技
術
の
騨
し
い
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

〔形式探求比較〕

『推理式』 と同じ年代に出版 された参考書の中で類義語 ・対義語について触れている書はほ

とんどない。あるとしても、一冊全体を通して数える程度で、あえて取 り上げて学習対象 とす

るような意図はまったく見うけられない。現代のものでも、指導参考書にはほとん ど記載はな

く、学習参考書で多少取り扱っているのみである。取 り扱 っているといっても、資料D一 ②の

ように 「語意説明」などの他項 目内で必要に迫られて説明しているだけで、独立項 目が設けら

れているものはない。全書を通じて 「類義語 ・対義語」を独立項目として取 り上げ、明確に学

習対象として意識 させるものは 『推理式』のみである。

しかし、語句を中心として同内容 ・対立内容を見分けることは、本文の構造を捉える上で非

常に重要であ り、そのために 「類義語 ・対義語」を正確に識別することは必要不可欠であると

いえる。そしてもちろんこのような学習は、作文の際に確実に役立ってくるだろう。

『推理式』はこうしたことを踏まえて 「類義語 ・対義語」を独立項 目として取 り上げている

のだ と思われる。しかも取 り上げられている語はみな本文構造の中心をなす といってよい。(資

料D一 ①参照)形 式探求の語 と吉野山のテーマは密接に関連する。常識から考えた ら、形式探

求 としては十分すぎるほどの内容であるのだ。だがこれも、あくまで子 どもの理解を第一 とし、

また理解だけにとどまらず、文章作成までをも見据えた戸田の視点からすれば、至極当然のこ

とだったのかもしれない。

資料D一 ①

推理式 ・指導読方

歴
史
事

歴
史
的
眺
望

灘
「

,

,

ー

o

」

'
【
反
対
語
】

/
ノ、,・,
耐
唱

劉

登
る

下
る

5

紳
製
l
l
掬
歌

7

、

黒

・
、
團

⊥

脚
[園

剛…

・
、
團
黒

巴

・、慮
薗

杁
、
こ
ぞ
ー

去
年

・
昨

團
関
圏

圏
圏

口
囹

圏
櫻
の
眺
望

(現
象
の
華
や
か
さ
)

歴
史
性

(現
象
の
奥
の
精
神
性
)
と

、

「

形
式
探
求

【
類
語
】

團

、
、

、
、
、
、
、

,1
、
光
景
l
I
有
様

・
様
子
司
2
、

ト

下
車
I
l
降
軍

一

、
、

降「
、

、

一5

、

㍑
哩誌

趨
、、ず詣
で

ー
」
」参
拝

・
参
詣
し
て

句
-

俳
句
・発
句
・ー

圃

、
、

…櫻
の
眺
盟

、
、

7
、
付
近

、

斐
重

＼

護
面
窟
同
圓
固

圖

一82一



創価教育研究第2号

資料D一 ②

光村図書 教科書ガイ ド

〈理
由
)

{

.

初
め
は

「
人
間
の
目
」
で
森
を
見
て
い
た
筆
者
が
、
い
つ
の

間
に
か
森
に
住
む
ク
マ
の
よ
う
な
目
で
森
を
兇
る
よ
う
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
森

の
方
も
、
気
昧

の
悪
い
、
こ
わ
い
森
で

し

は
な
く
、
や
さ
し
い
森
に
な

っ
て
く
る
。
筆
者

の
視
点

の
変

化
に
よ

っ
て
、
気
持
ち
も
変
化
す
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ

い

と
思
っ
た
。

V
冤
に
入
っ
た
部
分
を
選
び
.
そ
の
理
由
も
述
べ
て
.
み
ん
な
に
し
ょ

う
か
い
し
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
文
章
の
昧
わ
い
や
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
お
た
が
い
の
酸
じ
方
に
つ
い
て
謡
し
合
お
う
。
(
P
22

・
上
1
)

解
答
例

(気
に
入

っ
た
部
分
〉

い
つ
の
問
に
か
、

ま
る
で
、

自
分
が
ク
マ
の
目
に
な
っ
て
、

こ
の
森
を
な
が
め
て
い
る
み
た
い
な
の
で
す
。
心
が
静
ま
る

に
つ
れ
、
森
は
、
少

し
ず
つ
ぼ
く
に
や
さ
し
く
な

っ
て
く
る

よ
う
で
し
た
。
(
P
15

・
2
)

甲⑤
琢
『森
へ
』
が
分
か
る

〆
、

口
そ
ば
だ
て
る
(
酬
圓
∪

(「
耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
の
形
で
)
よ
く
聞
こ
う
と

し
て
注
意
を
集
中
す
る
,
面

聞
き
耳
を
立
て
る

Q
剛
剛○

小
さ
な
音
に
も
耳
を
そ
ば
だ
て
て
…
…

口
ゆ
ず
る
∩
圏

∪
自
分
の
も
の
を
人
に
わ
た
す
。

團

そ
っ
と
道
を
ゆ
ず

っ
て
や
れ
ば

い
い
の
だ
,

爾口ふ
せ
る
Q
劇
∪
下
に
向
け
る
。
う
ら
返
す
。
表
側
を
下
に
向
け
て
置

く
o

Ω
糊
り
ぼ
く
は
地
面
に
体
を
ふ
せ
…
…

け
ん

口
圏

Q
國

一
定
の
は
ん
囲
。

Q
國

北
極
圖
の
ツ
ン
ド
ラ
で
見
た
…
…

㊧0視
界

圏

見
る
こ
と
の
で
き
る
は
ん
囲
。
爵

見
通
し

・
視
野

團

視
界
が
開
け
、
森
の
中
を
流
れ
る
川
に
出
ま
し
た
。

口
し
ず
む

圏

①
(
「し
ず
ん
だ
」
の
形
で
)
音
や
色
が
、
地
味
で
暗

い
。

②
液
体
の
中
を
底
に
向
か

っ
て
落
ち
る
。
闘

う
く

・
う
か
ぶ

③
太
陽
や
月
が
、
水
平
線
や
地
平
線
に
か
く
れ
る
。
翻

の
ぼ
る

④
悲
し

い
、ゆ
う
う

つ
な
気
分

に
ひ
た
る
。
圃

う
か
れ
る
・晴

れ
る
Q
濁
∪
層水
の
流
れ
は
、
…
黒
く
し
ず
ん
で
見
え
ま
し
た
。

㊧ぬいが
ん

口

対
岸

囲

川
や
湖
な
ど
の
向
こ
う
側
の
岸
。
向
こ
う
岸
。

〔言吾法比較〕

『推理式』 と同年代の参考書で語法を取 り上げているのは 「実力成長小学国語読本の教授」一

冊であり、同書の中でもわずか!0語 にっいて説明されているだけである。近年のものでも全く

取 り上げていない参考書が何冊かあった(「西郷竹彦教科書ハンドブック」「授業のための新国

語教科書研究」「国語 ・読みの授業」)。仮に取 り上げていてもその説明の仕方は様々なので、分

類 しながら見ていってみよう。

まず、資料E一 ②だが、意味の違いにっいて説明しているものの、例文は教科書本文から抜

き出した一文だけで、全ての意味にっいて使用例があげられていない。具体例が示 されたほ う

が理解 しやすいし、記憶にも残 りやす くなると思われるので、このタイプの説明では不十分な

感 じを受ける。

逆に、資料E一 ③のように例文だけが載っていて、意味の説明がないものもある。これがひ

どくなったかたちが資料E一 ④で、使用例はあるが文になっているとは限らず、単語だけの場

合 も多い。このように例だけで意味が説明されていないと、参考書内だけではそれぞれの違い

がわからず、明確に理解するためには子 どもが自ら調べ直 さなくてはならない。これでは参考

書 としての役割を十分に果たしているとは言えないだろう。
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

また、このほかに、資料E一 ⑤のように、教科書の本文に傍線を引き、そこに意味と例文を

載せる形で説明している参考書もある。 こちらは意味の違いがわかり、例文があるぶん先の二

者よりも良いような気もするが、取扱語数が少なく、何より見づ らい。

その点 『推理式』(資 料E一 ①)は 例文があげられ、そのすべてに意味の説明がっいている。

形式も整理されていて非常に見やす く、取 り上げられている語数も多い。

発展的な領域の 〔語法〕がここまで充実 しているというところに、『推理式』が応用 ・実践ま

で確実に視野に入れて編集されているということがはっきりと窺える。学習の目的がただのイ

ンプットだけにあるのではなく、学んだことを実際に役立てていくことにあるとい う考えが、

常にその土台に存在しているのである。

資料E一 ①

推理式 ・指導読方

「限
り
」
に

つ
い
て
。

語
法

文例

1
、
見
ゆ
る
限
り
は
掻
な
り
け
り
。

2
、
限
り
な
き
天
地
。

3

、

は
但
し
こ
の
限
り
に
あ
ら
ず
。

4
、
私
が
生
き
て
い
る
限
り
そ
ん
な
こ
と
は
さ
せ
ま
せ
ん
。
-

「更
に
」
に

つ
い
て
。

1
、
更
に
進
め
ば
眺
望

い
よ
い
よ
開
け
て
見
渡
す
限
り
す
べ
て
櫻
な
り
。

2
、
此
の
文

の
意
味
は
更
に
解
ら
な

い
。

「
い
よ
い
よ
」
に

つ
い
て
。

-
、

一

一
1

零 一
●

o

●

■ ■

● 9

い す
る 一 る
問 範 一 だ

樗 照 果}宅
し■ρ 一 一 一

眺
望

い
よ
い
よ
閉
け
て
。

2
、
い
よ

い
よ
出
粟
上

つ
た
。

「
も

つ
と
。
」

「
少

し
も

。
」

3
、
い
よ
い
よ
そ
れ
に
相
違
な
け
れ
ば
す
て
て
は
置
け
ま
せ
ん
。

「開
け
て
」

に

つ
い
て
。

1
、
眺
望

い
よ

い
よ
開
け
て
見
渡
す
限
り
楼
な

り
。

「ま
す
ま
す
。
」

「
と
う

と
う
ご

「
た
し
か
に
。
」

2
、
其
の
国
は
今
で
は
な
か
な
か
開
け
て
来
た
。

3
、
来
年
は
此
の
地
方
に
も
鉄
道
が
闘
け
ま
す
。

「眺
め
が
広

く
な

っ
て
。
」

4
、
い
よ
い
よ
運
が
開
け
て
来
た
。

5
、

「花
」
に

つ
い
て
.
」

-
、

子
の
薬
を
飲
む
と
胸
が
開
け
ま
す
、

「
開
化
す
る
。
」

「開
通
す
る
。
」

「
開
運
す
る
。
」

こ
れ
は
こ
れ
は
と
ば
か
り
花
の
吉
野
山
コ

「き
も
ち
が
よ
く
な
る
。
」

2
、
う
ち
の
庭
に
は
美
し

い
花
が
た
く
さ
ん
咲

い
て

い
ま
す
。

3
、
議
論
に
花
を
咲
か
す
。

4
、
花

の
都
コ

5
、
座

中
の
花
。

「暫
ち
」
に

つ
い
て
。

-
、

「櫻

の
花
。
」

「草
木
の
花
。
㎞

「熱
中
す
る
。
」

「う
る
は
し
い
。
」

大
塔
宮
吉
野
を
落
ち
さ
せ
給
ふ
。

「最
も
人
気

の
あ
る
人
。
」

2
、
猿
も
樹
か
ら
落
ち
る
。

3
、
4
、
月
は
西
山
に
落
ち
る
。

5
、
6
、

軒
か
ら
雨
だ
れ
が
落
ち
る
。

「脱
・走
す

る
。
」

「墜
落
す
る
。
」

「滴
り
落

つ
。
」

今
度
の
試
験
で
落
ち
た
者
が
級
に
三
名
居
り
ま
ナ
。

7
、
あ

の
人
は
近
頃
評
判
が
落
ち
た
。

8
、
彼
の

解

は
ど
う
も
臆

に
落
ち
ま
せ
ん
。

「没
す
る
。」

「落
第
す
る
。
」

「
も
れ
る
」

10.
、
9
、

紅
い
椿
の
花
が

一
輪
落
ち
た
。

「お
と
ろ

へ
る
。」

「理
解
す
る
。」

こ
れ
は
見
本
よ
り
品
が
落
ち
ま
す
ね
。

「木
か
ら
離
れ
る
。
」

「劣

る

。
」

意味の違い
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資料E一 ②

ド教科書ガイ光村図書

§

き
り
は
、
ぼ
く
の
顔
や
体
を
、
し
っ
と
り
と
ぬ
ら
し
ま

し

た

。

まユほい

口
巨
大

∩側
岡
)
非
常
に
大
き
い
さ
ま
。

露

∪
す
う
っ
と
巨
大
な
黒
い
か
げ
が
現
れ
:
・…

し

ト

ロ
淵

Q
理

海
水
.

毎

湘
を
ふ
き
な
が
ら
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
の
で
す
。

も
なほ
リ

ロ
海
原

(圃
回
∪
広
々
と
広
が
っ
た
海
●

@

◎
広
い
海
原
に
い
る
は
ず
の
ク
ジ
ラ
が
…
…

㊧
ま

口
お
し
寄
せ
る
∩
圓圖
∪
た
く
さ
ん
の
も
の
が
.
一
度
に
勢
い
よ
く
近
づ
・

い
て
く
る
8

(凧
文
U
深
い
轟
冊の
木
々
が
お
し
寄

る
は
ま
'

口
せ
ま
る
(麟
團
∪
①
き
ょ
り
が
近
く
な
る
,
②
時
閏
や
日
が
近
づ
く
,

③
強
く
求
め
る
,

露

0
森
は
.お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
せ
ま
っ
て
い
ま
し
た
.

口
巨
木

(国
囲∪
非
常
に
大
き
な
水
8

ー輪

Q
醤

見
上
げ
る
よ
う
な
鼠
木
や
:
…
・

口
ぴ
っ
し
リ
Q
8

す
き
ま
が
な
い
さ
ま
・

口
お
い
し
げ
る
Q
脳
0

草
木
が
た
く
さ
ん
蛋
え
て
、
枝
や
葉
を
よ
く
広

げ
る
.

「

じゆ

匿

び
つ
し
り
と
お
い
し
げ
る
樹
林
が
・…
:

.口
し
げ
み
Q
園
∪
草
や
木
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
る
所
.

Q
旨
「森

へ
」
力
分
か
る

▼
気
に
入
っ
た
部
分
を
選
び
、
そ
の
理
由
も
述
べ
て
、
み
ん
な
に
し
ょ

う
か
い
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ヒ
の
文
章
の
昧
わ
い
や
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
お
た
が
い
の
感
じ
方
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
。
(P
22

・上
ー
)

解
答
例

「

9

(気
に
λ
っ
た
部
分
〉

い
つ
の
問
に
か
、
ま
る
で
、,
自
分
が
ク
マ
の
目
に
な
っ
て
、

こ
の
森
を
な
が
め
て
い
る
み
た
■い
な
の
で
す
.
心
が
静
ま
る

に
つ
れ
、
森
は
、
少
し
ず
つ
ぼ
ぐ
に
や
さ
し
く
な
っ
て
く
る

よ
う
で
し
た
。
(P
柘
・
2
)

(理
由
〉

初
め
は

〔人
両
の
目
」
で
森
を
見
て
い
た
筆
者
が
、
い
つ
の

澗
に
か
轟
に
住
む
ク
マ
の
よ
う
な
目
で
森
を
見
る
よ
う
に
な

る
.
そ
う
す
る
と
森
の
方
も
、
気
味
の
悪
い
、
こ
わ
い
森
で

し

は
な
く
、
や
さ
し
い
森
に
な
っ
て
く
る
。
筆
者
の
視
点
の
変

化
に
よ
っ
て
、
気
持
ち
も
変
化
す
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い

と
思
っ
た
。

1

虜

)
だ
れ
か
が
通
っ
た
よ
う
に
草
の
し
げ
み
が
わ
れ
;…
・

㊧を
ぼく

口
倒
木

Q
口
U

た
お
れ
て
い
る
木
6

Q
馨

地
面
も
岩
も
倒
木
も
…
…

口
お
お
わ
れ
る
Ω
題
)
物
が
か
ぶ
さ
る
、
見
え
な
く
な
る
。

匿

び
っ
し
り
と
繰
の
コ
ケ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

㊧口た
ど
る
(圓
囲
∪
①
壇
か
め
な
が
ら
巡
む
.
②
逃
に
そ
っ
て
逸
む
。

(酬
交
」ぼ
く
は
ク
マ
の
道
を
た
ど
り
.
森
に
λ
っ
て
ゆ
く
こ

と
に
決
め
ま
し
.た
●

口
氷
河

(園
轡

高
し
由
や
北
極

・
南
極
な
ど
の
雪
が
氷
の
か
た
室
リ

と
な
っ
て
、
低
い
方
へ
効
い
て
い
く
も
の
。

」

Q
醤

は
る
か
な
北
に
広
が
る
氷
河
ま
で
純
い
て
い
ま
†
。

りず
が
コ

自
氷
河
期
Q
團
∪
地
球
上
の
気
候
が
寒
く
、
大
部
分
が
氷
河
に
お
お
わ

れ
て
い
た
時
代
.

粟,
測

 

ロ
ん

口
気
睦

§

最
役
の
氷
河
期
が
終
わ
り
…
…

(園
囲
∪
地
球
の
衰
面
.
土
地
の
衰
面
.
口
地
上
・
地
面

Q
蘭
U
氷
河
期
が
終
わ
リ
、
地
表
が
現
れ
、
…
森
が
で
き
お

が
った
の
で
す
.

Q
因
0
気
持
ち
.
気
分
.

.

筐

と
き
ど
き
.
気
味
の
患
い
大
木
を
見
か
け
ま
し
た
,

・

臼
そ
ば
だ
て
る
∩
萄

(「耳
を
そ
ば
だ
て
る
」
の
形
で
V
よ
く
聞
こ
う
と

し
て
注
意
を
集
中
す
る
。
臼

聞
き
耳
を
立
て
る

§

小
さ
な
音
に
も
耳
を
そ
ば
だ
て
て
…
…

口
ゆ
ず
る
(
国圖
∪
自
分
の
も
の
を
人
に
わ
た
す
,

§

そ
っ
と
過
を
ゆ
ず
っ
て
や
れ
ば
い
い
の
だ
。

㊧口ふ
せ
る
㊧

下
に
向
け
る
.
う
ら
返
す
.
表
側
を
下
に
向
け
て
置

く

喝
Q
則図
)
ぼ
く
は
地
面
に
体
を
ふ
せ
:
…
・

けム

ロ
田

∩
麟
〇

一
定
の
は
ん
囲
.

@

○
北
極
田
の
ツ
ン
ド
ラ
で
見
た
・三
二

蒲
Ω
日
∪
見
る
こ
と
の
で
き
る
は
ん
囲
。
口
見
通
し
・
視
野

図
観
昇

Q
㊥

裡
昇
《
剛
け
、

の

る
哩
=

ま
し

口̀
し
ず
む
Ω
日
)
①
(「し
ず
ん
だ
」の
形
で
)
音
や
色
が
、
紬
毫
て
暗
い
.

②
液
体
の
中
を
底
に
向
か
っ
て
薙
ち
る
.
団
.う
く

・う
か
ぶ

③
太
陽
や
月
が
、
水
平
錬
や
紬
平
線
に
か
く
れ
る
.
5

の
ぼ
る

④
湿
し
い
、φ
。?
つ
つ
な
気
分
に
ひ
た
る
.
0

う
か
れ
る
・哨

れ
る

の

れ
は
、

ハ〈
し
ず
ん

え
ま
し
た
.

㊧とりがゐ
R]
対
岸

Q
H円
}川
や
湖
な
ど
の
向
こ
う
儲
の
岸
.
向
二
う
幽
門.

資料E一 ③

教員用指導書光村図書

資
料■

異
字
同
國
の
漠
字
の
用
法

*
昭
和
四
4,
七
年
、
第
八
十
回
国
語
審
畿
会
で
資
将
と
し
て
配
付
さ
れ

た
も
の
ロ
こ
こ
で
は
、
霧

提
出
以
外
の
も
の
を
幾
つ
か
章
げ
る
,

あ
う合
・T

計
算
が
合
う
。
目
が
合
う
。
団
が
体
に
合
う
、.
好
み
に
合
う
.

飼
…に
合
わ
な
い
仕
事
。
駅
で
落
ち
ムロう
。

会
・了

客
と
会
う
時
刻
。
人
に
会
い
に
行
く
。

あ

く

・
あ

け

る

明

く

・
明

け
る

l
l

背

の
明

い

た
服

。
夜

が

明
け

る

。

空

く

・
空

け
る

i
l
-席

が
空

く

。
空

き
箱

。

家
を

空

け
る

。

圃
く
・閲
け
る
1

幕
が
潤
ぐ
。
店
を
駆
け
る
。
窓
を
閉
け
る
。

あ
ら
わ
す
・
あ
ら
わ
れ
る

表
す
・表
れ
る
1

言
葉
に
表
す
.
喜
び
を
顔
に
表
す
.
喜
び
の
衷
れ
。

現
す
・現
れ
る
ー
ー
姿
を
現
す
。
太
隅
が
現
れ
る
。
怪
獣
が
現
れ
る
。

う
つ
す
・う
つ
る

写
す
・写
る
ー
ー
」惜
類
を
写
す
。
風
景
を
文
章
に
写
す
。
写
真
を
写
丁
。

映
す
・映
る
I
i
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
.
暁
に
姿
が
映
る
。
着
物
が
よ
く

映
る
。

う
む
・う
ま
れ
る

生
む
・生
ま
れ
る
1

新
配
録
を
生
む
。
傑
作
を
生
む
。
京
都
生
亥
れ
.

産
む
・産
ま
れ
る
ー

耶
を
産
む
。
予
定
日
に
産
ま
れ
る
。

か

た形
ー
-
1
自
由

形

。
跡

形
も

な

く
。

型
l
I

L型

に
は

ま
る

.

一
九

九

〇
年

型
。

血
液

型

躍

漢
字

①
脅

紀
図
敢

●
新
出
漢
字
溜
累
方
(用
倒
}1

は盤
吊
に提
禺し
たし
の

①
薦字
の
庫
隊

①
糸
偏
9目

②
コ
ウ
(紅
蜂
}
べ
に
(口
紅
》
③

紅

あ
ざ
や
か
な
索
い
色
・く
れ
な
い
す
化
控
に
筐
う

べ
に
。

1

①
衣
鵠
13
圏

②
う
ら
{厘
根
廉
V
③
裏
穂
・侵

裏

う
り
う
ち

・
内
萬

。

警
稽
舗
騨
%
骸
罐

と碑
説
勒

用
心
の
た
め
に
蔑
け
た
所
ゐ

共

①
轟

8
画

②
キ
ョ
ウ
百
供
v
そ
な
え
る

イ

と
も

③
そ
な
え
る
▽悼
や
仏
に
物
を
さ
さ
げ

る
o
さ
し
出
す
・さ
し
あ
げ
る
。
事
穂
を
話
す
o

つ
さ
し
た
が
う
こ
と
.
ま
た
そ
の
人
・と
も
。
ど

も
・護
款
を
表
す
言
粟
c

①

昼
部

10
百

②

コ
ウ

〔降
水

量
)

お
り

る

お

降

ろ
す

ふ
る

③

お
り

る

・
く
だ

る

・
高

い
所

か

ら

低

い
所

へ
行
く

,陣

る

・
天
か
ら

蕩
ち

て
く
る
。

激

に
負
け

て
し
た

が
う
,

時
が
あ

と
に

な
る
.

①
石
粥
14
画

②
ジ
(磁
気
)
③
磁
石
・
敷
を
引

磁

き
つ
け
る
性
買
。
や
き
も
の
。

①
潅
褐
10
面

②
シ
ン
(計
鏡
紺
)
は
り
〔滑
金
V

針

③
銑
・壁
い
触
担
気
く
て
先
の
と
が
った
も
の
。

た
ま玉
-

遣
に
き
ず
。
目
の
玉
。
玉
を
磨
く
。

球
ー
⊥
竃
気
の
球
c
球
を
投
げ
る
。

つ
く付
く
・付
け
るI
l
嬰
が
瀕
に
付
く
.
昧
方
に
付
く
。
付
け
加
え
る
。

着
く
・着
け
る
l
l
席
に
着
く
。
東
京
に
葡
く
。
紛
を
岸
に
茄
け
る
。

と
る取
る
-

手
に
取
る
。
汚
れ
を
取
る
。
資
惜
を
取
る
。
連
織
を
取
る
。

探
る
ー
ー
血
を
採
る
。
会
議
で
決
を
採
る
。
商
校
の
卒
茱
生
を
採
る
。

の
ぼ
る
上
る
-

一
億
円
に
上
る
。
川
を
上
る
。
坂
を
上
る
。
上
り
列
車
。

登
る
ー
ー
田
に
豆
る
。
木
に
登
る
,
演
喧
に
登
る
。

は
や
い
早
い
1

時
期
が
早
い
。
気
が
早
い
.
早
く
起
き
る
。
早
変
わ
り
。
早
口
。

速
い
ー
」
流
れ
が
速
い
。
球
が
速
い
。
テ
ン
ポ
が
運
い
。
車
の
連
さ
。

ま
ざ
る
・
ま
じ
る
・ま
ぜ
る

交
ざ
る
◎交
じ
る
・交
ぜ
る
ー
1
麻
が
交
ざ
っ
て
い
る
。
漢
字
仮
名
交
じ

り
文
。
交
ぜ
織
り
。

混
ざ
る
・
混
じ
る
・滉
ぜ
る
i

酒
に
水
が
混
ざ
る
。
異
物
が
混
じ
る
。

篠
音
が
混
じ
る
。
絵
の
具
を
醍
ぜ
る
。

わ
か
れ
る

.

分
か
れ
る
1

道
が
二
つ
に
分
か
れ
る
。
童
見
が
分
か
れ
る
。
醗
敗
の
分

か

れ
目

。

別
れ
る
1

幼
い
と
き
に
両
親
と
別
れ
る
。
友
と
駅
頭
で
別
れ
る
。
家
族

と
別
れ
て
住
む
。

①

一
師

8

圃

②

な
み

(
帳
並

木

)

な
ら

べ

る

並

な

ら
ぶ

な
ら

び
に

〔並

び
に

)
③

な
ら

ぶ

・
な

ら

ぺ
る
ロ
な

ら
び

に

・
そ

れ
と
と

も
に
。

な
み

・

昏
通

。

痛

①
ヂ
醤

②
ツ
文
墓

。
た
。
票

童

い
た

む

い
た
め

る

③

い
た
ウ

・
い
た

い

・
い

た

み
。
な

や
む

・
苦

し
む

・
心

の
い
た

み

・
な

や

み
,

ひ
ど
く

・
と

て
も

・
ひ
じ
ょ

う
に
。

し

①
し

漏

7
画

②

ラ
ン

(乱
雑

)
み

だ
れ

る

み

舌

だ
す

③

乱
れ
る

・
す
じ

み
ち
が

な
く
な

る
。

い

く
さ

・
戦
争

σ
む

や
み
や

た
ら

に

・
み
だ

り
に

。

①
糸

酪

10
目

②

ノ
ウ

〔納
入

V
お

さ
め

る

お

納

さ
ま

る

③

お
さ

め
る

・
さ
し
出

す
9
中

に
入

れ

る

・
受
け

入
れ
る

。
し
享

う

9
と

り
こ
む

馴

O
前
学
年

厚

状

態

修

▽
次
の

(

)
に
漢
字
を
啓
こ
う
。

・朝
食
に

(
)
切
り
の
食
バ
ン
を
負
べ
た
。

・見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
工
場
に
、
お
礼

(
)

を
番
い
た
。

・う
さ
ぎ
の
生

(
)
を
醐
べ
る
。

・時
酎
を

(
)
理
に
幽
し
た
す

●
読
み
替
え

負

(お

負
う
)

暖

〔あ
た
た

問

(と
ん

修

へお
さ

治

(お
さ

哩
か

い
)

問
屋
V

修
め
る
)

治

め
る
)

「

,

85一
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一 作品 の ま」さhゲ磯」わ え るよ う に16

⑱
㊥

④

北

の
春
/

け

や
き

の
空

/

五
月

教
科
響
12
～
旧
ぺ
ー
ジ

」」
し

.
字

9
,

新

頭字の上の取字は
敏科蜜のべ ∵
一ジを示していま

囮國

團
欝
・
露
.
麗

翻

 並並
錘
並
並
並
並
並

囮〔國

匿
ゲ

麗
野
臨國

画
留

囎
野

疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑
疑

疑
同
を
詩
つ
。
半
信
嗣
駿
だ
。
容
疑
者
。

性

・
こ
と
.

囮
腹
腹
腹
腹
腹
震
腹
腹
服
販
腹
腹

ニ
ん
ニ
ご

る
ほく
ざ

　
く
も
ん

ロ

む

ア
ヒ
く

田

山

腹

。

腹

郎

。

腹

心

の
却

下

.

立

版

す

ろ
。

威

譲

だ
・
鷲
が
す
ー
・
選

い
・

董
木
。
本
を
蝕
ぺ
ろ
。
列
に
並
ぷ
.

一
組
の
生
徒
笠
ぴ
に
二
祖
の
生
徒
。

薗

騨

た

圖

女

國
凹

9
函

"

p

ら

ジ
ユ
ウ

回

日

糸

薗

圃
たて

圃

醤

鋼
雛
騰
鱗
繰
耀
縦綬

働

鶉

き
の
ノ
ー
㌧

欝

を
を

・

コ

圃
凹

ロ

曲

圃
よ・

国

畠

㎜
呼
呼
呼
呼
呼
呼
呼
呼

ジlPI・ い.r"fζ』・sS'・ く

溝 匂劃1`;・ 艶 這 幽ぐヲ『 華

輿一麺嚇 とト
」鱒 梅

.・,旨 護
丁 、L・'な

編 痴}㌔・ ・

1「膜..〆

・軌㌧…・謄 ・◆類 盟

1・㌔@・ ・反対 垣 ・・

 

,

●

匿
傍い方

,
.

踊1

人窪鞄
の 蝶
姿憂8●容雪

魏 姿レ

糞
舞妻

見み ●
。 勇 蓼 姿次

鋒

, し

夜ε姿ムろ ●
玄
姿姿

委髪

竈…
8

和 わ
姿

1瞬
姿勇
島一

能い万

耀

壕
と
ろ露

攣

鐸
蕩

。

を
呼
ぷ
。
呼
び
声
嘘
評
判
を
呼
ぷ
。

⑫
教
科
書
13
べ
ー
ジ

不
顔

お
そ
れ
な
い
こ
と
。
臨
だ
い
た
ん
.

*
す
そ

①
服
の
下
の
は
じ
。
②
山
の
ふ
も
と
。

こ
こ
で
の
意
味
は
②
。

,

囲

ス
カ
ー
ト
の
す
そ
を
か
が
る
。

回
け
や
き
の
空

回
北
の
響

●
載
科
書
12
ペ
ー
ジ

のわ
を
沢
鳴
り

谷
川
を
流
れ
る
は
げ
し
い
水
音
,

ご
う
ご
う
と

た
く
さ
ん
の
水
が
(
勢
い
よ

《
流
れ
ろ
音
の
縁
子
。

　る

コ

ココ

馨

か
け
た

壌

と
け
蛤
め
な

「、

②
教
科
書
15
ペ
ー
ジ

オ
・
言

す
る

ご
ま
っ
て
・
あ
わ
て
る
・

あし足ぼ
や

歩
ぐ
の
が
速
い
撮
子
。

◇

北
の

春
,

丸老
山婁

薫審

教
科
得
12
5
13
べ
1
ジ

う
トる

く

レ

 艶}1陣"馳 噛 恥 脚

回
湖 ¶,帰 菅叩『q即

⊂1⊃董 謹 鑓

㊥
`

「北
の
㌦
と
あ
る
か
ら
、

寒
い
地
方
に
采
る
春
實

しつ
た
っ
た
梼
な
の
れ
。

}

だ

二

畠

17北 の

ユわ
な

第

一
連

す
亡
ま
じ
い
沢
嶋
り
の
音

〔初
め
～
12
べ
ー
ジ
6
行
)

①

沢
廠
り
の
音
が
表
ナ
、
春
の
お
と
ず
払
を
と
ら
え
る
。

②

沢
鳴
り
の
音
を
聞
い
て
い
る
作
者
の
気
持
ち
を
遊
み
と
る
.

第
二
運

は
ね
起
き
る
枝
、
や
か
て
釆
る
響

〔12
ペ
ー
ジ
7
行
～
13
ぺ
ー
ジ
8
行
)

①

雪
の
下
か
ら
は
ね
起
き
ろ
枝
吻
様
子
を
と
ら
え
る
.

②

は
ね
起
き
ろ
技
が
表
し
て
い
る
も
の
を
読
み
と
る
。

③

春
の
情
景
を
想
像
す
ろ
作
者
の
気
特
ち
を
読
み
と
る
.

回

第
三
運

。
。
め
。
き
た

,

〔。
↑

　

行
～
登

0

つ
ぱ
め
が
き
た
こ
と
を
知
ち
せ
る
★
の
子
の
気
特
ち
を
読

み
と
る
。●

徳
ち
に
待

っ
た
審
が
、
北
国
に
も
よ
う
や
く
お

と
ず
れ
た
喜
び
。

き
び
し
い
冬
が
終
わ
り
、
泰
の
お
と
ず
れ
を
感

じ
て
喜
ぷ
作
者
に
、
や
11
り
春
を
祷
っ
て
い
た
女

の
子
が
、
つ
ば
め
が
き
た
こ
と
を
告
げ
ま
す
。

東京書籍

資料E・ 一一⑤

教 員用指導書

冒

…㎜

04■

}間

●○書かれていろ
話
題
ご
と
に、

ひ

}…厨

ヒ
ま
と
ま

り
の

記事

に
し
よ
う。見出しを付け、

記宰

は、

そ
れ

7■}…罰渦㎜㎜

そ
れ
の
内

容
に
ふ
さ

わ
し
い

書
き
オをくふうしよう。主に一つ目の2とま"にかかわる・わたりの調査方法↓報道記事主にニつ目の凄と3リにかケわる・わたりの様子↓解説記事主仁ミつ母の2とユリにかかわる・筆者がうったえたかった;と

「

㎜

↓
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー

記事.III

ツ
ル
の
移
動
の
経
路、

」弓

i-

ー

1

-
3ついに解明

㎎

↑
ご
し亀螢年軟になろヒ、雇児島いず轟距出水市には,一万羽もの

ひ
ξ経務が憧ロの圃皇に

ツ
ル
が.

冬
を
こ
す
た
め
に

集

て
明ら

か
こ

ま
つ

て

く

る
●

そ

し

て
、

冬が

こ
の
調

過
ぎ
て
春
に
な
る
と、

ツ
ル
怯

は
通信

織

㎜
は
ん
し
ょ
く
池
の
あ
る
北
の
方

ア
メ
リ
カ

騒

劉図や
箏ー

と
し
て
自
分
の
感想

や
意
見
を
し
ょ

「論

説」

購

罷
",隠

O

ど
ん
な
話
題
を
取
り
よ
げ
て
、

卜
乙
薯
己
,

◆

葛

㎜

1　…

O

読
み
と
っ
た
こ
と
をも

と
に、

筆

F

者
が
聞
き
手
に
答
え
る
形
の
座
談会

π

を考

え
て
み
よ
う。

・

わ
た
り
の
調
査
方
法

・

・

わ
た
り
の
緑
子

一罰

・

筆者

が
う
っ

た
え
た
か
っ

た
こ

と

聞き

手
【

…
ツ
ル
の
わ
たり

の
綴
査
の

盟膳

方
法
に
つ
い
て
うか

が
い
ま
す。剛冊き手二最近は、人工噺星を

使
っ

一

て調

べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が、

入
工
衛
星を

使
う前

は・㌔轟しの筆者これまでは、足檜

や
首
輪
を
付

け
て
調
べ
て
い
ま
し
た魯

し
か
し、

こ

の
方
法
で
11
….

そ
こ
で、

蝿
に
送信

機を

付
け…

し
か
し、

…
こ
の
方
法
は

な
か
な
か
実
現
でき

ま
せ
ん
で
し
た。

聞
き手

三

な
ぜ、

実現

でき

な
か
っ
た

の
で
す
か。

置

墜

醜管隠

.○筆者役と聞き手役を決めて、座談会をしてみよう。
-
」
.

「ρ

新
聞
を
作

っ
た
り
座
談
会
を
し
た
り
し
た
か
。

自
然
環
挽
保
護
の
ほ
か
の
事
例
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
に
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

圏
圏
■
■
国
園
こ
と
ば
鰯
隅
圃
薩
階
園

◇

,1

を
引
い
た
こ
と
ば
の
意
味
の
ち
が

(
偶
)

二

噂
闇

か
け

て
亥
事

壱
と

る
」

¶

い
を
考
・κ
よ
・つ
。

「
一阻
円
か
け
て
E
て
た
寮
」

「愛
や
す
」
の
摩
.

.
何
十

日
も
か

け
て
、
何

千
キ

ロ
も
移
動

{

す
る
。「時
・所
,方
向
の
(…
か
ら
V康

」
の
奪
.

.
夏

の
終
わ
ワ

か
ら

秋
に

か
け

て
、

日
本

(例
}
、繋
京
か
ら
大
阪
に
か
け
て
の
「幣
」

に
台
風

が
来

る
。

⑳51015

 

5

難
圏
園
麟
騨
園

漢
字

圃
園
園
園
醐圏

◇

効
作
を
表
す
漠
字

瀞す

・
品
物
を
届
け
る

・
卵
を
割
剃

頒

・
武
士
が
矢
を
劉

・
紅
茶
を
翻

瑚

・
ね
ぎ
を
刻
む

・
版
画
を
刷
る

鵬

聖o

藷

硝
.鷺

.張
庖

.す

遇

餅

留

遵町
榔

彊

暴

騨

●

=
学
年
下
の

以
段
、
特
に
注
記
は
し
な
い
.

凶

コ

『

冠
「

ノレ

づ

サ

ウ

ぢ

ウ

囲
…
國
鴛
囮
解

f
舜
再
身
射
射

'
£
準
甜
勧
紅
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創価教育研究第2号

〔鑑賞比較〕

鑑賞はどの年代においても、指導参考書は詳細で、学習参考書は簡略化されているとい う傾

向が見られる。

古いものから見てみると、指導参考書は資料F一 ②、F一 ③のように説明量が比較的多い。

しかし資料F一 ②は説明が全体 と部分の二箇所に分かれていて本文全体をま とめて理解するの

が難しく、資料F一 ③は筆者の個人的見解のなかに鑑賞が含まれているようなかたちで分か り

づらい。学習参考書の方はどうか というと、「尋常小学国語読本補習参考書」などは簡単な表現

法(韻 律など)の 説明以外に鑑賞が存在 しない とい う有様である。

次に近年の参考書であるが、こちらは指導用のものはよりいっそ う詳細になる傾向があ り、

資料F一 ④、F一 ⑤のように複数ページにわたって延々と説明が繰 り広げられる。場面ごとに

十分な説明が施 されているが、非常に量が多いにもかかわらず、本文全体を通じた 「ま とめ」

がないので、全体像を掴

⑥のように頭注の中でところどころ部分的な説明がされているのみだった り、資料F一 ⑦のよ

うにあっさりと流す程度のごくごく簡単な記述があった りするだけで、独立項目はもちろん、

それらしくまとまったところもない。鑑賞 と呼ぶにはあま りにも不十分で、子どもが自ら学習

する際に、適 当な説明は存在しない といってよい。

これに対して、『推理式』(資 料F一 ①)で は、本文全体を見通し、内容の奥に踏み込んで本

文の世界観を捉えるような鑑賞が、独立項 目として取 り上げられ、子 どもに対して本文の味わ

い方を明確に指導している。すべてを教員に預けてしま うのではなく、子どもの学習意欲を尊

重し、それに応えていこうとする姿勢がはっきりと見て取れるのである。

最後に、『推理式』は鑑賞に限って語 り口調であり、取 り組みづらいこの項目に対す る拒否意

識を和らげ、心に染み入るような手法を採っている。鑑賞の長 ・短を理解した説明形態をここ

に見ることができよう。
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

資料F ①

推理式 ・指導読方

笹

盲

野

山

一

簿

が
諦
田
花
の
慶
り
の
古
野
山
を
訪
匹
て
,
花
を
腕
め
て
費
の
人
の
花
ヒ
ほ
め
た
有
名
な
歌
や
碑
句
を
鰻
ぴ
幽
し
、
ま
た
名
研
薙
蹄
を
批

づ
葉

・
吉
野
に
秘
め
ら
袋

、
揃
朝
、
筏
醍
辮

羅

憤
に
涙
し
、
さ
ら
に
中
の
柔

吉

上
の
柔

を
勢

,
奥
の
千
木
に
玉
噸
盲
野
の

花
と
搬
染
を
惣
ふ
文
で
,
頭
右
人
芒

て
作
肯
と
籍

に
だ
ん
ー

害
野
の
花
に
わ
け
て
入
る
や
う
孜
鼠
梓
を
些

妥

、
雁
史
を
し
の
び
て
涙

さ
せ
う
と
ζ
う
な
ど
仲
六
す
ぐ
札
た
世
音
方
を
し
て
ゐ
ま
す
◎

文
掌
の
か
た
ち
も
文
離
文
で
あ
り
ま
す
が
決
し
て
ふ
る
め
か
し
い
か
た
ち
で
は
あ
ぴ
歪
せ
ん
。
薪
通
の
記
礁
丈
と
も
云
へ
ま
す
が
、
歌
や
俳

句
を
も
と
と
し
て
紀
行
文
風
に
棄
と
め
て
あ
動
ま
寸
。
か
う
云
ふ
書
違
方
も
発
え
て
澱
い
て
綴
り
方
の
時
礁
珊
丁
る
と
よ
い
で
せ
う
。

殊
に
あ

文
が
文
蹄
文
で
む
る
と
ζ
う
が
,
吉
欝
朝
真
輿
を
し
の
ぶ
に
敗
処
を
"
げ
て
ゐ
る
こ
と
淫
見
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

あ
の
煽
浸
と
擾
花
の
喚
盤
跨
る
吉
野
山
が
・
吉
野
と
雲
く
と
何
か
し
ら
胸
に
物
雌
し
い
感
じ
を
禰
ず
の
陰
,
吉
断
朝
の
窯
輿
が
あ
る
か
ら
で

ナ
・
鑛

史
甥
と
云
ふ
人
拠

「抵
欝
上
o
も
軍
警
に
侮
し
,
肯
野
拠
」
と
云
ふ
伺
が
わ
p
嚢
ず
が
.
官
野
山
は
花
の
典
し
弩
を
よ
ん
だ
獣
の
*

讃

む
よ
り
噛
南
耕
の
哀
史
を
つ
港

た
慨
災
O
木
で
阿
ん
だ
方
が
、・
蒋

響
し
い
感
じ
が
亥

を

い
ふ
謹

ぞ
す
が
匠
ん
と
う
に
ζ
の
捕
,

で
す
・
は
じ
め
に
あ
る
歌
の

宛

ゆ
る
限
り
に
櫻
な
P
け
り
」
と
昭
憲
温
太
盾
彿
歌
の
設

り
く
ろ
花
も
う
ち
七
め
b
た
る
」
を
比
岐
し
て
ご

ら
ん
瓶
冨
い
・
よ
く
わ
か
る
で
せ
う
。
ζ
の
二
つ
の
伺
に
代
衷
さ
匙
て
ゐ
る
思
想
が
こ
の
躁
り
全
阻
を
代
表
し
て
ゐ
る
と
云
あ
こ
と
が
よ
く
わ

か
レ
史
†
ね
。

し
か
も
ζ
の
課
で
溢
宏
ナ
ベ
窪
捨
,
百

千
*
と
云
は
れ
る
吉
野
の
襖
を

量

ゆ
る
限
り
膝
梗
な
ゆ
け
ロ
、

2

菖
怯
こ
匹
は
と
ば
か
D
花

の
吉
斯
画
」
と
云
ふ
風
に
融
や
向
に
代
畿
さ
せ

「
ま
の
あ
た
り
見
る
が
如
し
」,
「
我
を
あ
ざ
む
か
や
」
簿
の
煙
い無
句
で
儲
ん
で
幽
百
官
を
盤

し
た
よ
り
奴
県
七
あ
げ
て
ゐ
る
ζ
と
で
す
。

響

に
喜

の
謬

種
類
の
皿
薯

と
花
の
壁
化
㌃
煽
べ
て
,
モ
れ
最

に
托
し
て
「庵
泥
象

轟

年
ξ

が
つ
た
方
の
花
と
見
よ
5

.と
人
の
心
を
そ
～
る
書
き
方
な
ど
は
心
に
く
い
穏
上
乎
で
は
あ
ρ
虫
せ
ん
か
騨

【挿
緬
の
研
究
】

つしロぴザワロ

O
金
給
王
議

詑
凱
:
(
二
貰
塀
眞
)

つレプ
ヒ
わび

金
輪
里
寺

(金
巌
由
寺
)
り
*
猛
。
か
っ
て
元
以
の
費
大
塔
宮
誕
良
親
玉
が
吉
野
鞭
後
の
酒
郷
と
開
か
"
・
忠
臣
甘
上
璃
光
に
物
の
其
㌃

鳳
ひ
し
も
,
又
憲
朝
五
十
絵
年
行
在
所
と
な
レ
し
も
託
所
で
あ
つ
た
o

這
準
三
年
賦
捷
の
磯
ふ
所
と
な
レ
伽
臨
は
境
失
し
、
現
在
の
も
の
は
豊
臣
齊
古
の
建
立
に
か
」
る
。
奈
良
渠
大
寺
の
大
佛
殿
に
っ
ぐ
亙
火

な
る
木
紐
藁

で
.
特
溺
雌

釜

伽
と
な
つ
て
ゐ
る
。
喬

の
古
野
怪

耽
概
と
喚
霞

萱

、
需
時
市
剤
巌

の
隷

蓋

り
顔
で
あ

る
o

にム
のネ
のム
ひのサ

0
幾
画
恥醐
実
由昼
塔

鳳
「
曲隅
…
…
(血二
頁
靭
翼
)

コロづ
　
ひ

盲
野
山
如
意
輪
婦
槻
暫
鴬
の
豊
伐
塔
焔
由
に
あ
る
。
山
に
ょ
つ
て
粉
の
宙
木
に
か
こ
吏
れ
た
圓
形
撮
で
あ
ろ
。
延
元
四
年
八
月
十
山ハロ
後

し
ぴかひ
コ

酪
醐
天
盛
は
賊
麓
の
乎
に
あ
る
京
都
の
室
を
兇
ま
れ
,
左
獅
争
に
法
蘂

天
瑠
を
,
宕
御
孚
に
抑
側
を
持
π
"
て
、
崩
〔抑
あ
ら
せ
ら
れ
・拠
.

の
で
、
逝
勅
に
よ
つ
て
此
鳩
に
寮
郡
を
望
…ん
で
北
肉
に
郵
ね
・窮
・つ
た
の
で
あ
る
。

紹
嶽
紐
太
后
の
御
駄
を
鐸
』
、
碑
濡
翼
と
合
ぜ
て
天
星
の
抑
心
を
盛
し
簸
れ
ば
、
げ
に
な
そ
れ
夢
喜
叡
み
で
あ
る
。

0
串
の
千
*
撫
花
の
眺
…
…
(瞠
蕩

)

コ

セ
リノレほノ　

「青
野
山
か
ず
み
の
奥
は
知
ら
ね
ど
あ
見
ゆ
る
隈
b
は
拠
な
り
け
ゆ
」
と
蹄
ん
だ
八
凝
知
範
の
歌
は
そ
の
ま
」
此
の
な
が
め
を
賃
ひ
つ
く
し

つ
レチづ

ロ

ロ

ヒ

て
妙
セ
僻
て
ぬ
る
。
駐
級
せ
る
絵
・
杉
の
膝
と
組
映
じ
.
南
朝
五
+
簸
年
の
朕
舞
と
鞘
ぴ
,
人
の
心
き
て
"
う
に
勤
か
ナ
も
め
が
あ
る
9

郎
一

頻
拾

o
恥

助

一
昼

資料F一 ②

岩波講座国語教育

第

一要

四

月

叙
鮫
的
仔
粥
文
と
も
,
銭
妖
的
感
想
玄
と
も
い
ふ
飛
愈
交
章
で

あ
る
.
糖
七
の

「窟
代
の
凱
し
.
巻
八
の

「晩
欣
」
た
ど
と
孤
尭

ロ

趣
陰
あ
る
が
.
そ
熱
よ
鞠
毛
一
肝
窓
観
的
な
感
悪
胡
納
が
文
表
現

叙
蓬

を
な
し
て
ゐ
る
.
そ
れ
だ
け
に
程
産
に
於
て
高
次
的
だ
と

い
へ
よ
う
.

四
準
の
移
り
か
は
り
と
い
ふ
ζ
と
,
ー

そ
"
は
宙
串
概
が
囚

女
県
の
鵬
調
を
九
す
も
の
饗
あ
る
.
こ
、
に
「
四
乃
』
と
い
ふ
葱

"
を
鋤
げ
て
,
詐
の
個
性
を
燐
分
発
面
的
に
実
現
し
よ
う
・、し
た

の
が
こ
の
女
章
で
海
り
,
と
れ
に
よ
つ
て
畜
と
い
ふ
も
の
に
封
す

る
立
船
的
な
鑑
貫
眼
せ
啓
含
,
我
幽
日
・不
人
が
穽
に
斜
し
て
持
つ

感
傭

紺
を
把
促
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
畠
る
。
か
く
の
如

く
し
て
一
萩
景
文
も
亦
圏
無
的
た
感
鰍
溺
緒
の
陶
冶
材
で
あ
る
ζ

第
『

囚

月

小
學
圏
門醒刷識
*
綜
合
班
憶

伽
九

第
駕
障
に
讃
つ
て
花
の
散
づ
た
後
の
山禰
ガ
備
か
れ
て
ゐ
る
。
縮

か
れ
て
ゐ
る
も
の
は
,
郭
の
の
ど
け
さ
で
あ
る
。
覆
と
い
ふ
花
や

か
た
封
象
か
ら
〕
樽
し
て
、
「
す
み
茄
」
「
凌
ん
ぼ
」
」
の
や
う
な

地
味
な
野
軍
の
可
憐
な
花
を
封
歌
と
す
る
儘
滑
い
た
饗
慰
叡
心
で

お
る
6
し
か
も
,
菰
の
落
耕
…い
力
心
ば
決
し
て
露
;
フ
喪
く
績
く
も
の
で

嫁
な
い
,
や
が
で
木
ル
の
楕
が
朗
出
て
、
花
か
ら
叢
葉
へ
測
た
と

移
り
行
く
自
然
,
そ
し
に
人
生
の
若
や
か
な
希
騰
^
感
ぜ
ら
鵡
る

が
,
一
労
岬又
出
訥り
月紅
く
も
の
に
樹
ず
一43
滞
P
い
真
振
順
の
心
が
勧
一く
。

宥
く
糖
の
椴
み
を
、
早
く
ら
叢
墾
の
畷
に
蕪
ず
る
の
駄
,
恐
ら
く

爵
山小
人
泥
一け
か
も
知
"
な
い
.
四
浄

の
審
し
隔い

へ
一は
享
ろ
難

の

淑
11
を
以
て
餌
と
す
る
、
そ
の
蝦
に
行
巣
の
絶
頂
が
あ
る
や
う
で

あ
る
が
,
覗

々
は
も
う
そ
の
域
に
行
く
雅
を
か
ζ

争
、
そ
・つ
く

夏
3・
繍
じ
よ
う
と
し
て
わ
る
。
そ
れ
も
や
拭
11
短

い
握
と
い
ふ
も

弥

上

と
セ
嘘
つ
営
q
と
滑
へ
て
お
く
帯
郷
が
あ
る
.

女
蛮
・の
巾
・心
が
懸
旧に
あ
る
こ
と
隈
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
即
ち
こ

の
襖
を
Φ
心
と
し
て
動
く
嚢
ん
の
心
が
モ
こ
に
揃
青
隅
さ
仙
て
ゐ

る
。
最
初
の
二
節
ほ
大
臓
に
於
て
橿
を
待
つ
心
か
ら
見
尤
表
現

で
,
第

一
遍籍
は
序
で
あ
り
㍗
笛
「二
節
に
そ
の
や
も
叢
槻
的
な
描
嘉

で
あ
る
.
第
三
Uβ
第
四
静
に
鰻

た
る
栂
が
猴
か
"
て
な
少
、
そ

れ
に
浮
か
勲
る
人
心
が
描
か
"
て
ゐ
ろ
。
琳
の
美
、
騨
の
典
は
几

そ
こ
、
に
絶
頂
を
見
出
す
で
畠
ら
う
。
し
か
も
璽
そ
こ
に
は
常
に

融済
蔚
か
ぬ
心
の
あ
巾
た
¥
し
さ
が
あ
る
。
幽
Kと
い
ふ
頬
る
壽
倫
ゐ

癒
い
花
に
あ
二
が
黙
を
持
つ
鍍
六
11
木
入
ほ
,
}
方
や
㌧
不
定
な

こ
の
頃
の
天
魯
と
い
ふ
も
の
に
も
影
響
き
れ
で
,
と
か
く
聯
を
静

心
な
き
も
の
と
し
て
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

一
皿

一
六

の
衡
雑
の
中

心
と
し
,
咋
の
衆
徹
と
す
る
我
力
の
心
だ
か
ら
で
は

な
か
ら
う
か
◎

も
♪シ
る
ん
四累
Φ
の
幡
…購
ほ
,
同

じ
"
山小
で
も
地
山万
に
よ
つ
て
多

少
の
駕
郷
が
為
リ
,
又
聾
性
が
あ
る
。
こ
の
丈
ば
大
憾
に
於
て
繭

東
批
畿
中
固
あ
た
り
を
擬
鵬
Ψと
し
て
次
し
た
の
で
あ

る
か
ら
,
京

北
地
方

ヤ
、
北
國
地
方
や
,
北
悔
廼

や
,
困
國
九
州

の
南

部
な
ど

で
は
,
事
砕
の
異
な
る
も

の
が
多
か
ら
う
。
し
か
し
,
も
う
こ
の

秘
級
の
艶
噺
に
於
て
陰
,
睾
う
か
う
し
た
交
章
に
よ
っ
て
旧
本
人

の
持
つ
春
秋
に
淵
」丁
る
ヤ
L
縦
一準
的
な
恐
的
を
驚
ハつ
て
お
く
乙
と

が
,
瞬
民
的
臓
甜胴
陶
　冶
の
ト
訓か

ら
い
つ
て
も
十
n瑚
で
あ
る
と
と
も

に
レ
淀
=
融
侃
君
撃
と
レ
て
洛
【ー
モ
の
郷
土
を
考
塊曝
ず
る
ζ
と
に

よ

つ
て
,
各
螂
惑

の
特
雛
【佐
費
.は
つ
霞
サ
幌

へ
ざ
せ
る
し
と
が
、

か
う
し
た
歌
絆
の
取
撫
洗
.火
切
な
こ
と
で
あ

る

し
ゐ
を

凝

01

な

い
の
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創価教育研究第2号

資料F一 ③

小学国語読本と教壇

倣

材

一

小
學
娘
踏
領
本
と
敬
鐘

一鮒固

官
野
山
て
そ
の
し
を
ヶ
の
逝
か
へ
て
セ
亥
見
覇
労
の
花
を
穴
つ
れ
ん

(
花
に
を
陰
る
)

,

h数

将
】

幣あ
教
甘
依
、
竈
常
小
學
葉

二
胤
馨

栗

、
勢
賀
博
ま

31
葦

ら
軸
た
も
9

に
出
て
ゐ
菟

多
少
か
に
つ
τ
に
・9
り

が
、
大
同
渉
異
だ
。
少
く
と
も
二
+
簸
年
以
前
じ
取
搬
つ
郭
の
だ
か
ら
、
勘
ら
の
至
ら
煎
い
こ
と
は
棚
に
上
砕
て
、
ま
と
ま

も
①
つ
唐
趣
い
磯
材
だ
と
渚
へ
て
ゐ
乳
ゆ
だ
つ
九
.
姦

力
装

譲
牢
0
霧
頭
に
あ
も
は
れ
た
ω
を
見
る
と
,
瞥
と
や
か
く

考
へ
弛
ω
が
に
つ
か
し
い
o
今
泓
の
滑
へ
た
ま
」
を
い
つ
て
み
よ
う
p
寳
斯
山
と
囲
け
ば
、
乖
し
も
ま
つ
擬
か
職
想
す
る
や

う
に
、
花
の
吉
野
を
背
戴
と
し
て
、
そ
れ
と
懐
い
閥
係
ω
あ
る
離
王
箆
、
戴
王
髭
が
出
來
で
、
害
野
02
町
が
出
來
仁
の
だ
。

そ
ω
轡
野
の
町
か
ら
害
野
朝
醗
代
の
行
六
の
記
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
か
し
こ
く
も
後
爬
醐
天
出
…の
こ
製
に
崩
騨
あ
ら
せ
ら
れ

た
哀
輿
が
、
こ
ω
文
の
中
心
を
な
し
τ
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
楠
木
疋
行
と
忠
鱈
宗
憾
の
こ
と
が
魯
い
て
あ
る
が
も
要
す
る
に

こ
れ
も
晋
騨
哀
輿
の
一
簸
で
あ
る
、
さ
う
し
た
土
増
、
さ
ラ
し
た
粟
蹟
ω
伎
在
し
て
ゐ
る
所
を
、
心
あ
る
人
の
紀
行
磯
に
帯

い
た
文
で
あ
る
.
下
の
チ
木
ω
花
ざ
か
り
の
頃
、
い
は
ば
癌
ω
眞
盛
に
,
哀
劃
の
圏
い
吉
野
朝
時
代
の
輿
蹟
を
紛
う
此
ω
で

あ
る
。
モ
の
割
比
.の
あ
ま
69
に
か
け
に
な
れ
て
ゐ
る
の
で
b
「
花
も
あ
依
れ
と
喚
匂
ふ
」と
い
ふ
隈
宥
の
感
に
、
脚
む
し
ら
る

る
鑑
が
し
牝
の
で
あ
ら
多
o

瓢
に
あ
ゐ
年
の
夏
体
に
,
宙
野
出
を
一
巡
し
た
。
陳
々
な
ず
大
峰
登
由
03
白
衣
ω
行
君
を
ま
れ
に
見
か
け
な
い
の
で
は
な

い
が
、
梁
鎮
の
漸
〃
に
砿
夏
輩
坐
ひ
て
、
訪
ふ
人
の
ま
れ
な
委
だ
2
㌃

案
内
蔚
が
い
ふ
,「古
針
山
0ー
誠
れ
壷
つ
六
肇
で
す

よ
し
と
。
私
に
ひ
そ
か
に

「
よ
い
時
に
来
た
」
と
し
み
ぐ

思
つ
た
。

つ
ち
ノ
、
思
ふ
に
,
我
が
國
民
忽
惣
の
危
槌
と
も
い
ふ
64
き
箇
研
が
、
國
喫
の
上
に
も
兄
烹
て
ゐ
る
・
そ
の
は
じ
め
は
大

化
警

の
前
で
函
.O
。
黄
に
融
盲
野
朝
砕
代
で
あ
る
、
磯
に
は
明
流
藷

の
舘
、
弐
に
は
支
郵
聖
焚
ω
直
前
で
あ
つ
た
か
と

怨
あ
。
中
で
も
,
北
轍
氏
,
足
利
筑
の
乎
足
と
な
つ
て
働
い
尭
も
ω
ゆ
夢
か
つ
光
古
脚
朝
時
代
ω
人
心
は
、
泓
ど
も
ω
今
の

心
で
は
,
轍
摯

る
だ
に
容
易
で
な
い
。
し
か
し
こ
ω
時
仁
山
{ら

て
、
楠
木
馬
あ
い
,
赫
川
民
あ
り
、
北
畠
氏
あ
り
.
朔

池
氏
あ
つ
て
、
他
杢
な
る
國
規
謹
葱
を

芳

に
顕
鵡
し
距
。
か
へ
り
み
ろ
と
、
潤
民
忽
惣
山
爾
旗
蝸
ガ
,
此
ω
時
代
聾

明

に
印
架
さ
れ
る
詩
は
な
い
。
萱
し
轡
錘
思
想
ω
…
大
試
隷
時
期
で
は
な
い
か
ε
思
ふ
。
さ
う
考
へ
て
華
る
と
、
努

に
花
に

喚
い
て
、
年
々
に
人
は
こ
ω
山
に
集
る
。
さ
う
し
て
害
野
紳
富
・獣
望
愛
・吉
水
卵
鮭
・如
意
輪
尋
・後
醍
醐
天
膿
の
み
さ
L
ぎ

に
簡
で
て
、
懐
古
の
徳
に
漫
る
。
モ
⑳
臨
に
人
ル
の
心
じ
冴
慈

る
も
の
は
餌
だ
ら
う
。
某

幽
鳥
と
し
て
宿
く
蓼

佼
省

で
は
あ
る
ま
い
か
◇
古
野
山
は
永
選
に
囲
鎚
懲
想
φ
駈
義
實
で
あ
ゐ
、
則
賂
続
本
か
ら
硫
い
て
は
な
ら
な
い
敦
君
で
あ
る
u

吉
野
の
櫻

寳
野
揚

寄

瀦
く
⑳
は
,
町
の
人
が
棲
叢

馨

る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
襖
を
彿
紳
木
と
い
つ
て
ゐ
る
・

拠
o
落
奨
は
決
し
て
夙
餌
竃
の
下
に
匡
た
か
ぬ
。
穐
に
鮒
ナ
費

あ
馳
敷
が
何
か
ら
來
た
か
。
モ
れ
に
は
青
野
の
町
が
何
紋

出
来
喪
か
と
い
ふ
こ
と
か
ら
醗
か
ね
ば
な
ら
ぬ
o

害
野
の
町
ω
中
心
を
か
し
て
を
る
萢
王
織
現
身
勧
請
し
た
の
は
、
役
の
肴
客
小
角
で
あ
る
。
小
角
が
大
峰
山
を
開
い
て
、
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て
い
る
。
そ
こ
に
こ
の
作
品
の
お
も

し
ろ
さ
.
味

わ
い
.
美
と

い
う
も
の
が
あ
る
と
需

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

.團

や
ま
な
し

§
沢
賢
治
)

b

光
村

・
下

O
富
沢
賢
浩
に
と
っ
て
の
「驚
」

「や
ま
な
し
」
牒
.
も
う
長
く
教
科
宙
に
田
て
い
る
教
材
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
ζ
の
教
材
に
つ
い
て
の
教
材
研
究
や
突

践
詫
鍛
な
ど

[
つ
か
二
つ
鳳
跣
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
.

〈小
さ
な
谷
川
の
底
を
写
し
た
、
二
枚
の
青
い
幻
灯
で
す
.〉
と
い
う
こ
と
ば
で
始
ま
っ
て
、
一
が
五
月
.
二
が
ト
一一月
と
い

う
二
つ
の
場
面
が
あ
っ
て
、
最
後
を

(私
の
幻
幻
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
り
ま
す
.V
で
く
く
っ
て
い
る
と
い
う
構
成
で

す
,こ
の

「青
い
幻
灯
で
写
し
岡
さ
れ
た
世
界
」
に
つ
い
て
で
す
が
,
宮
沢
賢
治
の
詩
の
中
に
は
、
脊
い
幻
灯
の
光
、
「青
い
光
し

と
い
う
の
が
、
非
常
に
特
別
蹴
意
柴
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
様
々
の
現
象
が
青
い
光
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ

れ
、
モ
こ
に
世
界
の
あ
る
べ
き
姿
ー

本
質
が
写
し
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
発
想
が
あ
ウ
ま
す
.
賢
治
の
作
品
を
い
ろ
い
ろ
見
て

み
ま
す
と
、
「育
」
と
い
う
色
彩
が
大
事
な
泰

を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
雲
す
・
も
ち
ろ
ん
、
作
品
の
世
界
に

賦
赤
と
か
無
と
か
の
色
も
出
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど
、
「青
」
に
は
、
賢
治
の
世
界
の
象
徴
と
も
言
え

る
ほ
ど
大
事
な
意
味
が
あ

り
ま
す
.

・
・

賢
治
は
、
「私
に
、
ひ
と
り
の
修
羅
な

の
だ
」
と
言

い
ま
す
,
『修
羅
」
と
い
う
の
は
、
仏
に
も
な
れ
な
い
鬼
畜
に
も
な
れ
な

い
、
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
矛
盾
を
か
か
え
て
生
き
て
い
る
姿
で
す
。
色
で
は

「冑
黒
」
の
ー

「青
」
と
い
う
救
い
の
色
と

「黒
」
と
い
う
地
獄
へ
落
ち
て
い
く
死
の
イ
メ
;
ジ
を
も
っ
た
色
ー

二
つ
の
色
が
矛
盾
を
も
っ
て
一
つ
に
た

っ
て
い
る
、
そ

れ
を

「修
置

と
言
い
、
「賓
黒
い
修
鼠
な
の
だ
」
と
い
う
實
い
方
を
す
る
の
で
す
,
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
穽
常
に
色
彩
に
深
い

意
味
が
こ
め
ら
■れ
て
い
る
の
が
賢
治

の
作
ロm
で
す
.

で
す
か
ら
、
〈青

い
幻
灯

で
す
V
と

い
う
さ
り
げ
な
い
こ
と
ば
に
も
意
採
が
あ
る
。
そ
ん
な

〈青

い
幻
灯
〉
で
照
ら
し
出
さ
れ

た
世
界
な
の
だ
、
と
い
う

こ
と
を
頭

に
お
い
て
読
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
,

こ
の
さ
し
絵

(勧
憩
的

な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
が
)
が
青

い
、
青
黒

い
、
青

い
、
青
白
い
…
…
と
い
っ
た
憩
じ

の
色
を
選

ん
だ

の
も
.
そ
う
い
う

こ
と
な
の
で
す
.
そ
し
て

「黒
」
ば
死
の
影
、
コ
亦
」
は
菜
と
か
否
し
み
と
か
病
と
か
の
苦
悩
を
衷

し
て

い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
,
そ
う
い
う
色
彩
観
が
、
こ
の
作
品
世
界
の
・叩
に
あ
る
の
で
す
。

口
越
鞠
質
を
使
う
換
特
の

「異
質
な
比
醜
」

さ
て
青
白
い
水

の
底
で
、
(叫
ク
ラ

ム
ボ
ソ
は
笑

っ
た
よ
、」
V
と
あ
り
ま
す
.
(ク
ヲ
ム
ボ

ン
〉
と
い
5
の
は
作
老

の
岸

っ
た
こ

と
に

で
、
た
ぶ
ん
エ
ス
ベ
ラ
γ
ト
請
だ
ろ
う
と

い
う
人
も
あ

り
ま
す
が
.
何
を
さ
し
て
い
る
か
、
意
柴
は
ち
エ

っ
と
わ
か
り
ま

せ
ん
.
(
で
も
笑

っ
た
V
と
か

(ほ
ね
た
〉
と
か
い
う
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
何
か
生
き
も

の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
想
像
で
き
ま

す
.
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
、
ク
ラ

ム

ー
ボ
ソ
と

い
う
よ
う
に
、
は
ず

み
が
あ
る
よ
う
な
名
焼
で
す
か
ら
、
何
か
そ

の
よ
う
な

生
き
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
を
描

い
て
く

だ
さ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
・丁
。
そ
し
て
、
笑
う
の
で
も

(か
ぶ
か
ぶ
笑
う

V
(は
ね

て
笑

う
V
も
の
で
す
.

〈上

の
方
や
横
の
方
は
〉
と
あ
り

ま
し
て
、
〈
な
め
ら
か
な
天
井
を
〉
と
い
う
比
喩
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
.
で
す
か
ら
、
話
考

が
水
の
底
に
い
て
.
子
が

に
た
ち
と
同
じ
昼
の
位
置
か
ら
こ
の
世
界
を
見
て
語

っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
ま
す
。
下
か
ら
見
る
か

ら
、
水
面
が

く天
井
V
と

い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
.

そ
の
資
自
い
水

り
中
で
、
底

か
ら

見
た
世
界
は
、
〈冑
く
暗
く
鋼

の
よ
う
〉
だ
と
た
と
え

て
い
ま
す
.
水
の
色
を
金
属
質

の
鋼

し

で
た
と
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
賢
治

の
比
喰

の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
.
「異
質
な
比
喩
」
と
、
私

は
名
づ
け
て
い
る
の
で
す
け
れ

も

し

し

つ

う

し

ヤ

ヤ

も

し

ど
.
た
と
え
ば

へ水

の
あ
わ
が
水
銀

の
よ
う
に
光

っ
て
い
る
〉
と
か
、
(銀
の
色

の
臨
V
と
い
う

よ
う
な
鉱
物
質
の
比

喰
が
多
い

や

蒐
、

」

、
、
、

の
で
す
.
(日
光
の
黄
金
V
と
か
、
(
あ
わ
や
小
さ
な
ご
み
か
ら
は
、
真

っ
す
ぐ
な

か
げ
の
確
が
V
と
か
、
(鉄
色
に
変

に
底
光
り

一89一
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やまなし

も

　

の

　

ヘ

へ

　

ロ

あ

ロ

　

コ

も

も

っ

も

し
て
〉
と
か
、
〈ぎ
ら
ぎ
ら
す
る
鉄
砲
だ
密
の
よ
う
な
〉
と

か
、
(
コ
ソ
バ
ス
の
よ
う
に
黒
く
と
が

っ
て

い
る
〉
と
か

で
す
.

も

ち

ロ

し

ミ

も

う

カ

ロ

へ

の

へ

も

っ
と
言
え
ぱ
、
十
二
月
の
樋
面
で
、
〈
水
晶
の
つ
ぶ
や
金
蟹
母
の
か
け
ら
V
と
い
う
の
は
実
際
に
拡
物
で
す
が
、
月
の
光
を

ロ

ら

も

ヘ

ロ

ヤ

ヨ

(ラ
ム
ネ
の
ピ
ソ
の
月
光
〉
と
、
ヲ
ム
ネ
の
ピ
ン
の
色
に
た
と
え
て
い
ま
す
.
そ
し
て
水
面
、
天
井
で
は
、
〈波
が
青
白
い
舟
を

燃
や
し
た
り
消
し
た
り
し
て
い
る
〉
と
、
水
を
火
で
た
と
え
て
い
ま
す
,
こ
う
い
う
異
質
な
比
喩
が
非
常
に
多
い
の
で
す
.
お

父
さ
ん
の
か
に
が
臼
を
の
ば
し
て
い
る
微
子
を

〈凌
眼
鏡
の
よ
う
な
閃
方
の
目
〉
、
そ
し
て
最
後
の
と
こ
ろ
に
、
天
井
の
波
は

も

ら

ミ

し

サ

ヒ

し

ら

も

セ

ら

セ

も

ほ

も

も

う

〈
い
よ
い
よ
冑
自
い
ほ
の
お
を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
上
げ
〉、
そ
れ
ぶ

〈金
嗣
石
の
粉
を
厭
い
て
い
る
よ
う
V
だ
と
、
ま
た
硬
質
の
此
喩

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
比
喰
表
現
だ
け
を
取
り
上
げ
て
も
.
た
い
へ
ん
独
特
な
、
異
質
な
比
喰
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
.

0
現
識
は
見
え
る
ー

し
か
し
そ
の
捜
源
は
?

こ
の
没
界
に
、
ホ
の
上
か
ら
水
面
下

の
水
の
疵
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
の
で
は
な
く
て
、
水

の
中
に
視
点
が
あ

っ
て
、
モ
こ
か
ら

眺
め
ら
れ
て
い
る
世
界
で
す
.
そ
し
て
、
こ
こ
で

(笑

っ
た
〉
〈か
ぶ
か
ぶ
笑

っ
た
V
(
は
ね
て
笑

っ
た
〉
〈か
ぶ
か
ぶ
笑

っ
た
〉

と
、
例
る
い
笑
い
の
イ
メ
ー
ジ
が
く
り
返

さ
れ

て
い
ま
す
.

そ
し
て
、
〈
「な
ぜ
ク
ラ

ム
ボ

ン
は
笑

っ
た

の
・
」
V
(州
知
ら
な

い
.」
V
と
あ
り
ま
す
.
賢
治
の
世
界
の
中
で
は
、
「な
ぜ
」
と
か

「知
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
ば
が
く
り
返
さ
れ
ま
す
,
六
ペ
ー

ジ
に
い
き
ま
す
と
.
今
度
は

〈
「
ク
ラ
ム
ボ

ソ
は
死
ん
だ
よ
、」
〉
〈
「ク
ラ
ム
ポ

ソ
瞳
澱
さ
れ
た
よ
,」
〉
会
ク
ラ
ム
ポ

ソ
は
死
ん
で

ぐ

し
ま

う
た
よ
…
…
.」
〉
(
「穀
さ
れ
た
よ
.」
〉
と
く
り
返
さ
れ
て
イ
メ
ー
ジ
が
急
憂
し
ま
す
.
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、

バ
・
と

死
の
イ
み
ー
ジ
へ
七
い
き
な
り
変
わ

っ
て
い
き
窪
す
.
そ
し
て
ま
た

〈
「…
…
な
ぜ
殺
さ
れ
た
.」
〉
と
問

い
か
け
、
く
ウ
返
し
て

〈
「分
か
ら
な
い
.」〉
と
答
え
ま
す
.

賢
治

の
世
界
と

い
う
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
読
者
の
目
に
写
る
よ
う
な
、
非
常
に
細
か
い
と
ζ
う
ま
で
描
か
れ
て
い
ま
す
.
た

と
え
ば
、
あ
わ

つ
ぶ
が

(水
銀
の
よ
う
に
光

っ
て
、
な
な
め
に
上

の
方

へ
〉
動
く
,
水
が
ゆ
る
や
か
に
流
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

な
な
め
に
上
へ
上

っ
て
い
く
、
と
い
う
ふ
う
に
、
非
常

に
描
写
が
細
や
か
で
す
.
七
ペ
ー
ジ
の

く
光
の
あ
み
が
、
底

の
白
い
岩

の
上

で
、
美

し
く
ゆ
ら
ゆ
ら
の
ぴ
た
り
縮
ん
だ
り
し
ま
し
た
,
あ
わ
や
小
さ
な
ご
み
か
ら
吐
、
ま

っ
す
ぐ
な
か
げ

の
擁
が
、
な

な
め
に
水
の
中

に
謡
ん
で
立
ち
ま
し
た
。〉
と

い
う
撒
写
も
、
た
い
へ
ん
鮮
や
か
で
、
鮮
明
で
.
細
や
か
で
、
は

り
き
り
し
て
い

ま
す
。

・

つ
ま
り
、
現
象
は
ま
ざ
ま
ざ
と
目
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
現
象

の
奥
に

「な
ぜ
な

の
か
」
と
問
う
と
、
な
ぜ
と

砿
答
え
ら
れ

な
い
と
い
う
間
題
が
で
で
き
ま
す
ひ
「笑

っ
て
る
」
と
答
え
て
い
る
け
れ
ど
も
,
じ

ゃ
あ

「な
ぜ
笑
う
の
か
」
と
聞
か
れ
る
と
.

一さ
て
」
と
、
わ
け
を
笹
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
そ
う

い
う
も

の
と
し
て
魯
か
れ

て
い
る
の
で
す
,
人
冊
に
死
は
っ
き
も
の

で
す
が
、
で
は
な
ぜ
亮
ぬ
か
、
と
言
わ
れ
る
と
、
そ
う
い
う

「根
源
的
壮
問

い
」
に
対
し
て
鳳
、
な
か
な
か
答
え
ら
れ

ま
せ

ん
。

・

イ
メ
ー
ジ
は
非
常
に
激
し
く
移
り
、
動
き
、
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
.
笑
い
の
イ

メ
ー
ジ
が
死

の
イ

メ
ー
ジ

へ
.
モ
し

て
ま

た
、
に
わ
か
に
匡

っ
と
明
る
く
な
り
霊
す
,
「に
わ
か
に
」
と
か
、
「急
に
」
と
か
、
「い
き
な
り
」
「ぱ

っ
と
」
と
か
い
う
こ
と

ば
が
あ

っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
が
急
蛮
し
重
す
,
た
と
え
ば
、

八
べ
ー
ジ
で
、
魚
が

〈今
皮
は
ゆ

っ
く
り
落

ち
着

い
て
、
ひ
れ
も
尾

も
動
か
さ
ず
、
た
だ
水
に
だ
け
流
さ
れ
な
が
ら
、
お

ロ
を
輪
の
よ
う

に
円
く
し

て
や

っ
て
き
ま
し
た
.
そ
の
か
げ
陰
、
黒
く
前

か
に
底

の
光
の
あ

み
の
上
を
す
べ
り
ま
し
た
V
と

い
う
と

こ
ろ
に
、

と
て
も
ゆ

る
や
か
な
励
き

で
す

、
そ
う
か
と
思
う
と
.

(「お
魚
は
…
・:
.」
〉
と
言
い
か
け
て
、
〈に
わ
か
に
天
井

に
白
い
あ
わ
が
立

っ
て
:
・…

い
き
な
り
V
そ
れ
が
飛
び

ζ
ん
で
く

る
、
と
い
う
よ
う
に
、
(
に
わ
か
に
)
〈
い
き
な
り
V
と
な

り
て
い
ま
す
.
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
特
徴
が
あ
ウ
ま
す
。

そ
の
前

に
、
お
勲
に

つ
い
て

〈「お
魚
は
、
な
ぜ
あ
あ
行

っ
た
り
来
た
り
す
る
の
.
」〉
「な
ぜ
」
と
聞
い
て
い
ま
す
.
〈
「何
か

悪

い
こ
と
を
し
て
る
ん
だ
よ
.
取

っ
て
る
ん
だ
よ
.
」∀
と

い
う
答
え

に
、
重
ね
て

(
最

っ
て
る

の
.
」〉

と
貧
う
と

〈
「
う

ん
.」
〉
と
答
え
厭
す
る
け
れ
ど
、・な
に
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
.
「何
か
悪

い
こ
と
」
1

「な
に
か
」
と

い
う
形

で
し
か
言
え

な

い
.
こ
ん
な
や
り
と
り
が
く
り
簿
し
な
さ
れ
て
い
ま
す
,
イ
メ
ー
ジ
の
急
変
と
、
そ
の
根
漂
を
な
に
か

一
歩

つ
っ
こ
ん
で
稠
・

い
か
げ
る
と
、
そ
の
問

い
に
対
ナ
る
酵
え
凄
苓
鍔

で
あ
る
、
と

の
う
よ
う
な
こ
と
が
く
り
返
さ
厄
て

い
る
か
で
ナ

.
ら

よ
5
ど

以

後

三

ペ

ー

ジ

鑑

賞

が

続

く
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(
三
)

作
晶
の
分
折

ー
.
序
皐

1

川
は
す
ず
し
い
音
な
た
て
て
隔,
さ
ら
さ
ら
と
や
す
ま
ず
臨
れ
て
い
る
ー

「

.

「
町
に
ず
れ
を
い
く
、

い
な
か
び
た
ひ

と
す
じ

の
流
れ
だ
け
れ
ど
、;
…
。」
と

い
う
雲
き
田

し
で
始
ま
ウ
、
「す

ず
し

い
音
」

「さ
ら
さ
ら
と
」

「チ

・
チ

・
ゆ
れ
る
川
氏
」

「茶
わ
ん
の
か
け
ら
」

と
.
期
の
イ
メ
ー
ジ
を
に

っ

き
り
と
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。

次

に
、

ノ
リ
オ
と
塀
の
密
接
さ
が
琵
ら

れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
撒
ま
だ

ノ
リ
オ
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
は

っ
き
り

し
な
い
。
む
し
ろ
、

「か
あ
ち
亭
ん
の
生

ま
れ
る
も

っ
と
ま

え
、
い
や
、

;
…
ら

っ
と
き

の
た
丸

窪

も

な

く
…

・こ

の
中
に
人
間
の
生
き
る
営
み
を
眺
め
な
が
髭

れ
つ
づ
け
て
い
る
川
の
イ
メ
ー
ジ
淋
強
く
印
象
づ
け
ら
れ

る
。
2
、
早
春

ー

赤
ん
ぼ
の
!
リ
才
に
川
の
に
お
い
を
か
い
だ
ー

「
あ
っ
た
か
い
」
背
中
に
お
ん
ぶ
さ
れ
た
幼
い
ノ
リ
オ
が
、

「
川
の
に
お
い
」
を
か
い
で
い
る
。

「ほ
っ
ぺ
丸

の
上
の
な
み
だ
の
あ
と
に
、
…
…
」
か
ら
、
泣
い
て
も
か
ま
っ
て
や
れ
な
い
か
あ
ち
ゃ
ん
の
忙
し
さ
が
憩
じ
と
れ

る
が
、

「
あ
っ
た
か
い
か
あ
ち
ぞ
ん
の
せ
な
か
の
中
」
や
、

「川
の
に
お
い
」

「
土
く
さ
い
、
春
の
に
お
い
」
な

ど
か
ら
か
あ
ち
ゃ
ん
に
守
ら
れ
、
自
然
の
中
で
す
く
す
く
と
胃
つ
ノ
リ
オ
の
幸
せ
な
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。

O
、
「
*
」
(駁
)

ー

ノ
リ
オ
の
と
う
ち

ゃ
ん
は
、
い

っ
て
し
ま

っ
た
ー

ノ
リ
才
の
小
さ
い
足
を
、
と
う
ち
ゃ
ん
は

「
い
っ
と
き
も
お
し
い
と
い
5
よ
う
に
」
さ
す
り
観
け
る
。
こ
の
言

業
の
中
に
、
ノ
リ
オ
と
の
別
れ
の
つ
ら
さ
が
読
み
と
れ
る
.
ま
た
.

「
ス
ス
ギ
の
銀
い
ろ
の
旗
の
波
』

「
ま
っ
自

い
ノ
ボ
リ
』

「
く
ら
い
惇
車
琶

「貨
物
列
連

な
ど
の
こ
と
ぽ
が
駿
争
に
狩
り
だ
さ
れ
る
と
う
ち
聖
ん
と
の
珊

れ
の
淋
し
さ
、
悲
し
さ
を
強
め
て
い
る
。

「
日
に
や
け
た
ほ
そ
い
手
」
で

「き
つ
く
き
つ
く
」
ノ
リ
才
を
だ
い
て
い
る
か
あ
ち
ゃ
ん
の
た
ま
ら
な
い
ほ
ど

の
不
安
な
気
持
ち
と
、

「
赤
}
ン
ボ
」
が
川
の
上
を

「
す
い
す
い
」
飛
ん
で
い
く
省
由
さ
と
対
照
を
な
し
、
と
う

ち
ゃ
ん
の
い
な
い
悲
し
み
が
、

一
層
強
調
さ
れ
る
。

4
、
ま
た
皐
尋

-

川
と
、

/
り
才
と
、

か
あ
ち

ぞ
ん
の

「迫
い
か
け

っ
こ
」-i
ー

川
と
ノ
リ
オ
の
直
嬢
的
な
か
か
わ
ウ
が
登
描
す
る
。
こ
こ
で
は
自
然
形
象
で
あ
る

「
川
」
が
擬
人
化
き
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
語
り
手
が
幼
い
ノ
リ
オ
の
心
理
を
川
の
声
と
い
う
か
た
ち
で
.表
現
し
た
も
の
だ
ろ
う
自

川
に
誘
わ
れ
、
川
に
お
び
え
る
1
り
才
と
、
い
つ
も
欽
い
の
手
を
さ
し
の
べ
る
か
あ
ち
ゃ
ん
が
、
擬
人
法
.
倒

置
法
「
擬
態
語
な
ど
の
衷
現
方
泌
を
用
い
て
た
く
み
に
厳
き
出
さ
れ
て
い
る
。
食
種
砥
配
給
制
に
な
り
、
か
あ
ち

ぐ
ん
は
次
第
に
や
つ
れ
て
き
た
が
、
幼
い
ノ
リ
オ
に
ほ
わ
か
る
は
ず
も
な
い
。
ノ
リ
ナ
は
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
守
ら

れ
た

『小
さ
い
神
さ
玄
」
で
あ
ウ
、

「
金
い
ろ
の
光
に
つ
つ
重
れ
た
、
し
あ
わ
せ
な
二
才
の
神
さ
ま
」
で
あ
る
"

重
た
、
ノ
リ
ォ
は
、
か
あ
ち
ぞ
ん
に
と

っ
て
も
生
き
が
い
と
し
て
の

「神
さ
ま
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
5
,
コ

!

一B
凶
」
が
飛
来
し
て
ぎ
た
中
で
t

「訪
空
こ
う
の
く
ら
や
み
」
の
中
で
、
外
へ
出
池
い
と
泣
き
た
て
る
ノ
リ
ォ
を
な
だ
め
よ
う
と
す
る
か
あ
ち
ぞ

ん
。
空
擾
の
不
安
と
恐
怖
感
が

「
と
っ
き
ん
と
っ
き
ん
」
と
陶
を
高
な
ら
せ
る
。
飛
行
機
婁
を
見
て
、

「
B
29
{

以
後
三
ペ
ー
ジ
鑑
賞
が
続
く

凶了o17

一90一
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O
窪
の

「ポ
カ
ン
と
あ
け
た
」

鱒

た
ち
、
風
や
塁
の
嫌
子
を
鶴
み
と
苔
。

鍮

の
表
現
・

…

い
…
↓

村
じ
・
う
の
人
も
ポ
多

と
。
壽

け
て

自

ど
ミ

あ
き
れ
た
奪

…

そ
璽

を
見
上
げ
た

。
鷲
牌
、へ

T

{建

鷲
麗

け
卸謬

ま
つた

　"難

鷲
拷
日凝

ψ
盈
欝

厩輪

鐵

に

eL

 

村
人
の
反
応
.
ー
あ
つ
け
に
と
ら
れ
た
。

島
や
虫
の
不
安
。
(け
や
、、が
な
く
て
は
、
そ

こ
で
生
き
て
い
け
な
い
。)

….

・
訊
や
雲
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
け
や
さ
は
な
い
.

○
箪
三
連
・
第
酉
遠
は
.

や
き
を
お
し
む
月
の
様
子

と
つ
ぶ
や
き
を
、
作
者
の

想
像
で
え
が
い
て
い
ま
す

無
歯

肇

琴

聾

月
の
・
嚢

…
⑤

回

塁
ー

臥

酵

ー

…
…

①

の
害

暴

の
信
の
攣

や
気
持
ち
を
と
ら
.鳶

.
…
、

」

0

擬

人

法

。

・

・
「
月

」

を

人

に

た

と

え

て

い

「・…
・〉

りσ
。
i

…
…

.…
ー
.「
ε
…

…

ワ
?

…

O

対

句

の

表

琉

σ…

…

・
ー

…

・・ー

ゆ
…
号

・-
…

…

⑦

○
つ
ぶ
や
き
の
部
分
を
二
寧
下

げ
に
し
て
、
に
か
の
師
分
と

分
け
て
、
る
。

O
(
り
返
し
の
衷
理
ρー
;
…
…

・
月
の
つ
ぶ
や
き
を
く
り
返
す

こ
と
で
、
も
う
元
に
も
ど
ら

な
い
む
な
し
さ
を
強
め
て
い

る
・

角
や
虫
は
け
や
き
仁
嶺
.を
っ
《
り
生
活

L
て
い
た
。
風
は
技
を
ゆ
ら
し
.
雲
13
"

や
き
の
よ
に
う
か
ん
で
い
た
.

け
や
き
を
な
く
し
た
月

F●●●・「巳

1

Ψ
{

ゐ
り
し
た
り
i

月
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
、
そ
の
気
持
ち
を
競
み
ヒ
ろ
βl
T

℃

け
や
き
が
あ
る
か
ら
よ
か
っ
た
の
に

団ー

のに

け
や
5
が
あ
ろ
か
ら
よ
か
つ
た
の
に

け
や
き
が
ゐ
る
か
ら
憲
だ
っ
た
の
に

t8,■ ■,t,o●G十,.,・

 

.ヱ
玄

●●曾●■■

 

・O

○
二
行
が
い
つ
ま
で
も
く
噂
退

さ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
噛∴
…

圏
第
囚
運
(15
べ
ー
ジ
,
行
～
終
わ
り
〕

③

月
の
つ
孤
や
き
に
こ
め
ら
れ
た
作
者
の
気
持
ち

を
考
え
る
。

あ
ん
な
に
高
く
に
の
ぼ
っ
て
も

.

の■●`6●`愈 ○嘲6直 ●9■●■●■●■○`●9曾go・o● 」o●ら

、

・
「き
ょ
う
顔
を
出
」
」て
、
そ
れ
ま
で
け
や
き

の
こ
と
を
知
ら
な
か
ウ
た
↓
の
ん
び
り
や
,

'
の
ぼ
つ
て
き
た
月
が
、
け
や
き
の
・爪
の
被
の

関
か
ら
見
え
て
い
た
様
予
を
言
っ
て
い
る
.

月
の
気
持
ち
.

・
お
ど
ろ
き
.
委

,
⊥
固
…悶

園

,■

23け やきの

・
け
や
さ
の
な
い
空
は
、
た
だ
の
か
ら
つ
ぼ
◎

も
う
堂
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
気
脅
ち
.

.
「け
や
き
が
あ
る
か
ら
堂
だ
っ
た
」
1

空
の

凪
景
は
、
「
空
」
だ
け
で
な
く
、
木
や
山
や
家

や
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
共
に
で
き
あ
が
つ

て
い
石
.

…
.
…8

φ

ま
だ

ツ

ツ
を
く
り
返
し
て
い
石

…………亀
唖・●

月
の
つ
ぶ
や
き
瑠
庄
く
り
ご
と
。

・
つ
ぶ
や
き
艇
け
て
も
け
や
き
が
も
ど
つ
て
く

る
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
つ
ぶ
や
か
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
、
月
の
さ
び
し
い
気
持
ち
o

身

・
ど
う
†
ろ
.こ
と
も
で
き
な
い
作
膏
の
さ
び
し

さ
。
無
念
さ
.

……ψ……一

■ 國 ■D.

83
や
き
を
切
ら
れ
去
こ
と
へ
の
さ
び

し
さ
と
い
か
り
、
ま
た
、
も
う
ど
う
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
む
な
し
さ
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
,
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森

へ
聞

く
」

な

星
野
糞

.繍
解

(硬
い
憲

窓
を
麟
け
る
9

てず

　

コ

頂
響

頗

騒

ぞ

い
る
畏

.

順
怒
に
タ
日
が
映
つ
て
い
る
ヶ

箭
管
晩

・
写
蒼
…
写
頁
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
,
も
と
の
形
が
環
れ
撫
ろ
、

(佼
い
方
V
写
翼
に
《
き
く
写
る
多

・
映
る
…
*
や
擬
な
ど
に
、
・る
と
の
形
が
現
れ
患
る
,

復

い
方
〉
湖
面
に
山
か
げ
が
映
る
.

▽
奮
と
掴
に
気
ぞ
つ
け
て
規
も
3
寄
(P
23
・
下
10
V

ミ
ロ
ろ

ニ　

O
湖
が
浅
5
為
l
i
社
倉
の
躍
潮

らし

コく
ロリ

　

コ　

⑫
乳
を
畷
う
子
犬
…
ー
庫
暇
す
る

簿

厳
し
い
武
追
の
繊
習
ー

時
闘
籔
守

Φ
金
鼠
の
在
り
方
ー

存
在
感

.

解

螢

①

し

お

…
i

ち

、
.
う

⑦

†

(
う

〕

…
ー

き

ゅ

う

①
ヲ
き
び

(
し

い
)

・撃
…

げ

ん

⑳

あ

(リ

〉

・「…

ざ

い

一国
魏

縛

幡

わ
・・し
・』
手
を
弊
、の
・
て
い

7

た
く
さ
ん
の
あ
じ
さ
い
の
花
が
、
き
亭
う
く
?
イごつ

　7

」
女
、
い

げ、
ロ
・
ヱ
し

馬
、

.

"

'

舷
.

こ
仰
伴
晶
の
お
も
し
ろ
さ
は
,
年
老
い
て
鰻
混
た
六
木
の
幹
の

上
に
掛
く
伜
率
が
育

?
て
い
く
.
と
い
う
光
畢
に
⊥承
欺
さ
れ
て
い

ξ
す
。

一
っ
の
出
物
の
帝
が
鋳
わ
っ
τ
も
.
次
の
命
が
生
烹
瓶
て

ユも
の
　も
ト

い
く
盛
で
・ず
、
ま
た
、
著
者
の
星
野
道
夫
さ
ん
は
,
こ
、「,い
っ
た

「自
恭
の
姿
奄
、
感
覚
の
す
べ
マ
を
使
っ
て
味
わ
つ
て
い
歪
す
.

こ
の
よ
う
に
,
廟
燃
と
宝
食
っ
た
と
き
に
琵
、
五
嬉
ウ
、戚
っ
て

し
ツ
く
撃
と
聴
わ
う
と
い
つ
た
津
澱
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
毘

い
ま
ず
9
生
キ
事ブ㌧
い
⇔̀
甘申や
山小、
.革
・し
て
幼
w拶
郵ハレリ
の
帯斎
冊
に
鮭
叩

れ
る
こ
と
で
.
生
と
死
を
含
ん
だ
命
の
姿
と
向
5
、疹
い
、
ξ
た
、

命
が
受
"
靴
が
執
て
い
く
こ
と
を
実
慈
す
る
臓
禽
と
し
た
い
も
の

γ
.す
。

一「
、

一
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畠
解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

〔参考比較〕

参考文は、比較的近年の参考書よりも昭和初期のもののほうが充実 しているといえる。
近年のなかでも詳細なものは資料G一 ②のよう説明である。参考文 として特別に扱 うのでは

なく、本文全体を読み解く中で解説していくかたちだ。 しかし、大半は資料G一 ③のように脚

注で説明されているだけである。本文に随時対応させながら読めるとい う点では良いかもしれ

ないが、説明量はどうしても少なくなる。必然的に内容も必要最低限のものになってしまい
、

発展性がない。

これに対 して 『推理式』では参考文が完全に独立項 目となっているので
、説明量が圧倒的に

多い。また本文内容にっいて歴史 ・地理 ・人物 ・宗教などといった多角的な視点か らアプロー

チされていて、総合的な理解が得られるようになっている。

それでは 『推理式』と同年代に出版 された参考書はどうであろうか。近年のものとは違って、・

参考文が独立項目として取 り扱われていることが多いが、資料G一 ④、G一 ⑤を見てもわかる

ように、一っの事柄にっいて詳細な説明をしているものの、取 り上げている事柄 自体が非常に

少なく(1課 にっき1～3項 目程度)、 『推理式』のような多角的アブn-一チ とは程遠いものが

ある。『推理式』(G一 ①)の ように歴史 ・地理 ・人物 ・宗教などの多角的視点を設けてみるこ

とで、本文内容の多様な側面が浮かび上が り、同時にそれぞれのフィール ドに位置づけられ
、

本文に対するより深い理解が得られるようになるのではないだろうか。

以上、項 目別に比較を進めてきたが、『推理式』はその他の参考書に比べ、どこをとって も本
文の本質を掴むような理解 と、文章作成への応用 という目的を満たす、十分かつ適切な説明が

なされている。その根本に据えられているのは常に学ぶ主体 としての子どもたちへの思いなの

である。

遡
推理式・指導読方

第
一

庸

野

.
申

曇

考

文

一
国

一
,
吉
野
に

つ
い

て

(
一)

地
理
的
研
究

大
嚢

地
薪

劣
蕃

農

紫

・
霧

・紀
駐

り
上
鴻
・
喜

川
鐘

ル
で
葺

崇

あ
発

甕

聖
・野
葎

肇

.
舜

舞

代
婁

史
属

磐

譲

瞳

樹
四
粁
,
一旱

本
の護

と
共
筈

透

人
霧

誓

て
爆

謬

能
に
ざ
ら
し
め
て
ゐ
る
。
近
瞭
駅
林
胱
く
行
は
れ
て
良
賞
の
古
野
杉
を
磯
跳
†
る
吻

〔二
)
闘
歴
皇
的
班
究

「歌
誉
よ
陰
も
軍
欝
に
魁
し
」
と
馨

れ
た
る
史蛙
燦

喜

轟

ぬ
窪

「
吉
野
山
謬

稟

㎡紫

分
け
天

り
に
し
会

あ
と
書

μ

し
三

と
詠
・
.莞

葵

鍔

慕

吉

、
事

五
凄

年
鍛

叢

最

、
大
誓

踵
轟

王
姦

め
響

・
小
黎

●
藷

剖
厨
鐘

多
の
忠
護

士
の
哀
史
を
貿

,
人
を
し
て
そ
苔

簿

時
を
.輝
暇
せ
し
め
る
も
の
が
あ
る
・

o

士・霧

(吉
舞

代
・
疑

舞

も
、
爲

箆

の
嚢

握

は
誓

醗

の
響

化
し
・
蓮
莞

渠
紀
些

究

六
年
壬

万
後

藩

天
謹

ひ
モ
か
に
憩

毒

じ
τ
麗

醤

院
の
舞

吉

告
琶

塞

せ
ら
れ
忍

ら
、
後
皇

-
蓬

二
代
蕊

て
痙

許

ゆゆす

ロノゐウ

てヴ

サ

天
昼
,
元
巾
九
年
田
十

51
京
都
に
諏
幸

せ
ら
燕
稜
小
松
天
坐
に
帥
器
を
麟
ら
れ
る
ま
で
五
十
七
年
間
を
言
ふ
。

⑳

轡
q聯
韓
宮

育
幣
張へ
吐
,
祭
帥

後
醍
醐
天
盤
。

に
じ
め
吉
水
院
に
天
鍛

の
御
球
影
を
影
祀
し
海
の
を
、
明
清
七
年
吉
水
沸
肚
と
し
,
非
五
年
耽
殿
を
敗
め
,
大
正
七
年
現
庄
の
名
蔚
に
改
・

層

柄
し
た
も
の
で
あ
る
"

Φ

湘遅
王
盆
と
ム邸
瞼
門竃
寺
地

噸

行
容

ぬンノワゴカ

鯉
王
堂
は
血
輪
王
寺
(
金
峯
山
寺
)の
本
定
で
め
》
、
・縦
小
朔
ゆ
鯛
建
と
晋
犀
れ
.
天
ムロ家
の
寺
で
φ
る
。

盲
野
血【が
慶
皿上
に
礁
君
「な
る
も
既
の
金
翫
炉由【珈
が
あ
つ
た
が
獄
「で
あ
り
.
禽口野
「史
跡
の
中
心
も
又
此
塵
に
あ
る
の
で
あ
る
o

,
';

a
,
巾
古

0
頃
か
ら
修
行
燭
と
し
て
尉
名
に
な
p
,
吉
野
穴
衆
と
云
つ
て
倫
坊
百
膝
院
に
及
び
、
巫
々
京
都
に
上
り
強
訴
し
た
ζ
と
が
あ

る
o

、
5
,
迅
賦
中
興
に
は
動
王
の
軍
を
起
し
元
弘
三
年
羅
艮
親
王
を
迎

へ
て
蔵
王
堂
に
報
つ
て
蔵
ひ
、

・

『

延
元
四
砿
-後
殴
醐
天
塩
渦,
行
布
所
を
此
の
寺
巾
に
常四め
ら
れ
,
五
十
七
卑
閲
由
口…罪
,朝
賭
の
あ
つ
た
婬
で
あ
る
"

ロ
ゴ

　

d
,
正
平
三
年
凪
纏
の
襲
ふ
所
と
た
ウ
,
伽
皇

?

繍
柴
し
,
今
の
識
王
紫
は
豊
臣
秀
吉
が
再
典
し
な
も
の
で
あ
る
。
特
坦
保
硬
難
砲
物
.

で
東
十
9
守
占八佛
皿
に
訳
ぐ
山く遮
築
で
あ
る
σ

しじ
い
サゐビ

ほ

nV

触
曾
噸埜

マ

⊥不
な
陸
顛
童
瞬
馳戯
晶買
で
浮
土
{欺
の
寺
で
かの
る
q

疋
華
三
隼
樒
木
蔦
行
四
帳
殴
に
向
か
ふ
に
際
し
,
騎
士
の
名
を
轟
の
描
去
艇
に
記
し
、
賞
の
板
壁
に
覧

ロ

ワずワさロ

近
ら
じ
と
か
ね
て
思

へ
ば
梓
弓
な
き
数
に
い
る
名
を
ぞ
と
じ
む
る

(太
不
・記
岩
一
一十
六
)

と
計
世
の
句
を
題
し
た
の
は
有
名
な
踏
で
あ
る
o

ゐく
のり

.⑤

吉
野
水
分
騨
駐

a
,
穣
分
軸
敬
コ
山
遊
り
分
水
嶺
に
多
く
あ
る
軌
で
,
公
挙
に
興
の
鮒
の
人
肉
に
水
を
分
紀
ず
る
水
分
勃
を
ま
つ
、、
た
も
り
で
あ
る
。
欝
に

飾
】

.口

・
π

・一
五
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創価教育研究第2号

資料G一 ②

授業のための教科書研究新国語6

一部 文学の擁みの指

ω

題
名
の
鎮
み
か
ら
露
品
そ
の
ぞ
く

「騎
士
」
と
い
う
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
文
宇
の
う
え
か
ら
隔
に
果
O
て
い
る
兵
士
と
い
う
想
像
が
つ
く
こ

と
で
し
ょ
う
,
空
に
う
か
ぶ
は
ず
の
な
い
騎
士
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
迎
名
が
付
け
ら
れ
た
の
か
、
空
想
的
な
、
絵
園
的
な
場
面
が
予

葱
さ
れ
る
と
恩
い
ま
す
騨
笑
は
そ
ん
な
想
像
を
ふ
ま
え
て
茂
み
遡
め
る
と
.
吸
争
の
中
の
魂
翼
の
す
さ
ま
じ
さ
、
冷
厳
さ
が
ド
ス
ン
と
重

み
を
加
え
て
の
L
か
か
っ
て
き
ま
す
,
本
文
の
中
に

「空
に
う
か
ぶ
騎
士
」
が
だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
出
て
き
た
晦
、
改
め
て
考
え
な
ま

の
も
ヤ
も
　
モ

と
め
る
と
し
て
、
題
名
続
み
の
時
は
モ
れ
程
深
入
り
し
な
い
で
、
作
品
を
の
ぞ
く
理
度
で
ょ
い
で
し
ょ
う
.

ω

時
代
的
背
景
の
縞
拓μ

冒
瞬
の
書
き
出
し
凄
読
ん
で
み
ま
し
ょ
昌死

リ
ヤ

作
者
は
、
「あ
の
南
北
戦
争
が
始
ま
っ
た
・…
:
」
と
言
っ
て
、
読
み
手
が
当
然
甫
北
戦
争
セ
知
ウ
て
い
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
.
七
か

し
、
五
年
生
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
子
が
何
ん
の
た
め
の
敬
争
か
地
球
の
裏
側
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
鳶
と
北
と
の
分
か
れ

が
わ
か
ら
な
い
と
、
父
と
子
の
溺
離
、
父
と
子
の
生
死
の
瑚
謹
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
.
参
考
ま
で
に
次
の
よ
う
に
簡
単
に
述
ぺ
て
お
き
ま

究①
干
九
世
紀
の
半
ば
頃
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
は
、
商
工
業
の
北
部
、
大
農
場
の
南
郎
馬
自
営
農
民
の
函
部
と
三
地
域
の
特
色
が
は
り
き
b
し

て
き
た
。
北
邸
と
南
都
の
産
業
の
違
い
陰
、
園
の
政
策
の
も
が
い
と
し
て
世
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な

った
.

②
南
部
-

大
地
主
が
ア
フ
リ
カ
の
鳳
人
奴
れ
い
を
使
っ
て
大
農
場
を
経
営
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
輪
出
し
、
工
業
製
品
を
輸
入
し
て
い
た
,

自
由
貿
易
を
主
張
し
た
り
、
各
粥
の
自
治
担
を
奪
重
す
る
地
方
分
権
を
の
ぞ
ん
だ
。
こ
れ
が
艮
主
党
で
あ

っ
た
。

③
北
部
ー

産
業
革
動
が
す
す
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
製
晶
が
安
く
は
い
っ
て
く
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
貿
昌
を
の
モ
ん
だ
。
国
内
市
場
を
聴

一す
る
た
め
に
中
央
粟
権
を
の
モ
み
、
労
儲
力
の
確
保
と
市
場
の
依
大
と
い
う
点
で
ど
れ
い
解
放
を
ま
張
し
た
.
こ
れ
が
共
和
党
で
あ

った
。

こ
の
対
立
が
甫
北
戦
争
で
、
リ
ン
カ
ー
ン
が
ど
れ
い
解
故
を
宣
言
し
、
北
部
の
弱
利
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
黒
人
閻
竃
は
今
で
も
ア

ノ
リ
カ
の
大
き
な
謀
西
と
な
っ
て
い
る
軸

ζ
の
よ
う
な
考
え
方
の
相
異
か
ら
、
父
と
子
が
南
と
北
に
別
れ
て
戦
争
す
苓
と
い
う
環
葵
が
ど
う
い
う
結
棊
を
も
た
ら
す
か
ー

冒
諏

文
に
よ
つ
て
す
で
に
伏
繊
が
し
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
知
餓
だ
け
で
処
理
で
き
な
い
紹
分
は
、
教
箇
の
補
足
に
犠
り
理
廓
を
漂
め
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
σ

㈲

里
要
な
廷
務
の
重
蛋
性
モ
つ
か
心

ー

P
鵬
こ
の
援
士
は
、
重
要
な
任
務
に
つ
い
て
い
た
が
ら
、
ね
む
り
こ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
.
見

⑦

付
け
ら
れ
た
ら
℃
当
然
、
じ
ゅ
う
穀
さ
れ
な
り
れ
隊
な
阜
な
い
・

p
m
・…
・・と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
き
欧
な
堵
所
の
窺
の
中
に
、
現
左
、
北
軍
の
五
便
漣

⊃,
ー

⑰
1

く
れ
て
い
る
の
だ
・
…
…
今
、
た
の
み
に
な
ら
な
い
歩
L
濫
う
ボ
ね
む
っ
て
い
る
山
を
…
・.◎

見
付
け
6
鵡
た
ら
当
然
じ
晒
う
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
程
の
重
要
な
任
葺
i

そ
れ
は
ど
ん
な
任
嚇
な
の
か
。
谷
底
の
羅
O
中
に

北
軍
の
五
個
運
隊

(二
、
三
子
人
位
か
V
が
作
戦
上
か
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
す
っ
か
り
山
に
囲
ま
れ
た
谷
の
地
形
は
、
入
ロ
さ
え
お
さ

え
ら
れ
る
と
藺
単
に
兵
垣
攻
め
に
し
て
屈
服
さ
せ
ら
起
る
培
所
な
の
で
す
。
北
軍
の
兵
の
生
命
が
こ
の
歩
し
ょ
う
の
守
り
に
か
け
ら
江
て

い
る
の
で
す
。
大
礒
な
埴
点
に
い
て
、
大
事
な
兵
の
生
命
を
背
に
担
っ
て
い
る
と
い
う
甚
祷
の
軍
さ
を
こ
こ
で
十
分
読
み
と
ら
せ
た
い
も

.の
で
す
。
だ
か
ら
、
す
ら
す
ら
と
筒
写
を
衆
避
り
し
て
茨
ん
で
し
ま
っ
て
は
維
品
の
主
鰹
に
腰
迫
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
う
ま
す
。

し
か
し
.
1

の
部
分
で
は
カ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
な
人
閲
な
の
か
、
ど
う
し
て
そ
の
急
迫
し
た
場
に
い
る
の
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
番
最
初
の
文
章
で
、
ド
バ
ン
と
作
晶
余
体
の
山
場
を
も
っ
て
き
て
い
ま
す
.
作
品
猜
成
の
巧
み
さ
を
殊
わ
わ
せ
る
の
に
好
適
か
と
思
い

ま
ず
.
④

橘
寓
文
か
ら
内
面
を
き
ぐ
乙

P
勘
か
ら
P
m
L
3
ま
で
は
.
作
者
が
ぐ
い
ぐ
い
と
力
強
い
箪
力
を
も
っ
て
場
面
壱
説
明
し
、
翫
み
手
を
引
張
っ
て
い
き
ま
す
.
適
り

56

文学の蔵みの書踵專
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教員用指導書東京書籍

,

,

ヒ

ロ
シ

マ

の
う

た

郎

,

麟
年籔の内容

今Σ
西に

祐吝
行宝

 

一
人
称
で
語
ら
れ
て
い
く
。

わ
た

し
は
そ
の
と
き
、
水

文
体
の
特
色

兵
だ

っ
た
の

す
。

広
島

か
ら

三

ロ
ば
か

・
り
は
な
れ

一
募

山

の
中
で
、

趣
戦

隊

萄

を
受
け

て
い

た
の

て
す
。

し

て
ア
メ
リ

勿
げ
ん
ば
く

カ
の
飛
行

が
原
爆
を
落
と

し
た
日

夜
、
七
日

の
午
前

三
時
ご

広
島
の
町

へ
行

っ

た
の

す
。

町

の
空
は
、
ま
だ
燃
え
続

兵
隊
さ
ん

の
こ
と
を
思
う
と
、
だ
ま

っ
て
い
ら
れ
な

ー
て
、

放
送

局
に
お
願

い
し
た
の

水
兵

5le

oD
「海
軍
陸
城
隊
」を

略
し
た
客
い
方
,

海
軍
が
.
陸
上
で

の
戦
と
う
の
た
め

に
椙
成
し
た
軍
隊
。

ロ
くな
る

働
原
子
爆
弾
が
広
島

に
投
下
さ
れ
た
の

は
、

一九
酉
五
年

八
月
六
日
午
前
八

時
十
五
分
。

　
53◎

で

し

た

。

.

.

畠

の
場
面
豊

ね
合
わ
芋

み
る
・

も
　

あ

の
と
き
、
わ
た
し
た
ち

は
、

そ
れ
ほ
ど
気
に
も
し
な

い
で
、
ま
る

・

の
よ
う

累

ち

ん
を
矛
か
り
ま

た

が

駅
に
行

っ
て
も
、
ど

こ

へ
行

っ
て
も
、
赤

ん
ぼ
う

は
引
き
取

っ
て
も
ら
え
ま

ん
で
し
た
。
わ
た
し
た
ち

は
、
遠

い
親

類
を
た
よ

っ
て
、

,

型
印
制
ま
で
行
く
と

こ
ろ
て

た
。
そ

の
廿

日
市

へ
行

っ
て
も
、

だ
れ
も
相
乎
に
し
て

く
れ
る

人
は
あ
り

ま
せ
ん
て
し
た

』
何
物
の
よ
う
に
預
か
っ
た
し

そ
の
う
ち

に
、
↑

こ
の
㌔
蕪

構
囎
、化
ヒ
濁

ま

か
わ
り
よ
型

た縫

職
叢

鍛

饗

翫
臓

僕
あ
の,ミ
コ

 
そ
れ
で
、
名
前
も
同
℃

ヒ
・
子
に
し
て
、
今

ま
で
育

て
て
き
ま
し
た
。

を
は

い
て

ん
だ

の

す
。
主

入
は
広切
の
工m
し
よ

う
に

勤
め
て

調、
ラ

罫
、

 

聯

,

カ
ド

ン
の
電
に
は

ま
.
…
当
た

て

.①
現
在
の
広
島
県
廿

日
市
市
。
広
島
わ

ん
の
西
岸
に
あ
る
。

くお

②
広
島
殊
呉
市
の
池

名
。

③
昔
、
陸
軍
や
海
軍

に
所
馬
し
て
共
器

な
ど
を
製
造
し
た

工
場
。

原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ

650

つ
と

め
6

國
つ
と

2
蚤

キ

ン

ψ

鉾

苧

躰望
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岩波講座国語教育

小
那
輿
頴
瀕
牟
榛
ムn耶
寛

壱
九

海
ら
ふ
凝
瑚
に
向
ふ
で
あ
ら
う
●

盛

考

飛
行
樋
の
一弧
明
の
握
跡

翼
夙
師
勲
霧
の
橘
話
が
,
冒
朔
に
出
τ
ゐ
ろ
が
、
こ
れ
ー1
日
木

λ
の
天
掌
的
な
画
の
閃
世
を
示
し
て
ゐ
る
.
何
赦
な
ら
ば
,
人
囲

の
窪
れ
辱
滑
山定
機

(グ
ク
イ
ダ
「
)
の
研
究
が
り
、
轟
ソ
ク
ー
ル

に
よ
つ
て
着
乎
さ
仙
た
の
は
、
今
か
ら
四
・
五
十
弗
前
で
あ
つ

て
」
難

だ
げ
は
し
口
*
人
の
方
が
邊
か
に
先
ん
じ
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
6

し
か
ー
歴
悲
し
い
か
な
や
工
県
的
背
景
を
全
熔
痔
り
て
ゐ
な
か

つ
六
"
-不
守
陸
」
こ
の
瀞
想
が
質
際
化
さ
れ
な
か
4
た
。
そ
し

て
-
罵
吊
的
顧
魂
に
恋
ま
恥
で
浮
左
鼠
未
人
の
手
に
ぷ
つ
て
飛
行

機
の
螢
切
が
質
現
さ
轟
た
ゆ
で
訪
る
馴

抑
レ
飛
軒
一槻
が
春
・H
の
形
駕
で
質
現
這
"
る
ま
で
の
厩
史
'を
悶

覇
す
る
5
-
濃
酪
は
可
域
"
古
い
。
布
典
以
前
ス
は
以
競
の
襲

も
の
で
あ
93
た
が
覧
二
"
に
ん
V
椛
門上
の
設
計
に
絡
4
た
9
こ
の

　
個
の
天
掌
が
謎
つ
た
方
胸
に
一
ル
を
賄
み
出
し
た
た
め
し
そ
れ

以
後
一
八
〇
〇
醸
に
到
る
ま
で
,
飛
術
の
研
究
と
黛
へ
ば
樹
し
の

粥
架
醐
の
静
究
に
饗
蒲
し
て
ゐ
た
,

大
岨貌
こ
め
湯
喰
血
ハは
槻
慎
的
に
見
て
茜
だ
熊
嬉rの
氏
い
も
の
で

あ
つ
て
,
冷
ーー
ま
で
、
ご
く
小
さ
い
椅
姫
以
外
に
偲
ん
濃
右
の
は

}
つ
も
な
い
。

黙
汽
樋
瀕
の
獄
明
が
一ヒ
バ
O
寧
、
最
初
の
汽
堆
が
き
つ
た
の

が
一
八
一
〇
布
で
あ
る
か
ら
,
こ
の
頃
に
欺
る
と
、
殴
洲
に
賦
大

部
エ
學
が
跡
盈
え
て
來
な
。
そ
し
て
,
…
八
七
〇
年

(剛
晴
初

年
)
に
ら
た
る
と
,
航
勲
の
舵
の
研
究
か
ら
、
永
叉
は
塞
氣
が
罰

に
常
る
卒
棋
の
株
筋
鮎な
ど
が
叫
城
軸
明
か
に
赴
つ
て
雫
た
。
と
れ

ば
又
。
飛
"
機
の
麗
の
燃
竹
の
糾
崩
に
一
大
尭
明
を
吼、へ
た
も
の

で
あ
つ
拠
。

こ
轟
よ
駐
前

一八
四
二
酷
・に
は
、
離
鵬暇
の
ヘ
ン
ソ
ソ
が
二
つ
の

ゾ
"
ベ
ラ
を
捧
つ
皿
曲茶
槻
の
置
漸
降
川
し
て
屈
り
.
…
八
七

一年

に
は
馳
7
ワ
ン
ス
の
色ヘ
ノ
ー
静か
儲…珊
に
於
て
み[日
の
楕
刑
山媛
行
姫
匹

と
寸
分
掩
瞳
ぬ
も
の
セ
仲
4
て
二
胃
栄
も
飛
ば
せ
て
括
せ
た
,
こ

錺
三

飛
行
織
の
翼
働

三
八

小

刈

太

一

耶

な
ど
は
、
こ
の
際
陶
題
外
と
し
、
又
寝
氣
隷
、
雇
行
礁
侮
、
寂
氣

よ
り
偶
い
所
瑚
傑
航
鑑

に
考
へ
な
い
こ
と
に
し
て
,
以
下
蓮
ぺ

る
欝

饗

オ
ー

ヲ

ブ
タ
ー
)・
禦

鍵

グ
,
多

-
),
鷺

行
擾
等
の
策
藻
察
捷
捉
け
を
袖
ず
る
こ
と
に
し
て
も
し
寸
π
世
記

に
皇
で
罰
ら
点
ば
な
ら
な
い
盈

u凶触3,

帥
》
,
先
づ
最
初
、
島
の
溌
び
方
な
忠
貫
に
模
儀
」
て
,
刑
廓

を
し
て
飛
ば
う
と
い

矧

ふ
羽
取
與
が
レ
ォ
ナ

dン

ル
ド
・ダ
・ヴ
ィ
ン
チ
に

け

よ
つ
て
暇
計
さ
れ
な

11耶

の
が
瞬
麗
一
四
九
漏

例

年
2

と
で
あ
る
・

島
の
詳
し
い
解
朝
県

的
研
究
の
篇
渠
得
た
と
恩
怯
九
る
モ
の
暇
酔
敵
、
町
収
1ー
巧
籔
海

(一 【r八一)協 錠冴 唖風 一ノt

潤 厄,ド*は 躍

れ
が
そ
の
頃

「人
徳
&

と
寧
ぼ
鵡
て
大
許
祠
に
な

つ
た
の
で
あ
る
自
,】
の
牛

未
に
足
り
な
い
枚
型
肱
「

お
艇
盤
し
な
い
で
飛
ぷ
℃

現
霜
の
形
鎧
の
衆
行
槻
43

沁
駆
滑
と
し
て
注
目
す
ぺ

き
ら
の
で
あ
る
噂
ヒ
の
値

畑
hの
回燃
勧
の
忙
ゴ
幽
紐
で

あ
つ
て
,
こ
轟
で
そ
の
畷
も
う
脅
繭
μさ
仙
て
ゐ
涯
納
の
プ
ロ
ベ
ラ

と
同
じ
形
の
小
ブ
ーー
ベ
ラ
を
廻
し
て
推
通
力
を
得
る
と
い
ふ
仕
掛

け
で
あ
つ
た
.

ド
イ
ツ
O
オ
一
ト
ー
・リ
、
エ
ソ
タ
ー
ル
陰
こ
の
工
學
的
扮
田燐
の

血
か
に
,

一氏
円
八
隼
尭
払
た
の
で
あ
る
が
、
雄

の
軍
か
ら
電

飛
行
の
研
魔
に
志
し
て
、
陛
摂
工
場
に
娃
師
と
し
て
働
き
た
が

・レ
,
多
勲
の
椅
刈
隔を
作
つ
た
。
"
め
匪
や
は
り
、
勿
撃
槻
の
筋
幅迦

に
陥
つ
て
ゐ
た
が
,
一
八
七
二
ね†ド
イ
ツ
の
占髄
名
瓶
川鴨
理
艦
¶者
へ

.
ル
ム
ホ
ル
ツ
が
剥
寮
の
納
果
,
羽
寮
樋
に
瞳
聯
楽
が
血
い
と
断
兜

胃…《
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尋常小学国語読本取扱の真髄

{

一
揮
零
小
學
印
田
駿
*
取
晃
の
風
儲

燈
+
一

・

.

.
カ

ー
,

太
隅
Φ
距
離
を
知
れ
ば
崇

が
　
馨

讐

森

黒
皇

で
蕗
琴

・
距
離
壽

蕩
著

こ
と

賦
慰
昌
で

あ
る
。

装

の
儀
ど
地
褒
冨
"
於
て
藷
物
謹

の
落

下
ず

蚤
距
織

と
を
地
較
↓

.

て
地
慮
・の
質
激
と
太
瞬

の
賀
量

と
の
比
を
求
の
る

こ
と
が
出
奈

る
。

Z
メ
フ
丸
ム
」

昌
ー

カ

(
の
尉
算

に
ょ
る
と
軸
の
比
は
三
う
三
属
=
"
千
倍
で
あ
な
。

此

の
伍
之
嘱

に
興

へ
覚
買
'

直
径
と
。
よ
つ
・
査

・
比
重
叢

め
6
董

藷

苛

透

言

沓

比
ル
三

西
と
ゴ

な

る

6

.

・

・

ゆ

り

め

る

ロ

太

隔

の
'自

縛

,

,

,

太
防

の
自
輪

は
誰

の
表
面
に
現
毘
し

て
ゐ

る
黒
粘

に
よ
つ
七

隅
均
あ

餓

る
暖
密

る
に
此
蓮

,
麟

は
決
し

て
翠

純
の
も
の
で
は
な

い
。
.
赤
壇
附
近

に
あ
る
黒
廟
は
此
較
的

に
残

ー
爾

轄
も

サ

ロ

ヒ

コ

ド

ヒ

の

セ

サ

　

ロ
ロ

ロ

サ

こ
れ

に
よ
り
τ
自
縛
遜
期
を
求

め
も

と

串
均
二
+
凶
目
雫
を
得
ガ

窟
.三

σ
埠

㊨
副
壌

附
近

コ

ヒ

ヤ

ロ

レ

ロ

ロ

に
,在
δ
贔
魅

に
よ
れ
ば
挙
均

二
十
六

洞
6

を

褐
ガ
κ
の
現
象
を
赤

道
加
遽
ど
濡
す
も
、近
層年
又

舜
光
器
を

慮
用
し
ボ

陽

の
衷

面
の
窟

西
噸

掛
に
於
刷
る
魂
繍
上
遼
嵐
び
澄
を
測
症

し
で

同

ゐ

ロ

ロ

薦
遼
度

を
虫
め
る
力
法

が
行

は
れ

る
。
薯

の
賭
果
は
熱
鮎
か
.島
得
鋼
も

の
と

大
差
仙
ガ

い

,
太
陽

の
赤
血

は
地

球
の
軌
磁

面
と
七
厘

一
五
分
の
傾
斜
を

な
し
、地

雌
内

t
入
乃
臆
毎
卑
六

月
囚
.H
及
び
十

二
月
六

臼
嵐
で
あ

る
。
六

月
四
日
以
後
孚
年
の
・閲

拭
索
購

の
北
趨
を
見
裕

の
雫
年
閥

は
典
の
南
掻
を
見

る
。

.

如
隙
廊
伽
脚
愈

.

?
9

,

,

9

吾

人
の
麗
得

べ
き
太
腸

の
表
面
を
光
球
と

鵜
す

る
。
光

球
臓

一
楼
に
張

勲

な
光
を

以
て
揮

く
や
う
に
見
え

る
が
鼓
大

し
て
之
を
橡
す

る
と
共

の
中

心
を
麗

る
に
誌

つ
て
次
第

仁
光
炭

,

・

を
猷

じ
」且

つ
こ
れ

に
熟

蹟
臼
紋
及
び
無
撤

の
粧

の
存
す
る
.を
見
6
、
此
の
中

で
,最

も
馨
し

.

"

い
の
に
黒
鮎

で
あ
る
.

共
の
大
小
形
賦
不
定

で
皐

欄
な

も
の
も
あ
れ
ば
詳
を

な
し

て
ゐ

る

ら

甲

も
の
も
め
る
。

見

ゆ
る
期
閥
も

㎡
定
し
な

鴇

、
儀

か
に
激
時

閥
で
沼
滅

す

る
の
毛

あ
れ
ば

激

箇
」月
に
亙

つ
て
見
え
る
も
の
も
あ

る
。

烈
識

の
中
央

に
於
"
る
曙
贔
な
部
舜
を

最
瞬
部

の

ヒ

コ

と
鵡
し
.周
隅
の

薄
曙

い
蒲

分
を
孚
随
部
と
瑚
す
る
。

最
暗
部

の
太
.さ
は
小
な

る
も

の
ー1
肛

擢
=
一
三
百
門里

よ
㌧
・ス
は
二
寓
咀
噌
に
及
び
が
†
婿
掘
即
は
時
に
占
ハ
芭
π
艀
自
に
h理
す

る
も
の
が
め
る
。

瓢
跳

の
大
き

な
も
の
は
肉
胆
で
も
見

る
こ
と
が
出
來
る
。

昂

脚

ま

爾

・

'
七

,

如 しているか他項 目に

で混ざり合って しまっ

 

欠

中

が

の

説明 自体

共通項 目

全体的に 『推理式』以外の参考書は独立項 目が少なく、

混在化 し、一体化 して しまっている傾向が強い。或いは、

て い る 。
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創価教育研究第2号

特にく本文解釈〉(56頁 一57頁 「項 目一覧表」、a～iま での項目を指す)は 、本文を解釈す

るうえでのベース となるものである。この部分での説明不足 と他項 目との混乱は、根を断ち切

られた植物のように、成育の進度を遅 らせ、ただ枯れるのを待っばか りとなる。これを充分理

解 し、ま とめ られなければ当然本文そのものを把握できない。よって、その背景 となる参考文

も意味を成さなくなる。

また、『推理式』以外の参考書には〈a～iの 本文解釈〉と〈rn～qの 参考文〉との混在化が

頻繁にみ られる。 しかし、〈59頁 一60頁 、項 目m～pま での記載状況〉で説明 した とお りく参

考文〉内での混在化は本文の内容によっては時には必要である。

以上、二者の混在となるとただ混乱を招 くばか りである。 どこまでが単語 ・文章解釈 ・鑑賞

で、どこまでが参考文なのか全く判然 としなくなる。

例えば、〈語意説明〉で語意を記憶し、自ら文章解釈を試みてく文章説明〉で模範 となるそ

れ と照合 し、誤 りを正す。段落をまとめてみてく段落説明〉との相違を学習する。このような

段階的学習の発展が学力を伸ばして行く。

しか し、この秩序が崩れ、語意と地理説明が混在化した り、宗教説明と語法が一体化してい

たのでは何をどう学べばよいか解らず、ただひたすらまる覚えするしかない。さらに、語意 ・

文章説明もな く急に段落の解釈からは じまって、鑑賞 とも歴史説明 ともっかぬ解釈へ移る。こ

れでは、礎石もないところに高層ビルを建てるようなものであり、その建造物も7階 と30階

が一体化 しているような実に奇妙なもの となる。漠 としたく国語〉そのものが立ち現れる。

学習指導参考書が以上のような状態であるからこそ、それに準ずる授業も漠然としたものと

なる。よって国語は算数に較べ、「取 り留めがなく、はっきりしない」 との烙印を押される。

これを学ぶ側から見れば、「整理 して理解できない」の一言に尽きるだろう。仮にそのよう

にしようとしても、小学校6年 生の能力では どうま とめてよいかわからず、困惑して最終的に

は放棄する可能性が高い。国語嫌いを招 く要因のひ とつになりかねない。学習参考書で考えて

みれば、この現象はさらに増幅する。

かろうじて教員が指導書をま とめるとして も、個人の力量に偏頗が生まれ、授業格差を呈す

ることとなる。決 して国語に限ったことではないが、科学的な学問の領域に 「いい先生に当た

った、当たらない」等の非科学が横行する。

いずれにしても、これらの参考書は項 目の視点を欠き、項 目秩序、戸田が 「序」で述べてい

る文章観が破壊されている。

これに対 し 『推理式』は、〈③項 目記載状況(参 考文)59頁 〉で述べた通 り〈文章解釈〉に

おける段階的秩序が整い、意味のない欠損、混在、混乱は皆無 といってよい。 また、参考文

との混在化もほとんどない(56頁 一57頁 、項 目一覧表参照)。

ただく参考文〉内の混在化は見られる。しか し、先述の通 り、ある程度のそれは、本文を生

きた内容 として理解するために必要である。 とは言っても、もとより、分析的理解をするため

の独立項 目は整っている。また、独立項 目と非項 目とのバランスが絶妙でどこまでも本文の主

旨に従っている(3)。 参考文で全て機械的に段階化することが必要なのではない。基本をなす

〈本文解釈〉の段階性 と、〈参考文〉における流動的重層性が重要なのである。〈参考文〉は

本文に適応する流動性をもちながら、軸 となる重層的な枠が保たれることが、秩序を維持 しな

がらも生きた理解を可能 とするものになる。『推理式』以外の参考書になく、『推理式』に顕著

にみられるのがこの点なのである。
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皿.文 の四要素

文 を 「作 り」、 「理解」 し、「推理 」す る うえで重要 な要素 は

1.語 意

iii.類 義 語

血.対 義語

iv.語 法

〈「文法事項」 もこの要 素に入 るが、先述 した とお り本論 では文 法内容 は割愛 し、後 に論

じたい。(57頁 、項 目一覧表表記説 明参照)〉

以上 の四点であ る。

i.語 意

文の最小限の単位は 「語」である。この 「語」が充分理解できなくては、作文は愚か読解も

適わない。実際、多くの子供に(子 供のみ とは限らないが)語 の意味を質問すると大抵の場合

正確に答えられない。だからといって彼 らが語を全 くイメージできないのか とい うと、そ うで

はない。突き詰めて聞かれると語意を説明できないのである。ここに〈解っているようで実は

解 らない〉という状態が表出すう。

以上のように基本 となる語意がズ レていたり、不確かなままだ とその上に成 り立っ文、文脈、

段落、論旨、趣旨等は全て漠然 となる。だから本を読んでも 「わかったようで、で も、わから

ない」という読後の印象を持つようになる。実際、このような印象を持っ子供は決 して少なく

ない。

このことから、作文力、読解力不足 とい う状態をまねいている原因の核をなす ものは、「語

意力」の低下と言えるだろう。実はこれは最大の盲点である。

小学校教育においても、辞書を引かせ ることはあま りしない。語意の説明などはなおさらし

ない。基本軸をおろそかにして、ひたす ら文の解釈や段落研究、テーマの追求に躍起となる。

これではあきらかに本末が転倒 している。著者が序で述べるところの 「文章観」は、その基礎

において破壊されているといってよい。

以上のことから 「語意」は国語教育にとって不可欠の要素となる。

ii.類 義 語iii,対 義 語

「文 を理解 し、文 を作 る」 とは何か。語意認識 を除 く と、要は、簡明に言って しま えば 「語

と語 」「句 と句」「文 と文」をいか にっ な ぐかである。この 「つ なぎ」の働 きをす るものが類語 ・

対 立語 と 「主 ・述 ・修飾関係 ・指示語 ・接続語等 の文法事項」で ある。先に述べたが後者 は文

法 となるのでここでは除 く。

Oii.類 義語

まず、解釈の側面からこれを論 じてみよう。

一文を読むときは、どの語 とどの語がいかに関連 しているか。瞬時に、あるいはゆっくりと

理解していく。いわば、「係」の作業を無意識的に行っているといってよい。

英文を初めて和訳 したときのことを思い浮かべてみれば、それはわかる。

次に前文内容と後文のどこがっながるかを捉えてゆく。語句がなければ意味は発生しないの

だから、これも前文の語句から立ち現れる意味と、後文の語句の意味との共通点(関 連性)を
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探 して行 く作業である。ただし、その速度には当然個人差がある。

確かに読解は一般的には文同士のイメージでっないでいくように思われる。 しかし、文のイ

メージは、文 を構成する語句がなければ生まれないので、文のキーとなる語や句がそのイメー

ジを決定する。 よって、前文のキーワー ドと後文のそれ とが関係、或いは類 していると認識 さ

れれば脈絡は理解できる。けれ ど、両者の関連性(類 似性)を 捉えることができなければ、そ

れは破綻をきたす。っまり、前後文のイメージがっながらないと言 うことになる。イメージの

連鎖は、実は類義語 ・関連語の連鎖にほかならないのである。ただそのように思えない理由は、

語句の意味(イ メージ)の 形は、語句そのものの形 と異なるので、語句とは違 う別のイメージ

がつながりあっているかのように錯覚 してしま うからである。

イメージ連鎖を語句に翻訳 してみれば、それは全て文中でキーとなる語句の連鎖即ち、類義

語句、関連語句の連鎖 となる。

文脈や脈絡を解剖すると、以上のことが明らかになる。

〈文 〉〈段落 〉〈全体 〉は、類義語句、関連語句の連鎖によって理解 され充分に把握 される。

よって、類義語 ・関連語は文章理解の核 といってもよい。ちなみに類義語を発展したものが関

連語(言 い換え語)で あるから、その点において 「類義語」は文章理解の心臓部 となる。

次に、作文の側面から考えてみる。 これについては解釈 とはベク トルを逆向きにしたものと

認識 してもらってかまわないだろ う。 よって詳説は除く。

次に推理力 と類義語 との関係にっいて論 じたい。

かって、外山滋比古氏は、メタファーこそが推理 ・発想力 を育成すると説いた(『 かた りべ

文化』)。未知なるものを既知に結び付けて推理する。 この結び付ける働きをするのがメタファ
ーである。メタファーは類似表現であるから、類義語はこの基礎 をなすものであると言える。

よって推理す る力の基本と位置づけることができよう。

Oiii.対 義語(反 対語)

文の関連性は〈類似 〉ばかりではなく、それと両極をなす く対立〉もあがる。いわば大概の

文は類似と対立が織 り成すアラベスクのようになっている。特にこの特徴をはっきり確認でき

るのが論文や説明文である。これらのジャンルはテーマAと 対立す るBを 設定し、二者の相違

を説明 しなが ら論を展開す る場合が多い。ちなみに、論理学を代表す る弁証法 も[テ ーゼ

〈←〉 アンチテーゼ]→ ジンテーゼの発展であり、対立構造が基本の一っとなる。 しかし、全

てがこのような構造を持っかとい うと、必ず しもそ うとはいいがたいが、対立(対 義語)が 文

を構成するうえで重要なファクターになっていることはまちがいない。本文 を解釈す るときは

類語のみならず、対義語の連鎖 も理解する必要性がある。

次に推理の側面からみると、物事の道筋を推理する論理学の手法に対立概念は取り上げられ

ている。故に、推理力をつける方法の一つ として対義語は数えられる。

iv.語 法

語法はく推理 ・表現 ・解釈〉の力を養 う。ある 「語」が様々な意味を持ち、様々な状況に用

いられる。この語を充分に理解することは、様々な状況を想像することにっなが り、また、逆

に様々な状況にあった表現をす ることをも可能にする。

さらに解釈においては、その 「語や文」が どのような状況で使われているかが解 り、また、他

の状況 といかに異なるかが理解できる。その点において各状況を明らかにす るためにも、<語
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法〉には各々の意味に適わせた文例が不可欠である。

これをまとめると、〈語法学習〉は以下の力を発達 させることが可能である。

①様々な状況に適応 した正確な表現。

②様々な状況の相違を理解 し、解釈する。

③語によって現れる状況から、他の様々な状況を想像 し推理する。

以上のことから 「語法学習」は、表現、解釈、推理の能力 を育成す るカギとなる。

v.解 釈と推理における四要素の実例

ここでは、解釈 と推理をするうえで四要素がどのように活用されるのか、実際の大学受験の

問題で実例 を示 したい。.(作文における四要素の実例も示したいが、これは膨大な説明 となるの

で別の機会に試みたいと思う。)

)は青山学院大学の入試問題である。
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問四 傍線部(1)の 問題

傍線(1)「 謀殺」の語を広辞苑で引くと

よって

「あ らか じめ計画 して、人 を殺す こと」 とあ る。
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傍線部(1)「 謀殺」=あ らか じめ計画 して人を殺すこと

選択肢 ア 多人数でよ てたかって一人を殺すこと

選択肢 イ きわめて乱 、に人を殺す こと

選択肢 ② あらか じめ計画して人を殺すこと

選択肢 工 行きがか りで罪 もない人を殺すこと

選択肢 オ 相手をだましておとしいれ殺すこと

答えは選択肢 ウ、特に述べることもなかろ う。語意の力である。

傍線部1「 謀殺」の広辞苑の意味が選択肢 ウにそのまま書かれている。これに類 した問題は

他の私大、センター、共通一次、国立二次等で、様々みられる。

②,類 義語

間五傍線部(2)の 問題

傍線部(2)「 由なしごと」=く だらなく、たわいもないこと

選択肢 ア くりかえされた玩具箱

選択肢 イ 琴の出現から消滅までの経験

選択肢 ウ レット以前のハムレット

選択肢 ㊥ 愚 アもつかぬ書き込み 類語

選択肢 オ 彼自身の幻想の行動性

以上、答えは選択肢工。類語の力である。傍線(2)「 由なしごと」を広辞苑で引くと 「た

わいもない、益のない事柄」とあり、「たわいもない」をさらに広辞苑で調べると、「思慮分別

もない」とある。っま り、「愚か」(知恵がた りない:広 辞苑)と い うこと。 これをまとめると

次のような類義語連鎖が生まれ、選択肢工 と直結す る。

イi疹線音β(2)

選択肢 ア

選択肢 イ

選択肢 ウ

選択肢 工

選択肢 オ 彼自身の幻想の行動性

いずれにしても、語意力と類語力である。このような解釈は受験問題には頻繁にみ られ る。
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(反対語)対義語
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‡
の
絵
と
、
絵
の

コか
側
剰
を
撮
っ
た
写
真
が
何
枚
か
並
ん
で
い
た
。
C
[
H
H
目
一。
写
真
を
撮
っ
た
児
童
文
髪
履
の
盲
田
新
一
さ
ん
(立
教
大
教

撰
V
に
よ
る
と
、
自
然
保
護
霊
義
壷
の
ポ
タ
ー
は
、
こ
の
潮
水
地
方
の
、
日
比
谷
公
函
の
ほ
ぼ
百
倍
に
相
当
す
る
広
大
な
土
地
を

モ
・
く
り
具
湘鑑

卑

ナ
シ
・
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
寿

し
て
、
D
[
口

]

と
い
う
。
ポ
タ
蔽

、
縁
警

夙
土
の
霧

で
あ
る
ピ
ー
ダ
ー
ラ
ビ
ソ
ト
た
ち
を
描
く
こ
と
で
、
子
ど
も
撹
に
訴
え
、
モ
の
臼
税
を
ピ
ー
ダ
ー
ラ
ピ
ワ
ト
た
ち
の
風
土
を
守
り

抜
×
た
め
養

・た
の
で
あ
・
・
圃

園
圃

お
と

田
さ

萌

力

本
当
・
話

、。
今
も
、
ポ
タ
ふ

壱

し
た
梨

努

・
録
・
丘
窪

は
、
E
[

]

、
と

い
う
。

縁
を
守
る

も
ま
た
、
子
ど
も
稿
を
失
わ
ぬ
も
の
の
力
わ
ざ
だ
ろ
う
か
。

黛
擢

ゴ

ヌ

ー
藷

團

・朝
昌

翼

天
戸
人
語
」
)

些

所
A

募

て
壕

る
馨

雪

な
も
の
羨

の
中
か
ら
馨

・
記
号
馨

え
よ
・

ア

も
モ
の

ま
の
形
で
残
さ
れ
て
い
る

イ

・ノ
ゥ
サ
ギ

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
や
リ
ス
や
鳥
が
、
ポ
タ
ー
の
世
界
そ
の
ま
ま
の
姿
で
遊
ん
で
い
ま
ず

ウ

土
や
建

の
保
簑
を
は
か

¶
た

・.二

・
し
9
の

の
ア
リ
ス
が
い
腫

あ
の
湊

な
ウ
サ
ギ
、
ギ

タ
ー
フ
ピ
,
ト
が
い
た

.

・

オ

n
議

と

写
真
と
が
み
ご
と
に
符
合
し
て
い
る

・

噛

関
二

部
ω
は

具
舘

に
は
何
を
指
し
て
い
る
か
。
文
中
の
語
句
全

を
用
い
馨

え
よ
。

問
三

淫

の
よ
う
な
糞

で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。
次
の
中
か
ら
董

当
な
も
の
を
馨

、
記
号
馨

え
よ
。

ア

め
る
話

っ
て
図
か
せ
る
よ
う
な
話

⑤ イ

ど
も
に颪
圏

Ψ
し
た
話

お とぎ話のようだ㊥ 本当の話だ。(b)

で接続 されている「が 」逆接の接続助詞は 、「本 当の話 」と文末「お とぎ話 」(b)傍線部

ので対立。

「本 当の話」

 

⇔
「お とぎ話」(b)傍線部

はく非現「お とぎ話」その逆である実にある真実の話〉の意だから、

「本 当一 舟支白勺}こ仁よ
〉 とい うことになる。プラス内容)ちた楽 しい話、

 

現

満

とはく「本 当の話」

(夢に実の空想的な話

が指す ところはあきら(b・)傍線部(マイ ナス内容)と 考 え られ るが、「嘘の話」の逆は、の話」

こち らの方 が正 しい。かにプラス内容なので、

ら
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創価教育研究第2号

よ っ て 、

人 屈を魁、 話

子供に責 てきかぜ うな話

答えは選択肢ウ

確かに選択肢イには傍線(b)の 類内容が含まれている。だが、この本文で、傍線(b)は

「本当の話」の逆内容 として捉えられているので、「空想性 ・非現実性の強い話」となる。選択

肢イ 「子 どもに語って聞かせる話」は、全て 「空想 ・非現実の話」 とは限らない。現実的な道

徳の話等もある。ゆえに、「空想 ・非現実の話」(傍線部b)が そのまま書いてある選択肢ウが

答えとなる。ただ、そのままといっても 「空想的」と 「話」の対応だけであって、「非現実」と

「現実離れ」の類義語連鎖はしっかり把握 しなければならない。

この問題は 「お とぎ話」〈一≒〉 「本当の話」と 「お とぎ話」=「 空想 ・非現実の話」=「 空

想的で現実離れをした話」の対義語 と類義語によって解釈 される。

以上のことか ら、類義語だけでは解釈は不充分になることがわかる。対義語(対 立概念)も

あわせて本文を捉えることが必要。類義語、対義語、両者の必要性 を示すものである。
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

語法

 

④

共通一次試験の問題である。資料Cは 、

C
語
法

・
(類
義
語
)
系
共
通
」
次
試
験

「
そ
れ
は
仕方

が
な
い
し
ゃ
な
い
。」

「
仕方

が
な
い
よ。

でも

そ
う
思
っ

た
ん
だ.
」

鴻

凝を

迎
え
に
行ぐ

こ
と
を
思
い
つ
き、

パ
ス
通
り
か
ら小

道
へ
と
足を

踏
み
入れ

た
時
の
あ
の
弾
み
あ
がる

気
待ち

だ
けは

わ
か
っ

て
ほし

い、

と
彼
は
願
っ

た。

梨は

答
えな

い
。

重
く
粘り

出
し
た
沈
黙
の
中
か
ら
明
史
は
先
を
行く

小
堀
に
眼
をあ@宇̀,器套

げ
た.

灰
色
の
オ
ー
バ

ー
の
背ゆ

が
微
か
に
左
に傾

き、

靴を

引き

ず
るよ

う
に
し
て
上
向き

加
減
に
大
毅
に
歩
い
て
い
く」

後
ろ
の
二
人
に
は
全く

無
関
心
の
よ
う
に
も、

また

大
きな

背
中
い
っ

ぱ
い
に
なに

か
を
酌え

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る。δな毎「そ・ついう實「方、好きじゃないわ。」

幡

・

切
り
捨
て
るよ

う
に
覆
が
言
っ
た。

明史

の
オ
ー
バ

ー
の
嫉
かち

ご
み
を
取
っ
て
く
れ
る時

に
感
じ
ち
れ
た、

ど
こ
か
言
いに飼

訳
す
る
の
に似

た
匂
い
は
す
っ
か
り
消え

て
い
る,

恨
み
がま

仙
い
泊
分
の
言
葉
が

婆
を
そん

な
場所

に追

い
込
ん
だ
の
を

悔
い
な
が
ら,

し
か
し
彼
は
すぐ

に
は
引き

返
す
こ
と
の
出来

ぬ
厄
介
な傾

斜
に身

が
衆
り出

し
て
い
る
の
も意

議
し
な
い
わ

け
に
は
い
かな

か
っ

た。

君
が小

堀
さ
ん
な
ん
か
を
連
れ
て
来・
な
けれ

ぱ
こ
う
な
り
11
し
な
か
っ

た
の
に、

と
ロ
を
つ
い
て出

そ
う
に
な
る
の
を
破
は懸

命
に

堪え

た。

の

噺
・
・
わ

さ

'

、

妓
女は

も
う
}

度
追
い

打ち

をか

け
て来

た

ー

㎞

.

-

怒ー

や
り過

ご
そう

と
し
た。

「今

口
は、

帰
り
は
遅
い

2」

}

亘息を整えてから明史は努めて明るい声を装って質ねた。

「
わか

らな

い,
」

9

「
あ
の
丘
に
行
っ
て、

ゆ
っ

くり

話
が
し
た
い
よ。
」

・

小
堀
は
、
明
史

の
目
に
ど
う

い
う
人

物
と
し
て
映
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
。
次
の
①
ー
⑤

の
う
ち
か
ち
、
最
も
遮
当

な
も
の
を

一
つ
選
べ
。

①

す
で
に
人
生
に
疲
れ
、
孤
独
で
憂
糎
そ
う
な
資
年
。

②

大
人
と
し
て
自
分
な
ワ
の
世
界
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
青
年
。

③

自
信
に
み
ち
て
、
人
生
を
大
胆
に
わ
た
り
歩
い
て
い
る
青
年
。

④

重
い
苦
悩
を
背
負
っ
て
,
さ
び
し
く
生
き
て
い
る
青
年
.

⑤

自
己
中
心
的
な
野
心
家
で
、
他
人
に
は
無
関
心
な
青
年
。

聞
5

傍
線
部
①

「
お
か
し
い
わ
よ
」
と
叢
が
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
.
次
の
①
ー
⑤
の
う
ち
か
ら
、
最
も
適
当
な
も
の
を

つ
退
べ
。

間e⑤ ④ ③ ② ①

明
史
が
.
さ
さ

い
な
こ
と
で
す

燈

言
・
た
…

も
蔓

な
・
で

懸

寓

力

小
掘
の
こ
と
を
邪
惟
し
て
、
言
い
が
か
り
彫

く
る
曜
ば

の
う
ち
か
ら
、

①

い
る
も

の
」
と
は
何
か
。
次
の
①
ー
⑤

罠
畠
あ

あ
そ
こ
に
登
っ
て
二
入
だ
け
の
場
所
に
身
を
浸
せ

思
い
た
か
っ
た
轟

ん
だ
ま
ま
甕

る
こ
と
も
出
由李

に
鞘

巻
き
は
じ
め
て
い
る
も
の
を
婆

の
身
体
に
力
い
・
ぱ
い
考

つい

け
た
か

っ
た
。
小
道

の
終
わ
り
が
来
る
ま
で
、
遂
に
披
女
は
口
を
閣
こ
う
と
は
し
な
か

っ
た
.

「バ
ス
よ
.」

"

は
こり

の

広

い
通
り
に
出
る
と
、
左
手
の
畑

の
中
を
埃
を
捲
き
上
げ
て
走
っ
て
来

る
パ
ス
が
意
外
に
近
く
迫
っ
て
い
た
。
蛋
は
明
史
を

促
す
素
振
り
を
小
さ
く
見
せ
て
か
ら
駆
け
出
し
た
。
前
を
向

い
た
ま
ま
同
じ
歩
調
で
歩

い
て
い
た
小
堀
に
彼
女
が
追

い
つ
く
と
、

むハ

後
ろ
も
見
ず

に
小
堀
も
駆
け
足
に
な

っ
た
。
明
史
は
ま
だ
の
ろ
の
ろ
と
歩
い
て
い
た
。
更
が
呼
ん
で
く
れ
た
ち
俺
も
走
る
.bと

が
出
来
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
追
い
つ
け
ば
、
激
し

い
運
動
の
後
の
踊
る
息
と
共
に
今
ま
で
の
わ
だ
か
ま
り
が
消
し
と
ん
で
あ

る

い
は

一
緒

に
笑
う
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な

い
t

。

"

明
史
の
耳
に
パ
ス
の
音
が
伝
わ
っ
で
く
る
。
小
堀
の
大
き
な
背
中
の
横
で
凝
σ
長
い
髪
が
右
に
左
に
鑑
れ
た
。
駆
け
な
が
ら

首
を
衡
し
っ
て
斑
が
後
ろ
を
見
た
,
バ
ス
を
見
て
い
る
の
か
.
明
史
を
確
か
め
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
.
明
史
は
ま
躍
迷
っ
て

い
た
。
間
に
ARう
か
、
も
う
間
に
合
わ
ぬ
か
、
と
息
を
詰
め
る
彼
の
横
を
激
し
い
振
動
と
共
に
鋼
鉄
製
の
車
体
が
走
り
抜
け
た
。

・
バ
ス
に
突
き
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
岐
は
全
力
で
疾
走
し
は
じ
め
た
。
惰
性
の
つ
い
た
パ
ス
の
速
度
14
11
や
か
っ
た
。
降
り

る
客
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
停
留
所
に
並
ん
で
い
る
入
々
の
短
い
列
が
た
ち
ま
ち
黄
色
い
庫
体
に
吸
い
こ
ま
れ
る
。
消
え
る
直
前

鱒

ひサ

に
擬
じ
向
け
ら
れ
た
畿
の
顔
が
小
さ
く
見
え
た
。
排
気
ガ
ス
と
埃
に
寧
は
霞
み
、
重
い
エ
ン
ジ
ン
音
を
残
し
て
バ
ス
は
走
り
滋

し
て
い
た
。
力
を
弛
め
ず
に
破
は
な
お
も
追
い
絞
け
た
。
せ
め
て
窓
か
ら
峯
が
こ
ち
ら
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

た
。

、⑳

.
ん
鶴

」
だ
わ
盲
は
す
ぐ
に
と
け
て
し
琴

の
だ
・
齢

ー-
立

鴨

.

]91

◎
望
む
よ
う
な
解
決
が
得
ら
れ
な
い
で
、
内
攻
し
て
行

」だ
わ

感
情
。

④

口
に
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
で
、
内
攻
的
に
深
ま
っ
て
行
く
嫉
妬
心
。

⑤

自
分
の
願
い
を
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
で
、
ほ
と
ば
し
り
出
そ
う
に
な
る
憤
り
9

聞
7

蝕
終
段
落
の
内
容
と
表
現
と
に
対
す
る
批
評
と
し
て
、
最
も
適
当
な
も
の
壱
、
次
の
①
ー
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

べ
。
①

一
人
と
り
残
さ
れ
、
動
揺
す
る
心
を
抱
き
な
が
ち
、
喪
に
愛
着
を
強
め
る
明
史
の
姿
が
、
切
追
し
た
情
景
の
中
に

阻
動
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

②

廉
を
連
れ
去
る
小
堀
の
大
人
び
た
た
く
ま
し
さ
と
、
置
き
去
リ
に
さ
れ
て
と
り
乱
す
明
史
の
幼
稚
さ
と
が
、
対
比

的
に
描
か
れ
て
い
る
。
か
れ
ん

③

明
史
と
聚
と
の
純
贋
可
憐
な
恋
唾
感
憶
な
ど
、
た
ち
ま
ち
引
き
裂
い
て
し
ま
う
現
実
世
界
の
厳
し
さ
が
、
力
強
く

写
実
的
に
描
か
雛
て
い
る
。

④

小
堀
や
畿
の
非
情
な
行
動
と
、
現
代
社
会
の
冷
酷
な
現
実
の
状
況
と
が
、
た
く
み
に
宣
ね
ら
れ
て
、
象
敏
的
に
描

か
れ
て
い
る
。

⑤

巣
の
う
し
ろ
髪
を
引
か
れ
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
と
、
明
史
の
あ
さ
ら
め
き
れ
な
い
態
疲
と
が
呼
応
し
て
、
感
傷
的
に

描
か
れ
て
い
る
。

巳

▼

一102一



創価教育研究第2号

問五 傍線部①の問題

傍線部① 「おかしいわよ」と裏が言ったのはなぜか?そ れは彼女が 「怒っていたから」であ

る。(資料C傍 線(f)後 文の「怒 り」参照)

よって、

傍線部④おかしいわよ====魎

ゆえに

(本文)彼 女はもう一度⑤ 「おかしいわよ」 と言って追い打ちをかけて来た。彼は大きく

息を吸って彼女の怒 りをや り過 ごそ うとした。

選択肢 ①明史がささいなことですねて、

②言いたいことも言えないで懸命に而 ている明史が匪っともないから。1

③小堀のことを邪推 して言いがかりをつけ るのは男らしくないから。

④ささいなことで、しょげこんでしまった明史の憩 廿が畦段と違っていたから。1

⑤明史が屈折 した感情にいつまでもこだわっていること 一腹が立ってきたから。

答えは選択肢⑤

おか しいわよ=怒 り=腹 が立ってきた 《選択 し⑤》

三者 を瞬時にイコールにす る語意(語 法)で 、巧みに解釈 される問題である。また、気づい

てない人もいるかも知れないが、実は選択肢そのものが傍線部㊤の〈語法〉になっている。選

択肢の文末の口囲みをつけた部分は 「おかしいわよ」の語が、一語で五種類の使い方をする 「語

法」である。

これを正確に習得することで、まず、数種 の意味を持つ傍線の語がそのどれにあたるか意識

するようになり、また、語法を用いた各々の選択肢の違いも明確にすることができるようにな

る。穿った言い方をすれば、語法訓練をすることは、常にこのような問題をしているのと同じ

効果を持っことになる。(以 下の語法例参照)

一103一



解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

[「お か しい わよ」の語法]

①

②

③

④

⑤

傍線部①おかしいわよ

明史が ささいなこ とです ね て行 く'滑 稽だか ら。

言いたい ことも言 えないで懸命 に ・ 目史"1み っ ともないか ら。1

小堀のことを邪推 して言いがか りをっけ の 男 らしくないから。

ささいなことでしょげこんでしまった明史の態叉'普 段 と違っていたから。

明史が屈折した感情にいっまでもこだわっているこ こ1腹がたって来たか ら。1

語意 ・類義語 ・対義語 ・語法が様々に活用 され〈解釈 と推理〉は合理化 される。

⑤ 類義語連鎖

資料C問 六傍線部(g)の 問題

傍線部(g)の 中心内容は 「歪んだ渦」

(「歪んだ渦」のイメージ)

これと類似した語を探す。すると直前の文に 「縫れ」とある。

(糸の 「縫れ」のイメージ)

二者は類似している。

匡巫劉 一 圃

次に、「縫れ」の右を見ると 「や」とあ り、左右の語を同じ類にする働きを持っ。

(本文)本 文こんな鎚 ㊥ こだわ りはす ぐにとけてしま うのだ…

一つのこ とにこ りかたまった 「こだわ りや纏 れ」が とけるの意

圃 一[璽
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ゆえに

傍線部④歪んだ渦=纏 れ 置こだわり

となり、類義語連鎖が発生

(本文)

⑤歪んだまま流れることも出来ずに

の身体(歪 んだ渦)に 力いっぱいぶつけたかった。

こだわ りはす ぐにとけ

選択肢① 気持ちが食い違って、感情がこじれて行 く二人の苦悩。

選択肢② 三人の関係が歪められたことで、深まって行 く困惑。

(選 択肢③)望 むような鰍 が得られないで・内攻して行くこだわりの騰
選択肢④ 口に出すことが出来ないで、内攻的に深まって行 く嫉妬心。

選択肢⑤ 自分の願いを拒絶されたことで、ほとばしり出そうになる憤 り。

傍線部@の 中心内容 「歪んだ渦」と 「こだわ り」がイコールなのだから傍線部@の 中心は 「こ

だわり」 といってよい。この内容があるのは選択肢③。よって答えは選択肢③。傍線部@「 歪

んだ渦」は、一っのことにこだわり解決できず纏れてしまっている主人公の心の状態をた とえ

ている比喩。

類義語連鎖は、推理、解釈の基本 といって もいいだろう。
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解析論考戸田城外著 『推理式指導読方』

r1.四 要素と推理式指導読方

作文 ・解釈 ・推理における 「語意」「類義語」 「対義語」 「語法」の重要性は既に説いた。で

は、本参考書において、この四要素はどのように位置づけられているのか明らかにしてみたい。

ここで前に述べた数値比較表(68頁)の データを掲出してみよう。その他の参考書データは

平均値 とした。(小数点以下は四捨五入)

〈四要素の解説記載状況 〉
膠

解説項目

参考図書
語意 類義語 対義語 語法

推理式指導読方 613語 331語 157語

L

245語

1
その他の参考書(平 均値) 157語 28語 12語 52語

1

他を抜いて圧倒的に四要素が説明し尽 くされている。以上の数値はいったい何を意味す るの

か。ここには戸田が序で記 した 「読解 ・推理 ・作文力を発達 させる」明確な意図が見受けられ

る(63-64頁 「自序」参照)。それと同時に、四要素の重要性を見抜いている著者戸 田城外の卓

越 した洞察力 と、着眼点の鋭 さをまあたりにするものである。

〈結 〉

〈ミクロ解釈からマクロ解釈 ・マクロ解釈からマクロの充実 ・マクロの充実から立体解釈 ・

立体解釈から重層解釈へ〉 『推理式指導読方』項 目秩序は、一次元から二次元へ、二次元から

三次元、三次元から多次元へと整然 と発展している。単細胞の生物が進化するように、単純な

理解は、複雑多岐にわたる理解へと変貌 し、高まって行 く。

これ らの 『推理式』の項 目秩序に則って学んだ場合、雑然 として見える本文より自然にグロ

ーバルな秩序世界が立ち現れ る。

また、別の角度から見 ると、本書の項 目はく本文解釈〉と〈参考文 〉に二大別 される。前者

においては、段階性 と綿密な関連性をもった秩序を保ち、後者においては、流動性を持ちなが

らも決 して骨格が崩れ ることはない。

以上のような項 目の大系は、安定した精巧緻密な構造物が、まるで呼吸をしているかのよう

に感得 され る。

この完全で巧緻な 『推理式』を他の参考書 と比較 した瞬間、二者の違いは鮮明になる。「推

理式」は、読解 と作文 ・推理になくてはならぬく単語の解釈 〉〈類義語〉〈対義語 〉〈語法〉

の四要素において、他の参考書を圧倒す る。

以上が 『推理式指導読方』の文章観であ り、国語教育が本来目指 さなければならない、理想

像である。
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(注)

(1)戸 田城外 ・山田高正 『推理式読方指導』は、第五学年と第六学年の二冊あり、後者は、 日本小学館

から昭和8年4A8日 に発行 されている。第五学年については、同時期 と推定されるが、出版年月 日

は不明。

(2)戸 田城外 『推理式指導読方』は、第九巻 五年前期用、第十巻 五年後期用、第十一巻 六年前期

用、第十二巻 六年後期用の4冊 が出版されており、第十一巻は、改版1版 が昭和13年3月25目 に発

行 されている。本論で使用 したのは、昭和14年2E25目 発行の改版32版 である。また、昭和12年 頃か

ら、普及版の 『推理式指導読方』尋三、尋四、尋五、尋六、各前期用、後期用も出版されている。

(3)拙 稿 『戸田城外著 「推理式指導読方」解析』(育 英短期大学紀要第20号 、2003年)

(参考文献)

戸 田城外 『推理式 ・指導読方 巻十一』(日 本小學館、1938年)

坂本豊 『実力成長小学国語読本の教授 巻11』(明 治図書、1936年)

国語教育学会編 『小学国語読本の綜合研究 巻11』(岩 波書店、1938年)

『小学国語6年 上創造 ・学習指導書』(光 村図書出版会社著作 ・発行、2002年)

新 しい国語編集委員会 ・東京書籍株式会社編集部編 『新しい国語 ・六上 教師用指導書 指導編』

(東京書籍、2002年)

『教科書ガイ ド・小学国語6年 上創造』(光 村図書出版株式会社編集 ・発行、2002年)
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野沢正浩 『尋常小学国語読本取扱の真髄 巻11』(目 黒書店、1922年)

西郷竹彦 『西郷竹彦教科書ハンドブック 小学6年 の国語』(明 治図書出版、1996年)

児童言語研究会編 『授業のための教科書研究新国語6』(一 光社、1981年)

児童言語研究会編 『国語 ・読みの授業/」 ・学6年 』(一 光社、1991年)
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